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      序章　八月　十七日（あと十五日）





「ええ……と」

　部屋の隅すみっこ、畳たたみの端はしっこに立ちながら、氷ひ見みと透おるは、口を開いた。

「あの…………」

　我ながら、物もの凄すごく上ずった声しか、出なかった。

「、本当に…………」

「透さん」

　部屋の中心に座る少女は、対照的に、とてもはっきりとした声を、出した。

「遠えん慮りよしないで」

　電灯の光の下、静かに、こちらに背を向けて座る少女。その身に纏まとうものは、どこにでもあるような青色のジーンズと、犬のキャラクターが刺しし繍ゆうされた、カラフルな靴くつ下した。

　身体の下半身部分を、ごく普ふ通つうの服装で覆おおって、そして──

　そして──

　それだけだ。

　少女は、上半身に、何も、身に着けていない。

　ただ──大きめのタオルケット、夏用の寝しん具ぐをその両手に抱だいて身体の前を隠かくし、

　それだけだった。他には、何も、無い。

「遠慮しないで、」

　部屋の隅に立ち尽つくすこちらに背を向けて座り込み、振ふり返りながら、優しく微笑ほほえむ。

　その背中……むき出しにされた、その背中は、

　透は、砕くだけそうになる腰こしを何とか立て直し、その代わりに、激しく瞬まばたきをした。

　目の前、ほんの数メートル前にある、その背中から、目を離はなせない──

「……来てください」

　話によると、中学時代は運動部にいたらしい。無む駄だな贅ぜい肉にく一つもなくすっきりと締しまった体つき、健康的に真っ直ぐ伸のびた背筋。そう広くない少女の背中には、夏の海で日に焼けたのか、スクール水着の形にくっきりと日焼け跡あとが残り、まさに、若さそのもの。

　褐かつ色しよくと白に色分けされた背中、その中心少し上辺りに、何やら不自然な青い傷痕があるが、そんなモノは大して気にもなりはしない。まだ高校一年生、まだまだ少女という範はんち疇ゆうにいながら、それでも、徐じよ々じよに、少しずつ『女』としての形を磨みがいていっているような──そんな、後ろ姿。

「あ」

　気合と根性で視線を引き剥はがし、透は、ひりついたような口を、何とか、開いた。

「あの…………」

　さっきと、全く同じ言葉。

　何を言っているんだ。お前は。自分で自分にツッコミを入れつつ、今度は、天敵の気配を察知した小さなげっ歯類のような按あん配ばいで、部屋の中に視線をさまよわせる。

　さまよう視線に映されるものは──

　今、自分と、この少女が、二人っきりでいる、この部屋は……

　床ゆかには、もう何十年前に敷しかれたものやら見当もつかない畳が八畳じよう敷かれ、部屋の東側、同じく年経た障子とともに、旧日本家屋のたたずまいを趣おもむき深ぶかく古ふる臭くさく演出している。

　最早本来の用よう途とを失い、ただの空白スペースと化している床とこの間まにはタンスが置かれ、その右横には、最近購こう入にゆうして組み立てた、引きだし付き本ほん棚だながすえつけられ、そして、その本棚の上には、読み終えた雑誌が積まれ──

　おれの、部屋だ。今いま更さらながら、再認識。そう、ここは、神か奈な川がわ県けん十とつ葉は市の片かた隅すみにある、旧日本家屋。その、離れの一室。つまり、おれの家の、おれの部屋だ。

　十歳さいぐらいまでをここで過ごした生家であり、そして同時に、今年の四月、高校二年生の春から──十葉高校に転校して来た日から、一人暮らしを始めた、その場所でもある。

　部屋の西側にある明かり取りの窓から、夕方の西日が、部屋に差し込んでくる。まだ八月とはいえ、流石に、この時間ともなれば、かなり日も傾かたむき──

　ふらつく視線が、窓の横、柱に貼はられたカレンダーを捉とらえた。

　夏の具現化のような沿岸のカラー写真の下に、「八月」の文字が書き記され、その下に、１から31までの赤と黒の数字が、順序良く並んでいる。

　今日は、その三十一個の数字のうち、比ひ較かく的てき後半の一つ。前から十七番目の日付。折り返しを過ぎ、行く先にそろそろ終しゆ盤うばんが見え始めた、そんな数字。

　今日は、八月の、十七日だ。

　九月一日まで……夏休みが終わり、また新学期が始まる、その日まで、あと、十五日。……で……

「透さん」

　少女の声が、動どう揺ようする視線を、一いち撃げきで捉えた。

「ぼーっと、しないでください」

「はい」

　とっ捕つかまえられた視線は、強制的に、元の位置に、戻もどった。

「…………」

　当然……目の前の少女は、部屋の真ん中にいる少女は、半はん裸らの少女は、式しき津づ愛あい華かと名のついた少女は、まだ、変わらない姿で、そこにいる。

　当たり前だ。

　当たり前だろうが。夢や幻まぼろしじゃあるまいし。消えてなくなったりなんか、するもんか。

　そもそも、おれが頼たのんだんだから、当然じゃないか。

　おれが、この少女に頼んで、そして、この少女が、それを了りよ解うかいした。

　だから、この少女は、愛華は、ここで、こうしているんだ。

「終わったら、夕食の支度を、しましょうね」

　少女は、愛華は少し振り返って、にこっと笑った。まだまだあどけなさを残しつつ、しかし確かにこれから美しくなろうとしている少女の顔、綺き麗れいに後ろで束ねて括くくられた髪かみ、何故か一本だけ、まるで局所的な寝ね癖ぐせのようにぴんと立った前髪。

　いつも通りの愛華は、いつもの顔で、微笑んだ。

　正直、可愛かわいい。そう、思ってしまった。

「じゃあ……」

　緊きん張ちようするな。自分に、言い聞かせる。

「行きます」

　なんで、丁てい寧ねい語ごなんだよ。おれ。

「はい」

　愛華は、視線を前に戻した。こっちに、後ろ姿を晒さらして。座ったまま、両手で身体の前にタオルケットを押おし付け、何かを待つかのように、背筋を伸のばす。

「…………」

　その姿へ、一歩、近づいていく。

　こっちも、愛華と同じ姿──つまり、上半身は、裸はだかだ。

　別に筋骨隆りゆう々りゆうでも、取り立てて長身でもない。むしろ、平均より下かもしれない。

　左胸、心臓のあたり、背中座標で言うと肩けん甲こう骨こつの真ん中辺りにある『青い傷きず痕あと』以外はごく普ふ通つうの、男の上半身──を、晒して、ゆっくりと、少女に、近づいていく。

「夕食の後は、荷物の整理をしないと」

　愛華は、軽い調子で、呟つぶやいた。

「私が持ってきた荷物、ちゃんと、整せい頓とんしましょう」

「…………」



    

  
    
      「なんせ…………」

　愛華は、タオルケットを握にぎりつつ、言葉を続けた。

「私は、これから、ここで、暮らすんですから」





　同時刻。

「変態、だってさ」

　事務机に座った男は、一言、呟いた。



　半年前、地球に、日本の神奈川県十葉市に降ってきた、巨きよ大だいな隕いん石せき。

　墜つい落らく地点の集合住宅を吹ふき飛とばし、幾いく多たの人名を死者、行方不明者に変えたその宇宙からの岩石の塊かたまりには、小さな情報鉱物生命体『宝石』が、便乗していた。

　落下の衝しよ撃うげきで、大小さまざまな欠片かけらとなった『宝石』は、それぞれ、落下地点にあった『ヒトの形をしたモノ』……つまり、ヒトの死体、または脳死体に接せつ触しよくし、その身体構造を書き換かえ、融ゆう合ごうし、『宝石』の意思を持つ、ヒトの形をしたモノ──

　──『欠片』へと、変へん貌ぼうを遂とげた。

「変態、なんだよ」

　事務机に座る、この男も、その『欠片』の一人。

　色素が薄うすく、灰色のようにも見える頭とう髪はつは短く刈かり揃えられ、その形のいい眉まゆ毛げの間、眉み間けんには、はまり込んだ『宝石』……『欠片』である事の証……が、灰色の異形に輝かがやいている。その中性的な顔立ちと、鼻先に浮ういたソバカス、声変わり以前のような高い声のせいで、男、というより、少年、美少年と呼んだ方が相応ふさわしいかもしれない。そんな外見。

　灰色の少年が今座っている机は、どこにでもあるような、平へい凡ぼんなスチール製の事務机だ。その机が置かれたこの部屋もまた、やはり、珍めずらしくも無い、ありふれたビルの、どうという事も無い、ただの一室。

　それが、この少年の職場、『特とく殊しゆ犯罪対策室』の、前線基地であり──

　同時に、この少年が属する組織、『欠片同盟』の、本部でもある。

『宝石』の情報処理能力は、その体積に比例し、高質量の『欠片』ほど、より大きな力を持つ存在となる。だが、逆に、その体積が小さすぎ、『欠片』にすら足りない、微び細さいな『破片』となってしまった『宝石』も、存在する。

　その大部分は、自己認識をする知能を持つ事すらできず、飛び散ってそのままとなってしまったが、だが、一部、何らかの偶ぐう発はつ的てきな事情によって──例えば、墜落時の爆ばく風ふうの影えい響きようなどによって、生きている人間の、身体の中に侵しん入にゆうすれば、自動的に『宿主』の身体構造を書き換え、その『人間』は、元の意志と感情を持ったまま、身体能力が『人間離ばなれ』を始める。これが、『破片』と呼ばれる存在、『宇宙の力を手に入れた、特殊な人間達』だ。

日本国家は、人間に混じって生活する『人間離れ』を、『隕石の影響で、謎なぞの症しよ例うれいに感染した患かん者じや達』と認識し、その存在を管理・場合によっては処しよ罰ばつする組織を、極秘裏に作り出した。その名を、『警備局特殊犯罪対策室』と呼ぶ。

　墜落事故以降、発生を始めた『人間離れした人間』は、断じて『宇宙人』でも、『宇宙の力を手にした人間』でもない。『ちょっと変わった病気に感染し、ちょっと変わった力を手に入れた、ちょっと変わった患者達』である、という訳だ。

『患者』（宝石憑つき）は、その症状によって『罹り患かん者しや』と『発症者』に分けられ、両者の判断は『対策室』自身が行う。つまり、『対策室』にとって都合のいい、大人しくて何もしない『患者』が『罹患者』であり、『対策室』にとって、都合の悪い……つまり、その力を利用して、社会秩ちつ序じよを乱そうとする『患者』が、『発症者』という訳。

『特殊犯罪対策室』には、『欠片』『破片』の差はあれど、多数の『罹患者』が雇こ用ようされ、日々、『発症者』との戦いを──実の所、主に、公務員という地位と、定期給きゆ与うよによる『罹患者』自身の生活の安定と、それによる『発症』の防止──を、果たしている。

　そして、『欠片』たちの中には、積極的にその組織の一員となり、生存を果たそうとする一派も存在し──その一派を、彼ら自身は、そう、『欠片同盟』と、自じし称ようしている。

『欠片同盟』の仕事は、通常の『対策室職員』とは、一線を画している。

　彼らの仕事は、自分たちに敵対する『宝石』……『発症者』を、狩かる事であり、

　彼らの目的は、国家権力の入手、人間社会への侵入である。



「は？」

　少年の向かいの席に座る人物、少年の同どう僚りようである人物が、少年の言葉に、反応した。

向かっていた黄色のノートパソコンから視線を上げ、少年の顔を、まじまじと見つめる。

「なんですか？」

　こちらの人物は、少年とは対照的に、かなり落ち着いた雰ふん囲い気きの女性。肩かたまでかかるくらいの金きん髪ぱつと、丸っこい顔のせいで、年ねん齢れいを判断するのは難しい。二十歳はたちを超こえている童顔の女の人のようでもあるし、ひょっとしたら可愛かわいい中学生かもしれない。

　その眉間には、少年と同じく、しかし色いろ違ちがいの、黄色の『宝石』が、はまり込んでいる。

「『変態』だよ」

　女性の視線を受けて、少年は、もう一度、呟つぶやいた。呟きながら、右手で頬ほお杖づえをついて、自分の机の上を見る。

　机の上には、三枚の写真が置いてある。それぞれに一人ずつの男が、まるで免めん許きよ証しようの証明写真のように写った、三人の、三枚の写真。

　少年は、頬杖をついたまま、左手で写真の一枚をつまみ上げ、また、呟く。

「『変態』なんだ」

「……あの、灰はい人とさん」

　向かいの女性は、少年から目を離し、またパソコンに向かった。

「職場では、不ふ謹きん慎しんな発言を、慎つつしんでください」

　この女性の名は、栗くり林ばや浅しあ黄さぎ。彼女もまた『特殊犯罪対策室』の職員であり、『欠片かけら同盟』の一員。つまり、向かいの少年の、同僚という事になる。

「別に、」

　灰人と呼ばれた少年は、机の引き出しを開けながら、言い返した。

「不謹慎な事を、言っている訳じゃない」

　引き出しに三枚の写真を押おし込み、代わりに携けい帯たいゲームを取り出しつつ、言葉を続ける。

「今度の敵は、『変態』なんだよ」

　頬杖をやめて両手でゲーム機を掴つかみ、電源を入れる。

「まだ、ぼくの、個人的な予想だけど」





　窓から差し込む西日が、徐じよ々じよに、橙だいだ色いいろへと変わってゆく。

　部屋の中が、だんだんと、夕暮れに染まり始める。

「…………」

　タンスの上に置かれた時計が、そ知らぬ顔で、かっちかっちかっちかっちと、規則的に秒針を響ひびかせている。

　規則的じゃないのは、自分の心臓だ。透は、思った。

　自分の左胸の奥おくにある内臓は、さっきから、加速度的にその活動を活発にしている。

　どっくどっくどっくという心臓の鼓こ動どうペースは、鳴る秒針にどんどん追いつき、そして、今にも追い越こしそうな勢いだ。どくどくどくどく。かっちかっちかっちかっち。

　今…………

　今、自分は、女の子と、密着している。

　上半身裸はだかの自分は、今、同じく、上半身裸の女の子に、後ろからくっつき……

　そして、

　そして、その身体を……こちらの胸と、あちらの背中を、密着させている。

　そして──もう、かなりの間、この体勢のまま、じっとしている。

　これからも、暫しばらく、この体勢で、いなければ、ならない。

　なるべく、それを、意識しないでおこう。そんな決心。そう、意識してはいけない。今の、この状態を、意識してはいけない。他の事を、考えるべきだ。他の事を考えよう。まず、脳みそを空っぽにしよう。何も考えないぞ。さあ何も考えないぞ。よし何も考えていない。空っぽになった。さてそれじゃあ何を考えようか。ああそう言えば、さっきから何やらいい香かおりがしているし胸にいい感かん触しよくがしてるけど、これは何なんだっけ。ああそうだ思い出した、おれは今女の子と密着してるんだあああああ──で、元に戻もどる。

　まるで、同じ所をぐるぐる回り続ける小動物みたいだ。頭の中で、必死のハムスターがどどどどどどどどという心臓の音をＢＧＭに、空しく大車輪を回している。一歩も先になんか進みやしない。

「あ……」

　すぐ近くで……息を感じるほど、すぐ近くで、

　女の子が、愛華が、口を開いた。

「透さん」

　ハムスターのケツに、火をつけられた。

「あの、……」

　ハムスターが、全力疾しつ走そうを始める。あああああああああああ声が近いいいいい顔が近いいいいいこれはやばいかもしれないいいいいいいいいい

「あまり、緊きん張ちようしないで、ください」

　何でこの子はこの状態でこんなに落ち着いているんだああああ

「これは、必要な事なんですから」

　そうそう。確かにそうなんだよ。透は、コメツキバッタのように細かく頷うなずいた。

　そう、これは、必要な事なんだよ。この行こう為いは、今後の生活を考えると必ひつ須すの事であって、つまりこれは必然であって、おれは別に変な事を考えてこんな事をやっているわけではなく、つまり別に緊張する必要なんかこれっぽっちもないのであって、

「そんなに、意識されると……」

　そう、落ち着いて。そう、落ち着くんだ落ち着け自分。

　よし、落ち着い

「私も、…………緊張、しちゃいますよ」

　ぎゃああああああ

「うふ」

　ああああああああやめてええええもう正直限界ですそろそろ勘かん弁べんしてええええああああああああああすいませんごめんなさい由ゆ宇うさんこれは別に何で謝ってんだよおれはああああああああああああああああああああ

　白熱する透を、上から見下ろすかのように、

　タンスの上の時計が、八月十七日、午後六時五十分を、指し示した。





「『変態』ですか」

　浅黄は、おぼつかない手つきで、ノートパソコンのマウスに触ふれた。

　そっと動かしながら、パソコン越ごしに、向かいの少年に、声をかける。

「そうだよ」

　灰人は、ゲーム機のスタートボタンを押おした。

「今度の『敵』は、『変態』するんだ。多分、ね」

「『今度の、敵？』」

「そう」

　ボタンを押して、オープニングテーマをスキップ。

「『白い人』さ。『白い人』の、新しい『配布対象者』が……」

　画面の中で、生命の無い主人公が、動き出す。

「……『白の使徒』が、また、出現した」

　ゲームが、始まった。

「十葉市に」



『白い人』とは、高質量の『欠片かけら』の一人であり、そして、『特とく殊しゆ犯罪対策室』最優先マークの『発はつ症しよ者うしや』である。

『白い人』という名は、彼が自じし称ようしたわけでは無い。周囲の人間が、勝手につけた。

　彼の……といっても、男なのかどうか、それすらハッキリしていないが……の、その『人間離ばなれした力』を使った行動は、完全に神しん出しゆ鬼つき没ぼつ。どこを移動し、どこに出現するのか、人間には、確認も、予想も、しようがない。そんな、存在。

『白い人』の、行動理念は（今のところ）たった一つ。

　自分の『宝石』を、人間に、配り歩く事。

　高質量の『宝石』を持つ『白い人』は、自分の『破片』を、人間に配っている。

　どういう基準で、どういう動機で、『配布対象者』が決まるのか、それは、完全に不明。

ただ、『白い宝石』を受け取った人間は、その『宝石』の力によって、『人間離れ』した存在へと、高質量の『破片』へと、変へん貌ぼうする。

『白い宝石』を受け取り、それぞれ、『人間離れ』を始めた……または、『完全に、人間でなくなった存在』を、総そう称しようして、

『白の使徒』と、名がついている。



「へえ」

　浅黄は、マウスを動かしながら、軽く、呟つぶやく。

「またですか」



『白の使徒』の出現頻ひん度どは、時間経過と共に、どんどん増大している──

『対策室』は、この事実について、「何かの『目的』への、試し行こう錯さく誤ごのようだ」「いよいよ、本格的な活動を開始したのではないか」「片かたっ端ぱしから『試している』みたいだ」等と、好き勝手に推測しているが、たとえこの推測が当たっていたとして、何がどう変わるわけでもない。何がどうであれ、『白の使徒』は、増えている。それだけだ。

　当初は……『対策室』がその存在を意識し始めた頃ころは、せいぜい月に一人か、二人であった『白の使徒』の発生は、既すでに、最早、その件数、場所すら特定が困難な程にまで──

　増えて────拡がって、いた。



「ところでくりりん」

　少年の目の前で、鍬くわを持った主人公が、並み居るモンスターをなぎ払はらってゆく。

「くりりんって呼ばないでください」

　栗林浅黄は、その丸っこい顔を更さらに膨ふくらまして、少年の方を見た。

「君が言ってたんじゃないか。栗林だからくりりんって」

　主人公が振ふるう鍬によって、モンスターが、どんどんその数を減らしてゆく。

「取り消します」

「なんで」

「気に入りません」

「ぴったりだと思うんだけど」

「ぴったりじゃないです」

「あっそ」

　ダンジョンの最下層、ボスの控ひかえる部屋へと到とう着ちやくした。主人公は、持っていた鍬を草くさ刈かり鎌がまに持もち替かえ、紫むらさ色きいろの鬣たてがみを持った、巨きよ大だいな怪かい物ぶつと対たい峙じする。

「ところでくりりん」

「また言った！」

「君も、この携けい帯たいゲーム、持ってたよね？」

「持ってますけど。私のは最新型のディープイエローで」

「色は聞いてない。ちょっと貸して」

「なんで。自分のがあるのに」

「二台あると無線通信が出来る」

「何で無線通信する必要が」

「通信しないと手に入らないアイテムがあるんだよ」

「もう何度も言いましたけど、ここは職場で、」

「レベル70以上の鯛たいは、通信しないと手に入らないらしいんだよ」

「さっきまで見てた写真は、何なんですか？　あの、三人の男の写真は？」

「仕事の写真だけど」

「なんでそのまま、何事も無かったかのようにゲームを始めるんですか？」

「一昨日くらいから、ずーっと釣つり竿ざお振ふってたのに。ふざけてるね」

「なんで釣竿なんか振ってるんですか？」

「鍬じゃ魚は釣つれないだろ」

「実に筋が通ってますね。ええ」

　勝負が、ついた。

　主人公の前で、紫色の鬣を持った巨大な怪物が、炎ほのおを上げて崩くずれてゆく。

「ぼくも、これで忙いそがしくて」

「私の日本語、ひょっとして間ま違ちがってますか？」

「本当だって」

　少年は携帯ゲームから目を離はなし、それでも操作を止めないまま、言葉を続ける。

「週明けの月曜には……八月二十日には、四国の『隔かく離りび病よう棟とう』へ、行くんだ」

「へえ」

　浅黄は、ほんの少し、眉まゆを動かした。

「入院、するんですか」

「する訳無いだろ。なんでぼくが」

「一回くらい、いいんじゃないですか。ええ」

「出て来れないんだけど」

「だから言ってるんですよ」

「なんで、そんな真面目な瞳ひとみで」

「本気ですから」

「たちの悪い冗じよ談うだんは、止めてよ」

「あんな所に、何をしに行くんですか」

「『十二番検けん体たい』の経過観察さ。……ほら、神かみ代しろ島しまの、あの黒ネコだよ。

　確保してから、今日で四日だろ。どんなカタチになってるのか、見に行く」

「『十二番？』」

　浅黄は少年の言葉を復唱し、瞬まばたきした。

「もう、そんなに数字が進んでるんですか？　少し前は、まだ……」

「最近、急にハイペースになった。病室、なくなっちゃうよ。そのうち」

「由々しき事態ですね」

「全くだ」

　如じよ雨う露ろを構えた主人公が、次のダンジョンに入ってゆく。

「少なくとも、職場でゲームをやってる場合じゃないのは、確かですね」

「一昨日も働いたし。三日後も働く。だから今日くらい休んでも」

「南の島の大王ですか」

「どこからそんな単語を」

「一昨日、八月十五日に、どんな仕事をしたんですか。言ってみてくださいよ」

「えー…………と」

　群れ来るモンスターを、如雨露の水で消し飛ばしながら、少年は呟つぶやく。

「透くんに、会ってきた」

「へえ」

「『変態』の話を聞いてさ。彼を、思い出したんだ」

「なんでですか」

「いや、なんとなく」

「そうですか」

「透くんに会って……」

　如雨露を、釣竿に持ち替える。釣竿に叩たたかれたモンスターが、死し骸がいに変わってゆく。

「『戦い』の、準備を、整えてきた」



「ふふ」

　少年は、笑いながら、ゲームを操作する。

「『敵』は、三人…………」

　死骸の山を前に、奥おくの扉とびらが、ゆっくりと、開いてゆく。

「こちらのメイン戦力は、『蒼あお』が一人……か。さて…………」

　主人公が、剣けんを装備した。

「……勝てるかな？」

　扉から、機械のような野やじ獣ゆうが、ダンジョンのボスモンスターが、飛び出してきた。

　



　かっちかっちかっちかっち……

　かっちかっちかっちかっち…………こつっ。

　響ひびく秒針の後、小さな音と共に、時計の長針が、また一つ、動いた。

　時計の長針が、「11」の上へと、移動した。

　時計の短針が、「７」の手前で、細かく震ふるえている。　

　現在時刻、六時五十五分。もう少しで、七時だ。

　やっと、もうすぐ、この状じよう況きようも、終わりだ。

　時計を確認した透は、思わず安あん堵どの息をつこうとして……ギリギリ、思いとどまる。

　この位置で、ええと、その、愛華の首筋が目の前、おれの口のすぐ近くにあるこの状況で、おれが息をつくのは、ええと、その、とても危険というか、その、シャレにならないというか。えと、そもそも、今いま更さら言うのもなんだけど、こういう場所で、この姿勢は、おれがその気になりさえすれば、比ひ較かく的てき容易に、何か、取り返しのつかない方向へ、行く可能性が。具体的に言うと、おれが、今、ちょっと力を込めて、この、少女を

　ああもう!!

　ぐるぐる回るねずみ車を、横から力ずくで蹴けり倒たおして回転を止める。だから、今は、そんな事を考える時じゃないんだよ！　これは、必要な事なんだよ！　愛華は、おれたちの今後の為ために、善意で、協力してくれているんだよ！　そもそも、そんな事を考える事自体、愛華に失礼なんだよ！　もう、つまらない事は、考えるな！

　そう、もうすぐだ。あと、ほんの五分程度で、この状態は、終わりだ。

　あと五分、七時までじっとしていれば、愛華の『破片』から、おれの『破片』に、『制限回路』が、正しく転写され、複製され始める。

　あと五分、大人しくしていれば、それで、今日は終わりなんだ。

　我が慢まんしろ。自分に、言い聞かせる。そう、我慢しろ。変な事を、考えるな。

　あと、五分……ものの、三百秒だ。

　そう──透は、膨ふくれ上がる思考の風船を抱かかえ、危険箇か所しよから退たい避ひする。

　そうだ──残りの時間、残る三百秒を使って、ちょっと、思い出してみよう。

　こんな事態になった、そもそもの原因を、思い出してみよう。

　透は、また首を動かし、カレンダーを見た。

　今日は、そう、さっきも確認した通り、八月の、十七日──

　昨日、八月十六日が、十葉高校の登校日だったから──

『アレ』は、一昨日の、出来事だ。

　そもそもの切っ掛けとなったあの出来事は、一昨日、八月十五日の、出来事。

　あの、灰人とかいう少年と、少年に連れられてきた、『蒼』の少女。

　それが、全ての、始まりだったんだ。



　その、確信と共に──

　透の思考は、過去へと、八月十五日へと、飛んでいった。



    

  
    
      一章　八月　十五日（あと十七日）





　八月十五日の朝は、少女の叫さけび声ごえで始まった。

「う……あああああああああああああ!!」

「わあっ！」

　突とつ然ぜん、脳の中に乱入してきた黄色くてデカい声に、透とおるは一気に目を覚まして飛び起きる。

　布団の中、上体を起こしたその姿勢のまま、寝ねぼけ眼まなこで周りを見回し、周囲を確認。

　新しい本ほん棚だな、古びたタンス、上に置かれた時計。閉められた障子。うん、おれの部屋だ。氷ひ見み透は、確認した。十とつ葉は市片かた隅すみの、旧日本家屋。おれの家の、おれの部屋だ。

　で……

「う……あ！　と……、透！」

　その閉められた障子の向こう、正確に言えば障子の向こうの廊ろう下かの果て、より正確に表現するなら、この旧日本家屋の母おも屋やの方から、また、叫び声。

　何かに急き立てられるような、切せつ羽ぱ詰つまった叫び声。

　続いて、どどどどどどどどどど、と、廊下を全力疾しつ走そうしているらしい、大きな足音。

　そして……

「透！」

　障子の前まで来た足音はそのまま、こちらの名を呼ぶ叫び声に変わり、目の前の障子が、廊下と部屋を仕切る境が、一気に開いた。

　障子を開けたのは、今、部屋の前に出現したのは……

「……朝っぱらから、何やってんだよ」

　出現したのは、当然、この四月からの同居人。赤い髪かみを持つ、小さな少女。

「どうした、由ゆ宇う」

　透は、少女に向けて、わざと平へい坦たんな調子で、声を掛かけた。

　若い、というより、幼いと言った方がいいかもしれない可愛かわいい顔立ちに、生意気そうなツリ目、綺き麗れいに真っ直すぐさらさらと流れる長い赤髪。その小さな眉み間けんには紅あかい『宝石』がはまり込んでおり、しかしその整った顔立ちの中では、それなりに一つのアクセントとして調和している。背も低く、まだその外見年ねん齢れいは十代の前半くらいにも見えるが、もう、確かに「美少女」と呼んでも差し支えの無いレベルに達していると言えるだろう。

　この少女の名は、紅くれない、由宇。四ヶ月前からの同居人であり、半年前、地球に落下してきた『欠片かけら』であり、そして、生まれたての『人間』でも、ある。

　その身を包む服装は、でっかいボタンで真ん中を留める構造の黒いパジャマ上着と、同じく揃そろいのパジャマズボン……って

「おい、お前、」

　透は、寝ね間ま着きの少女に向かって、言った。

「そんな姿で、何を」

　この少女の部屋は、隣となり。この家には『離はなれ』が二部屋あり、その一つが自分の部屋、もう一つが少女の部屋だ。一応、そういうことになっている。同居という形にはなっているが、それなりに、けじめはつけている。という訳で、

「あのな、ちゃんと、着き替がえてから……」

「透！」

　少女はしかし、言葉を最後まで聞かず、部屋の中に踏ふみ込んだ。

「うわ！」

　思わず叫んで、透は布団から半身を起こした姿勢のまま、反射的に身構える。

「なっ……」

　身の危険に近いモノを覚えつつ身構えるその目の前、すぐ近く、布団の横へと、少女はそのままどかっと座り込んだ。

「……何っ」

　引きつった声を出して、透は身を仰のけ反ぞらせた。この少女は、まだ大人の色気とか、そういったものにはちょっと早いが、

「せ……」

「せ？」

　すぐ近くにある、少女の顔。パジャマを着てすぐ近くに、布団の横に座り、そしてこっちを真っ直ぐ見つめてくる少女の視線──から、思わず、目をそらす。

　そう……こいつは、時々、こういう、とても無防備というか、そんな行こう為いを、自覚なく。

「背中……！」

　そんな、こちらの動転には勿もち論ろん気付かず、少女は座ったまま、悲鳴のように呻うめいた。

「背中？」

「背中が……」

　背中が、どうした。

「いた……う！」

『いたい』の『た』で顔を顰しかめ、辛つらそうに息を吐はく。そしてその顰めた勢いで、まるで元気のいいコマみたいにその場で１８０度くるっと回転、こちらに背を向け、座り込む。

「い…………痛い！」

　口に出した事で、更さらにそれを意識してしまったらしい。少女は、悲鳴のように叫さけんだ。

「背中全体が……痛いんだ！」

　叫んだそのまま、思い切るように前から肩かた越ごしに腕うでを背中に伸のばし、パジャマ上着背後の裾すそを器用に両手で掴つかんで、

「お、おい……」

　一気に、持ち上げる。背中をネコのように丸めて両りよ肘うひじでパジャマの前を押おさえ、こちらに背中だけを晒さらす格好。

「こ……この痛みはっ……」

　その丸まった姿勢のまま、また、苦しげに息を吐いた。

「この痛みは、尋じん常じようじゃないっ。患かん部ぶを視し診しんしろっ透っ」

「し、視診って」

　寝ね起おきの翳み目を瞬まばたきして、照準を合わせる。目の前、布団の上で、丸くなった少女が背中を晒している。いや、別に、大した煩ぼん悩のうは無いんだけど、ちょっと、何か、アレだなあ。そんな事を考えつつ、少女の『患部』を、背中を、まじまじと見つめる。

　少女の背中は、日にこんがりと焼け、褐かつ色しよく……というより、殆ほとんど真っ黒に近い色へと変化している。一昨日、八月十三日まで、自分たちは海へと旅行していた。この少女は、サンオイルをちゃんと塗ぬっていた……灯あか璃りが塗っていた筈はずなんだが、背中には大して塗らなかったらしい。焦こげつきまくっている。本当一体、どこに塗ってたんだ。全く。

「背中っ…………！」

　呻く少女の背中、その焼やけ焦げた皮ひ膚ふのそこここに、小さな破れ目が入っている。

　皺しわのような、剥はがれかけた薄うす皮かわのような……

「背中が……背中の皮膚が……おかしい！」

　ああ…………なるほど。震ふるえる少女の後ろで、透は、軽く、納得した。

「痛……痛いんだ！　……全体がっ！」

　日に焼けた少女は、もう一度、さっきより切せつ迫ぱくした調子で、繰くり返した。

「痛い！」

　背中を外気に晒した事で、さらに『痛み』が強くなったらしい。

　正確には、それは『痛み』じゃない。悲鳴を聞きながら、無言で思う。

『痒かゆみ』だ。

「さっき、朝のシャワーを浴びていた最中に、突とつ然ぜん、発はつ症しようした！」

　発症って、そんな、大げさな。単に、日焼けした背中の皮が剥むけかかっていて、それで痒いだけだ。夜の間に新しい皮膚が出来て準備が整い、そして、シャワーで血行がよくなって身体が目覚め、一気に痒くなったんだろう。

「透、お前、この症状について、何か知識は無いか！」

　そして、この少女は、その初体験の猛もう烈れつな痒みを、痛みと勘かん違ちがいしてるんだ。

「私の個人的意見としてはだ、或あるいはこれは何らかの身体固有アレルギーによる身体表皮の炎えんし症よう反応では無いかと」

　どこの医学書を読んだ。一体。

　こいつは、この少女は、知能はそれなりに高いが、圧あつ倒とう的てきに経験が足りていない。

　ヒトの身体に、ヒトの感覚に、ヒトの生活に、まだ、全然慣れていない。

　だから、たまに、こういう頓とん珍ちん漢かんな発想をする。

「おい、ボーっとするな、透！」

　少女は、丸まったまま、切せつ羽ぱ詰つまった声で、非難するように叫んだ。

「ヒトの関節構造上、私自身には直接視診は不可能だ。お前の目から見て、患部は」

「え──……っ、と」

「おい、呑のん気きに呟つぶやいている場合かっ」

　透は少女の叫びに関せず、人差し指を立てた。

「一刻も早く対処しないと……」

　人差し指の爪つめで、そっと、少女の背中に触ふれる。

「私が、私の身体が」

　そのまま、指先に力を込め、爪を、一気に、下へ、

「身体……」



　がりっ



「身体……っきゃううっ！」

　一いつ瞬しゆんの衝しよ撃うげきに、少女はのけぞって悲鳴を上げた。瞬時に元の姿勢に、猫ねこ背ぜに両手で背中のパジャマを捲まくり上げた状態に戻もどり、

　そして、今、自分の喉のどから出た声に戸と惑まどうように、肩越しに振ふり返る。

「なっ」

　そのツリ目を激しく瞬きさせ、こっちを見つめる。

「な、今……」

「それは、痛いんじゃない」

　もう一回。少女の背中に、指で触れる。

「っ！　……」

　少女の身体が、小さな電でん撃げきを食らったように、ビクッと動いた。

「……あぁ……っ！」

　そのまま、そっと、爪を立てる。

「あっ……それ……爪っ……さっき、の…………っ！　あぅ」

「それは、新しん陳ちん代たい謝しやだよ」

「ぅ……し、しんちんたい……？」

「海で日に焼けた皮膚が、破けて、剥がれかけてる」

　こいつの身体はまだ若くて、だから、新陳代謝も激しい。だから、こういう事になる。

「皮が剥がれかけて、痒くなってる」

　立てた爪を、そっと、背中から離はなす。

「あ…………は、っ」

　少女は、息を吐はいた。

「は、離れ、た…………っ。爪がっ……さっきのが……っっ」

　失望のように、呻うめく。うわ。なんか、これは。

「ぁあ…………う」

　うつろな声で、湿しめったため息。

「はぁ……あぁ……」

　なんか、これは、その、ちょっと、楽しそう、と言うか。

　その小さな背中、剥はがれかけた背中一面の皮ひ膚ふを、人差し指の腹で、突つっついてみる。

「あ！　……あぅ！　や……あっ！　おい、やめ……や……あ！　あうっ！」

　触れるたびに、好反応。うわ。これは、その、

「あ！　……あ！　……い、いや、それは…………余計に、痒……あ！　……っ、あ！

や……止め……あ！　こっ……擦……擦る、な！　あ、……あっ！　あ！　……あぅ！」

　面白いというか、あの、ええと。

「あ！　や！　やぁ……や……なっ……撫なでるな……！　っ！　あぁ…………ぁ…………

……っ！　は……弄いじる……な……っや！　あ！　……く……きゅぅ……う！　うっ！」

　いや、深く考えるのは、止めとこう。うん。

「ごめん」

　謝って、右手の指五本の爪を、少女の背中に立てる。

「じゃあ、真面目にやる」

「は…………あ……………………あ、あっ！」

　声に、熱が籠こもった。あ。何か、知らんけど、凄すごく、可愛かわいいぞ。これは。

　なんか、これは、その、もう少し、いぢってみたくなるというか。

　その、ちょっとくらい、普ふ段だんの仕返ししても、罰ばちは当たらんような。

「…………はっ……早く…………っ　早くしろっ！」

「分かってるって。それじゃあ……」

「グズグズするなっ！　早くっ！」

　はい、今日も、この子は偉えらそうです。じゃちょっと、こっちも本気出しますよ。本当に。

「これから……」

　低い声で、宣告。

「さっきみたいに……やるから」

「さ……さっきみたいに……」

「そう」

「……っ………………はっ」

「いや、さっきは人差し指だけだったけど、左手も出して十本でやる。……十倍な」

「じ…………」

　少女の喉のどが、動いた。

「十倍……っ！」

「そう」

「…………は、ぁは…………」

「十倍」

「っ！　…………っ………………あ」

「さっきのの、十倍の感覚」

「あ！　あ！　……ぁあ……………………そんな……ぁっ…………」

　目を閉じ、身体を震ふるわせる。感覚を回想して、リアルに想像しているらしい。

「勿もち論ろん、さっきとは違ちがって、途とち中ゆうでやめないぞ。終わるまでノンストップで」

「！　お、おい！　そんな事っ！　誰が、そんな無茶な事をしろと！」

「じゃあ、始めるから。あと、十秒で」

「十秒？　ちょっと待て！　お前、私の話を聞け！」

「十、九、」

「待て！　まだ、話は終わってないぞ！　おい！」

「八──」

「ま、まだ、は、話は！　終わって……なっ！」

「七────」

「お、終わってないっ！　……終わって、ない…………って、」

「六──────」

「……っ、言ってる…………のに……言ってるのにっ！」

「五────────」

「言ってる……のにっ……ぁ……そんなぁ…………」

「四──────────」

「それは……そんなのは……駄だ目めだ…………そんな……駄目……駄目なの……」

「さ────────、」

「言ってる……のに………………あ…………言ってる……のに……来るの……」

「ん─────────────────。」

「！　な、長くっ！　長く、なって……る！」

「に──────────────────────────────」

「い…………いや……っ…………早く……早くっ……お願……早く…………」

「──────────────い。──────────────」

「さっきの、さっきのを……っ……私…………私…………」

「──────────い───────────────」

「は…………早く、お願い……っ…………由宇は……い…………言う事………………」

「────────────────────ち──────────」

「由宇……い……言…………言う事……聞…………聞き……聞きま………………す……

……あ！　あ！　……ぁっ！　……ぁ……はぁっ……ぁはっ……はは……あはは……」

「───────────────────────────────────ゼロ！」



「そう言えば」

　台所、流しの蛇じや口ぐちをひねりながら、透は言った。

　左ひだ頬りほおがひりひりする。確認はしていないが多分、派手な赤色のモミジが……平手打ちの跡あとが、残っているだろう。調子に乗りすぎるのは、よくないな、うん。

　頷うなずきながら、炊すい飯はん器きの内うち釜がまに水を入れ、米を洗う。

　すぐに真っ白になったとぎ汁じるを捨て、再び、水を入れる。

「そう言えばさ、由宇」

「なんだ」

　背後、食堂の椅い子すに座る由宇は、地を這はうような低い声で、聞き返してきた。

　あ、まだ、ちょっと怒おこってる。

「今日は、八月十五日、だからさ……

　明日の登校日を含ふくめて、あと、十七日間しか、ないんだよ」

「何が」

　怒ってる。心の狭せまいヤツ。ちょっとした冗じよ談うだんなのに。掻かけって言うから掻いたのに。

「ええと」

　再び、とぎ汁を捨てる。さっきより透とう明めい度どが上がった白い水が、排はい水すい溝こうへと消えてゆく。

「新学期まで…………さ」

「ああ」

　納得したような調子と共に、声が、真っ直すぐになった。こっちを向いたらしい。

「そうだな。確かに」

　海旅行が終わり、土産の饅まん頭じゆうも早々に全ぜん滅めつし、日焼けの皮ひ膚ふも剥はがれ落おち……

「あと……十七日か」

　九月が、もう、目の前だ。九月一日。あんまり嬉うれしくも無い、その日。

　だが、今年の九月一日は、それなりに、大切な日だったりする。

　今年の、九月一日は、この少女が、由宇が、初めて、学校へ行く日だ。

「学校へ、行くんだな、私は」

　この少女は、これまで、学校へ行ったことがない。

「そうだよ。お前は、学校へ行くんだ」

　とぎ汁を捨て、新しい水を注ぎ込む。内釜に入っている米は、確か三合。記された目盛りを見て、きっちりと水を調節。

　横に置いておいた『かやくご飯の素』の封ふうを切って、ペースト状の中身を内釜にあけ、軽くかき混ぜて沈ちん殿でんさせ、炊飯器のフタを閉じる。

「九月一日までに……あと十七日で、用意しないと」

　炊飯器のデジタル画面に表示される「60」の文字を横目で確認しつつ、透は冷蔵庫の上に手を伸のばした。冷蔵庫の上には、マガジンラックがある。電化製品保証書、チラシ、割引券。そんな感じの、『なんか、取っておいた方がよさそうなもの』を、とりあえず突っ込んでおく『なんとなくスペース』の、マガジンラック。

　そこから、一冊の小冊子を取り出し、少女の方へ振ふり返る。

「これさ、ちょっと前、水着買いに行った時に取っといた、パンフレットなんだけど」

　全ページカラーの、カラフルな小冊子。各ページに、様々な商品が載のっている。

「通学鞄かばんな」

「む」

「ええ……っと」

　小冊子のページを、めくってゆく。

「今って、結構色々なカラーのやつが発売されてんだけど」

「色々なカラー？」

　由宇は、座ったまま、不ふ審しんそうな顔をした。

「そんな物があるのか。私が見たところ、せいぜい黒色だけで」

「うん。基本は、黒と赤だよな。男の子が黒で、女の子が赤だ」

「ん？　灯璃は、確か黒い鞄を持っていたが」

　灯璃というのは、十葉高校二年生の、女子生徒。つまり、クラスメイトだ。部活も同じで、海旅行へも、一いつ緒しよに行った。

「灯璃は高校生だろ。彼女も、五年前はちゃんと赤いの使ってたよ」

「昔？」

「そう、ええと、灯璃は今十七歳さいだから……五年前か。うん」

　目的のページが、見つかった。

　見開きいっぱいに、様々な種類の通学鞄が紹しよ介うかいされている。

「まあ、お前も、これは数年しか使わないんだし、あんまり高いのも……」

「おい」

　由宇は椅子から立ち上がり、静かに声を出した。

「お前、さっきから、何を言っているのだ」

「え？　ああ」

　透は、小冊子の『そのページ』を、少女の前にかざした。

「いや、ほら。通学鞄を」

　ランドセル。

「学校へ行くには、まず、これが」

「………………………………」

　小学生用の通学鞄、赤と黒のランドセルが並んだ、カラーページの前で、

　由宇の目が、静かに吊りあがってゆく。

「お前……私を、何だと、」

「へ」

　言われて、つい、その姿を、まじまじと見つめる。

「…………」

　ええと……背もそのくらいだし、その、体つきの方も……まあ……

「……いるだろ。鞄」

「ええい！」

　少女は蹴けり倒たおすような勢いで椅い子すから立ち上がり、どかどかと足音を鳴らして近寄ってきた。冷蔵庫の横に立つこちらを「どけ」とばかりに手で押おしのけ、同じく、冷蔵庫の上のマガジンラックに、手を……って、

　届かない。背が、足りない。

　ほら、やっぱり。

「子供……」

「うるさい！」

　伸ばした手の言い訳をするようにそのまま指差しの形にし、また偉えらそうに宣言。

「取れ！　とっとと！」

　その指の先、指し示されたのは、茶色の封ふう筒とうだ。

「はいはい」

　言われるまま手を伸のばして、封筒を取り、中を覗のぞき込む。

　封筒の中には、Ｂ５サイズの紙が一枚、入っていた。

「よく見ろ。その書類を」

　言われるまま、封筒の中から紙を取り出し、よく見る。

　黄緑色のＢ５サイズ紙左上に、『本人名』と記き載さいされた欄らんがあり、その下に、

『紅　由宇』と、記されている。この少女の、名前。

「これは……」

「先日、貰もらったものだ。忘れた訳では、無いだろう」

「いや、勿もち論ろん、忘れてないけど」

　そう、忘れている訳がない。

　この書類は、十葉市の住民票。『紅　由宇』という人間が、ここに存在しているという証。この少女の、戸こ籍せきの証明書だ。

　この『欠片かけら』である少女は、半年前に、地球に降ってきた。当然の事ながら、人間の戸籍なんか、持っていなかった。最近になって、やっと、あの『欠片同盟』の一員の女の人……栗くり林ばや浅しあ黄さぎさんに都合してもらって、どうにか、手に入れたのだ。

「ほら、確認してみろ」

　少女は、『名前』の横の欄を指差した。『生年月日』。

『紅　由宇』の誕生日は、三月の二十八日。生まれ年は……十五年前。

「私は、十五歳だぞ」

　書類の下で、由宇は、胸を張った。

「高校一年生だ。愛あい華かと、同い年だ」

「愛華と……」

　その名前と共に、顔が浮うかび上がってくる。愛華、式しき津づ愛華。最近知り合った女の子。神奈川県十葉市立高等学校の、一年生。自分より一個下の、後こう輩はいだ。

「はあ…………」

　透は、目の前の住民票と、少女の姿を、見比べた。

「十五歳、なあ……」

「何だ、その目は」

「いや、」

「言いたい事があるなら、はっきり言え」

「どう見ても、二つ三つ、下だと」

「うるさいっ！」

「お前が言えって言ったんだろうが」

　まあ『設定年ねん齢れい』なんだから、仕方ないけど。住民票を封筒に戻もどしながら、透は思った。

　この戸籍は、『紅　由宇』の名は、正式に、出生届と共に、作られたものじゃない。

　半年前、二月十二日に地球に降ってきた隕いん石せきは、墜つい落らく地点の集合住宅を粉々に粉ふん砕さいし、多数の死者と、そして、その何倍もの『行方不明者』を作り出した。

『行方不明者』は、現在も『行方不明者』のままなわけだが、だが、事故から半年が経過した今となっては、ぶっちゃけて言うと、その『行方不明者』の実態は、ただ『死体が見つかっていないだけ』という状態だ。

　家族丸ごと吹ふき飛とばされ、そして『行方不明』になった、数百人の人々。『欠片同盟』の面々は、手に入れた国家権力の片へん鱗りんを使って、その宙に浮いた戸籍の中から、身寄りの無い者のをいくつか手に入れてキープし、流用する事で、自分の身分を作っている。浅黄さんに譲ゆずってもらったのは、その『身寄りのない行方不明者戸籍』の、一つ。

　つまり、この少女の社会的な立場は、『欠片同盟』の面々と同じく、『隕いん石せき墜つい落らく事故で行方不明となり、そして、最近発見された人間』という事に、なっている。

　という訳で、その『設定年齢』と、『実際年齢』は、どうしても、多少の誤差が……

「誤差など、無い」

　少女は、断言した。

「私は、十五歳さいだ」

「はいはい」

　透は、頷うなずきながら、住民票を封筒にしまった。

　マガジンラックの元の位置に、封筒を突っ込んで……

　その姿勢のまま、固まって、少し、考える。

　十五歳……か。

「十五歳だ」

　会話のとどめのように断言し、少女は、炊すい飯はん器きのデジタル数字に視線を送った。

「あと、十分だぞ。もうすぐ昼食が出来る。準備しよう」

　言いつつ、冷蔵庫を開け、瓶びんを取り出す。「岩いわ海の苔り」とラベルが貼はられ、きっちりと蓋ふたが閉まっている、未み開かい封ふうの瓶びん詰づめ。

　少女はそのまま、瓶の蓋に指を添そえ、軽く、指を動かした。

　小さな指の先で、パキッ、と、音がする。

　固いはずの瓶の蓋は、たったそれだけで、あっさりと、開いた。

「……………………」

　蓋を置き、そのまま、瓶の中を覗のぞき込もうとして……こちらの視線に、気付いた。

「……どうした？　透。なぜ、私の顔を見ている？」

「いや……」

　マガジンラックに手を伸のばした姿勢のまま、目を逸そらしつつ、口に出さない、不安。

　…………今いま更さら……だけど。今になって、こんな事を言うのも、何だけど。

　こいつ……学校なんか行って、本当に、大だい丈じよ夫うぶなんだろうか？

　こいつの身体は、『宝石』によって、『人間離ばなれした力』を、有している。

　こいつは、生まれた時から、『人間離れした力』を、持っている。ごく、普ふ通つうに。

　それって……ちゃんと、学生生活を、送れるんだろうか？

　こいつは……皆みなの中で、生きられるんだろうか？

　ぴーっ！　という、炊飯器の音が、透の思考を断ち切った。

「あ、いや、別に」

　断ち切られたついでに、軽く首を振ふって、そのまま思考の塊かたまりを投とう棄きする。

　つまらない事を考えるのは、やめよう。

　そう、学校へ行くんだ。こいつは。子供は、学校へ行く。この国では、それが普通だ。

（だけど……この、『人間離れした力』は……）

　炊飯器のフタに手を伸ばしつつ、透は考える。

　……愛華や灯璃は、どうしているんだろう？　彼女たちも、『宝石』の力をその身に宿した人間、『破片』だ。人間の身で、『人間離れした力』を、持っている。

　体力テストとか、体育の授業とか、どうしているんだろう？

　何か……『人間離れした力』を制限・制せい御ぎよする、いい方法が、あるのだろうか？

　一度、それとなく相談してみるのも、いいかもしれない。締しめくくりのように思い、透は炊飯器のフタを開けた。中から、いい匂においの水蒸気がぶわっと湧わき上がる。

「おお」

　由宇の声が、すぐ後ろで聞こえた。

「出来ているな」

「ちょっと待て！」

　さっそく手を伸ばしてくるその手を遮さえぎり、しゃもじでご飯の中心を掬すくい取とって、仏間お供え用の容器に入れる。形を整え、お供え完成。食べる前に、仏間へと運ぶ。

「なぜ、そんな事をしているのだ？」

　仏間へと移動する後ろから、付いて来ていた由宇が質問した。

「ご飯がもったいないぞ」

「まあ……そりゃ、そうなんだけど」

　仏ぶつ壇だんの前にお供えを置き、鐘かねを鳴らす。ちーん、という澄すんだ音が、広くもない仏間に余よ韻いんを残す。

「今日は、お盆ぼんだし」

　お盆は、死者の魂たましいが、家へと帰ってくる日だ。透は、確認した。

　帰ってきている魂は、家族の魂だ。この家の持ち主だった、祖父の魂と……

　そして、一年半前に死んだ、両親と、妹。

　初はつ盆ぼんは去年に終わり、三回かい忌きは来年の四月。今年の盆は、法事がない。

「あ……お盆といえば」

　灯璃は、昨日から、初盆だっけ。仏間を後ろにしながら、思い出す。

　……灯璃も、自分と同じような境きよ遇うぐうだ。ある日突とつ然ぜん、家族を失った。今年の、二月に。あの隕いん石せきでの、数千人の犠ぎ牲せい者しや。その中には、灯璃の家族も、混じっている。

「…………」

　居間を横切って台所へと戻もどり、炊すい飯はん器きを食堂の机に置いて、食事の準備。

　……という訳で、灯璃は今、十葉にいない。海旅行直後から、親しん戚せきの家へ行っている。そこで初盆の法事をし、そのまま暫しばらく向こうにいるらしい。帰ってくるのは、８月下旬だとか。

　つまり……暫くの間、灯璃の顔は、見れないわけで……

　戸と棚だなから茶ちや碗わんを出しながら、何とはなし、少し、考える。

　心持ち、ちょっと、寂さびしいような……

「何を、考えている」

「あ、いや」

　食堂の椅い子すを引きつつ、透は我に返った。

　目の前で、椅子に座った由宇が、微びみ妙ような表情をしていた。

「何でもない。……うん」

　向かいの椅子に座りつつ、目の前の少女に向かって、返事する。

「……とりあえず、さ。お前の、学校の件だけど」

　そう、今は、目の前の事を考えよう。あと、十七日しか、無いんだから。

「この戸こ籍せきだと、十五歳さい、高校一年生なんだけど」

「うむ」

　目の前の少女は、何故か、やけに満足げに頷うなずいた。

「ええと…………」

　学校へ、行く。言っては、みたものの……

　まず、どの辺から手をつければいいのやら。

「まず」

　透は、立ち上がった。立ち上がって、マガジンラックから、一冊のノートを引っ張り出す。赤い表紙の、大学ノート。一学期の授業での、使い残しの一冊だ。

　後ろの引き出しからマジックペンとシャーペンを取り出し、まず、マジックペンで表紙に『由宇の学校について』と、大きく記入。シャーペンに持もち替かえ、一ページ目を開く。

「必要なのは……」

　とりあえず、一から、考えてみよう。まだ未成年だから分からない、なんて言ってられない。この家には、未成年しか、いないんだから。ええと、学校ってのは、

『　入学手続きをした上で、』『　授業の用意をして、』『　本人が通う。』

　こんな感じか。一ページ目に、三つの項こう目もくを、まず記入。

　このうち……『』の『本人』は、もう、ここにいる。戸籍を持って、ここにいる。

「だから……まず、『』は、完かん了りようっと」

『』の項目を、丸ごとマルで囲む。

「そして……」

　シャーペンの先を、ノートの上で移動させる。『』の、入学手続き。これが、何よりもややこしい。高校ってのは、義務教育じゃない。基本的にこっちから入学願いをしないと、向こうからは、何もしてくれない。

　自分の入学の時は……まだ、両親がいたし、転校の時は、叔お父じさんが、全てやってくれたから、この辺の手続きは、実の所、全く、分からない。

「まあ、明日は登校日だし…………」

『』の上に、小さなチェック印。保留。明日、学校へ行けば、先生はいる。部長もいる。知ってそうな人に聞いてまわれば、何とかなるだろう。

「で」

『』。授業の用意。シャーペンを、『』の項目の下に、移動させる。

　学校へ行くのに、要る物は……ええと

　制服、教科書、鞄かばん。とりあえず、こんな所か。空白に、記入。

　記入したノートを閉じて脇わきにどけ、透は、由宇に向けて、頷いた。

「昼飯食ったらさ、まず、制服と鞄と教科書、買いに行こう」

　うん。炊飯器からご飯をよそいつつ、自分の言葉に頷く。とにかく、たった十七日しかないんだ。分からないなりに、やれる事から、どんどんやっていかないと。

「ん？」

　由宇は、間を取るように、自分の茶碗にご飯をよそった。山盛り。

「制服と鞄は駅前デパートの取とりあ扱つか店いてん、教科書は、近くの本屋で売ってるんだ。おれも、そこで買った。取り寄せで時間かかるから、少しでも早く注文しないと」

「…………ふむ」

　少女は、山盛りのご飯を片手に、片手で炊飯器のフタを閉じ、振ふり返った。

「……お盆ぼんの間は、家で引きこもるとか、言っていなかったか。以前」

「ああ」

「何だか、死んだものの魂たましいが還かえるとか、そういう迷信を」

「…………うん」

　ご飯茶碗を机の上に置き、椅子に座りつつ、努めてさり気なく、透は言った。

「……ま、昨日は一日、家にいたし……」

「…………」

「今日は、仕方、ないだろ。うん」

「そうか」

　由宇が、前に座った。その姿を見つつ、言葉を続ける。

「多分、大だい丈じよ夫うぶ」

「何がだ。意味が分からん」

「いや、別に、大した意味なんか……いただきます」

　言って、箸はしを手に取った、その瞬しゆ間んかん、

　家の中に、じりりりりりん、という、ベルが鳴り響ひびいた。

「え」

　小さく言って、箸を置き直す。じりりりりりりりん。聞きなれない、呼び出し音。

　携けい帯たい電話でもなく、インターホンでもない。

「家の電話だぞ」

　早くもご飯を掻かき込みつつ、由宇が呟つぶやいた。

「あ」

　気付いて、椅い子すから立ち上がる。じりりりりりりりん。この音は、そう、家にある、固定電話だ。滅めつ多たに鳴らないから、存在を忘れていた。携帯電話があるから、普ふ段だんは使わない。実際、これを使ったのは、ここに引ひっ越こしてきて半年間、数えるほどの回数しかない。

　……前に、これが鳴ったのは。電話に向かって足を進めながら、何となく、思い出す。前に、これが鳴ったのは、半月前だ。八月の、一日。

　あの時は……この電話が鳴って、そして、取ったら……

　あの男が…………卑ひ口ぐちが……

　いや。

　湧わき上がってくるような黒い記き憶おくの糸を、無理やり断ち切る。止めだ止めだ。あの話は、もう、終わった。今いま更さら、思い出さなくていい。こんな事。そう、終わった筈はずだ。

　透は、受話器を取った。

「…………もしもし？」

　受話器を、耳に押おし付ける。受話器の向こうから、男が、名乗った。

「……灰はい人と…………さん？」



「制服が届くのは、八月の三十日になります」

　駅前デパート服ふく飾しよ店くてんの店員おねーさんは、カウンターに張られたカレンダーを示しつつ、艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「何とか、新学期には間に合わせますから。すいませんね」

「いえいえ」

　微笑みに向かって愛想笑いを返しながら、透は財布を開けた。代金を支し払はらい、注文書に判子を押して貰もらう。『八月三十日受け取り』の横に、『領収済』の赤文字が、追加された。

「しかし……」

　おつりと、注文書の控ひかえを受け取りつつ横を向いて、立つ少女の姿を再確認。

「よく、合うサイズがあったもんだな」

「まだ言うか。お前は」

　赤あか髪がみの少女は、頬ほおを膨ふくらませ、抗こう議ぎのように腰こしに両手を当てた。

　…………子供っぽい。つくづく、思う。口には、出さないけど。

　やっぱり、どちらかと言うと、奥おくにぶら下がっている小さめのえんじ色制服、小学生用の女子制服の方が、ぴったりなような……

「うーん」

「何だ！」

　仁王立ちの少女を、頭の中で、奥の制服に着きせ替かえてみる。

　この姿に、あの制服と、そして、赤いランドセル、か……

「なかなか、似合う」

「何が！」

「いや」

　いや、もう言うまい。目を逸そらし、手元の注文書を見る。そう、もう、注文したんだ。高校生の制服が、この身体に……と。

　と、そこまで考えて、ふと、思いつく。

「お前……」

　注文書から、少女に、ゆっくりと視線を移す。

「……身長、サバ読んでないだろうな」

　仁王立ちのまま、少女は、ぴくっ、と、身を強張らせた。

「……」

「読んでないよ、な」

「……………………………………………………ない」

　なんで、そんなに間を空ける。

「………………読んで、ないよな」

「五センチ誤ご魔ま化かしたりなど、していないぞ」

「そうか」

　呟つぶやいて、店の奥の試着室を指し示す。

「測って来い」



    

  
    
      「何を言うかっ私はちゃんと百四十センチオーバーでっ」

「すいません。お願いします。あの、この子の身長計測、一回」

「だから、私はっ」

「……前の時より、伸のびてるかもしれないから。本当に、それ位、あるかもしれないから。……測って来い」

「『本当に』とは、どういう事だっ。私は、別に、」

「頑がん張ばって来いよー」

　店員に手を引かれて消えていく、その後ろ姿に、無表情に手を振ふる。

　今日の彼女の服装は、オレンジのＴシャツに薄うす黄色の半はん袖そでの上着、ピンク色のフレアースカートに膝ひざ上うえのニーソックス。結構、似合っている。昼食を食べた後、身支度に半時間くらいかけた甲か斐いが、どうやらあったようだ。本人の基本容姿レベルが高いせいもあって、テレビに出てくるローティーンアイドルみたいで……

　…………。

　高校の制服、似合うのだろうか。

　そんな事を考えつつ、透は、店の前、通路のベンチに腰こし掛かけた。

　ここは十葉駅前デパートの二階、服ふく飾しよ店くてん。お盆ぼんという事で、周囲にはそれなりに人通りも多い。広い廊ろう下かを、座った目の前を、たくさんの人々が、横切ってゆく。

　膝ひざに頬ほお杖づえを突きながら、瞳ひとみだけを動かして、廊下の上にかけられた時計を見上げ、時刻を確認。現在時刻、午後三時、二分。

　一人、座りながら……さっきの電話の内容を、思い出す。

「あと……」

　さっきの電話の相手、訃ふ山ざん院いん灰人との、約束の時間は、午後四時。

「一時間、か」



　電話の向こうの男の声は、声変わりしていない少年のような、高い声だった。

「ちょっと、頼たのみがあるんだよ。氷見、透くん」

「断ります」

　と即そく座ざに電話を切ろうとして、何とか思いとどまる。訃山院灰人。名前は、聞いた事がある。夏の旅行の時、愛華に聞いた名前。……『欠片かけら同盟』の、一員。

　つまり……今、この受話器の向こうにいる男……少年は、栗林浅黄さんの、同どう僚りようだ。

という訳で、こっちも、あんまり不義理な事は、出来ない訳で……

「いや、そんなに硬くならなくてもいーよ。大した話じゃないし」

　ああ不義理な事をしたい。

「ちょっと、問題が発生してさ。『敵』が、出てきたんで、ちょっと」

　このまま電話を切りたい。

「で、君たち、『一いつ般ぱん市民』の、善意の協力が、必要になったんだ」

　自分達は……受話器を耳に当てつつ、わざと嫌いやな顔を作って、透は確認する。

　自分と、由宇は、『破片』と『欠片』ではあるが、『対策室』には、属していない。

　将来の事は分からないが、今は、そんな立場だ。

　正直、あまり褒ほめられた立場ではないのだろうけど、でも、少なくとも、こちらが大きな問題を起こさない限りは、向こうも大目に見てくれているようで……この辺の事情も、今、電話を切れない原因の一つであったりする。

「こっちとしてもさ、あんまり『一般警察』の力、借りたくないんだよ。借りを作りたくないって言うか、さ。ほら、今、結構大事な時期だから。ぼくら。

　だから、一般人へ向けての個人的なお願い、って事で」

「何ですか？」

「タメ口でいーよ。礼れい儀ぎとかめんどいし」

「何だよ？」

「あのさ、」

　少年は、同じ調子で、言葉を続ける。

「愛華ちゃんと、同居して欲しいんだ。暫しばらくの間」

「はあそうですか」

「愛華ちゃんと、一つ屋根の下で、過ごしてほしいんだ」

「なるほどねえ」

「愛華ちゃんを、君の家に、引き取って欲しいんだ」

「…………は？」

　やっと、脳に情報が染み込んできた。

「あの？」

　何を言ってるんだ。こいつは。

　受話器に向かって、受話器の向こうの相手に向かって、真意を質ただす。

　愛華は、女の子だ。高一の、女の子。そして、おれは、

「何を」

「あ……協力費？　勿もち論ろん、出すよ。ぼくらの、個人的なへそくりから、さ。

　百万くらいでいい？　それとも五百万とかいる？　まあ、大して変わらないけどさ。

　なんせ高校へ通うんだから、思い切って一千万ってのも、いいかも、ね。

　あ……そうだ。彼女の『制限回路』も、自由に使っちゃっていいよ。力の制せい御ぎよとか、必要だろ？　高校へ行くなら、その辺、キッチリしないと、ね」

「何を、言って」

「オマケも、つけるよ。『蒼いヤツ』ね。男一人に、女の子が三人か。うん。大変だよね。

……いや、こっちとしても、済まないなーとは、思ってるんだけどさ」

　灰人は、わざとらしく、真面目な声を出した。

「……詳くわしい事は、会って、話そう」



（はあ……）

　デパート廊下の上にかけられた時計から目を離はなし、頬杖をやめて、透は息をついた。もうすぐ、約束の時間だ。灰人との、約束の時間。

　……何だか分からないけど、いや、本当に、根こん拠きよのない、ただの直感だけど。

　ろくでもない事になりそうな気が、する。

　一体、何を、言い出すんだろう。あの少年……は。

「ああもう」

　口に出して、呟つぶやき、背筋を伸のばす。うん。余計な事を色々考えても、仕方ない。

　今日は、由宇の制服と教科書を注文しに来た。それだけだ。ただちょっとそのついでに、少し話をするだけだ。それだけだ。うん。

　思って、背筋を伸ばしついでに、ベンチに座ったまま、天てん井じようを見上げ……

（ん…………？）

　見上げた、その姿勢で固まる。

　今、視線を移動させた、その一いつ瞬しゆん、視界の片かた隅すみに、何か……

　なぜだか、「引っかかるモノ」が、映った。

　天井を向いたまま、少し考え、そして、視線を前に戻もどす。

　目の前の風景は、当然、デパートだ。中央エスカレーターと、それを取り囲む通路。

　通路に隣りん接せつして、色々な店てん舗ぽが並んでいる。通路の行き止まりには、エレベーターがある。クリーム色の壁かべ紙がみが貼られた店内は清潔に保たれ、過かじ剰ようなほど明るい。このベンチに座り始めて半時間ほど経過したが、人通りは、むしろ、増え始めている。お盆ぼんという事で、親しん戚せき一同なのか、大人数で来ている家族連れもいる。勿論、友達連れで来ている者や、一人で来ている者も、いつもより多く……

　その、一人。

　通路の行き止まり、エレベーターを背にして、男が一人、行ぎよ儀うぎ悪く座り込んでいる。

　高校生くらいの男。悪あく趣しゆ味みなバンダナをつけた、太った男。

（…………？）

　鎖くさりが不必要にジャラジャラしている黒のズボンと、気色悪い髑髏されこうべが印刷されたＴシャツ。革の上着。その姿が、記き憶おくのどこかに、引っかかる。

　……何だっけ？　いや、誰だっけ？　どこかで、見た……いや、会ったような…………

　考えながらの視線の先、エレベーターのボタンが、光った。

　太った男は、周囲を威い嚇かくするように立ち上がったそのまま、必要のないほど大おお袈げ裟さに、まるで蹴けり飛とばすように足を動かして、エレベーターに乗りこんでゆく。

　周囲の客が、避ひ難なんのように、その男の近くからいなくなった。

　あまり、たちのいい人間では、なさそうだ。

　こんな……人間と、おれは、一体、どこで…………関わったっけ？

「おい」

「あ」

　声をかけられ、気がついた。慌あわてて、顔を前に戻す。

　目の前に、由宇が仁王立ちしていた。

「……何を、ぼーっとしている」

「あ…………いや」

　視界の隅すみっこで、エレベーターの扉とびらが、閉まった。

「別に」

　まあ、いいや。軽く思い流す。別に、どうでもいい。

　誰だかは思い出せないが、ぱっと見た感じ、あんまり近づきたくない人種である事は、確かなようだ。近寄りたくないなら、近寄らなければいい。それだけだ。忘れよう。

「採寸、終わったのか」

　透は、ベンチから立ち上がった。

「…………何だか、表情が硬いぞ、透」

　由宇は、問いに答えず、仁王立ちのまま、呟いた。

「え？」

　改めて、少女の顔を見つめる。

　由宇は、真しん剣けんな表情で、こっちを見上げていた。

「嫌いやな事でも、思い出したのか？　嫌なヤツにでも、会ったのか？」

「あ……あ、いや、別に」

「…………」

「ほれ。別に、どうという事は、」

　わざとおどけたように、自分の頬ほおを引っ張って、笑い顔を作る。

「さて、そろそろ四時だ。とっとと用事済ませて、夕飯の材料、買いに行こう」



「そのデブ男は、『タクミ』って、名前だよ」

　向かいの席に座った少年は、あっさりと、言った。

「…………」

　透は無言で、目の前、机の上に置かれた写真を眺ながめる。

　写真には、さっきの男が、エレベーターの前にいた男が、写っている。

「…………」

　透は、無言のまま、唾つばを飲み込んだ。

『喫きつ茶さイレブン』と看板がかかった、狭せまい喫茶店。その一番奥おく、四人がけの席。向かいに灰人、隣となりに由宇が座り、

　そして、机の上には、灰人が取り出した、三枚の写真が、置いてある。一枚に一人、まるで免めん許きよ証しようの証明写真のように、それぞれ人物が写っている。三人の男の写真。

　三枚のうち、中央の男を指差し、訃山院灰人は、重ねて、言った。

「見た事、あるよね。会った事も、あるかな」

　ウェイトレスが、注文の品を持ってきた。ホットケーキとチョコレートパフェ、そして、アイスコーヒー。最後に伝票を中央に置き、そのまま、無言で去ってゆく。

　その足音が離はなれるのを確認したのか、灰人は、また、口を開いた。

「名前は、知らなかったかな」

　その指先の写真には、さっきの、バンダナをつけたデブが、写っている。

　思い出した。そう、思い出した。透は、心の中で繰くり返す。この男は……

「そう、こいつは、卑口の部下」

　言い切る灰人の声が、黒い記憶を、引きずり出してくる。

　卑口は、一年半前、おれの家族を、死なせた男だ。思い出したくもない事を、思い出す。

　そして、こいつは…………この、写真に写っている、デブ男は……

　さっき見た、たちの悪いチンピラは……

　卑口の、部下だった。

　こいつは、卑口の巣で、あのアパートで、卑口に従っていたヤツだ。

　そして…………

　目だけを動かして、残る二枚の写真を、確認する。

　残る二枚の写真に写っているのは、深海魚の瞳ひとみのスキンヘッドと、サルのような小男。

　この二人も、同じだ。また、思い出す。

　この二人も、卑口の、部下だった。卑口と共に、あの廃アパートを根城にしていた。

　なんで、こんなヤツらの顔が、また、おれの前に、

「まあ、順番に、話していくよ」

　灰人は、チョコレートパフェを、自分の前に引き寄せた。

「おいっ。透っ」

　由宇が、ホットケーキに手もつけずに、声を出した。

「もし気分が悪いんなら、こんなヤツとなんか、喋しやべらなくてもっ」

「いや」

　透は、写真から目を離し、灰人の顔を見た。

「大だい丈じよ夫うぶ」

「しかし……」

「いいから。ホットケーキ食ってろ」

「そうだよ。大丈夫だってば」

「何でお前に、透の事が分かるっ！」

「こりゃ失礼……っと」

　灰人は、右手でスプーンを持ち、左手で写真を取った。

「でも、ぼくは悪くないよ。悪いのは、この三人だ」

　そのまま三枚まとめて、自分のズボンのポケットに、直接そのまま突っ込む。

「卑口は半月前に死んで、そして、その話は、終わった」

「ああ」

　ヤツは、死んだ。それだけだ。もう、何もない。

　透は、アイスコーヒーを引き寄せた。

「ヤツの『軍団』も、解散して……その『構成員』の殆ほとんどは、逮たい捕ほされるか、または、完全に、消息不明だ。死んでるだろうね。……で」

　右手のスプーンを、まるで指揮棒のように振ふりつつ、灰人は言葉を続ける。

「この三人が、その残党だ。デブが、さっきも言った、『タクミ』君。

　スキンヘッドと、チビは……ええと、確か、『ナオヤ』と『ユーイチ』。

　……スキンヘッドが『ナオヤ』で、チビが『ユーイチ』……いや、逆だったかな？

　まあいいや。こいつらは、どうでも。……肝かん心じんなのは、この、タクミ君。

　ぼくらの、『敵』となった、この男」

「『敵？』」

　単語を、思わず復唱。この男は、ぼくらの、敵となった。

　この少年の……『欠片かけら同盟』の、『対策室』の、敵。つまり、それは。

「勘かんがいい」

　灰人は、妖あやしい微びし笑ようを浮うかべた。男が微笑ほほえむのに「妖しい」ってのも何だが、この少年の笑いは、まさに、そんな感じだ。

「物事を恐おそれる。ありうる最も悪い可能性を考え出し、過かじ剰ように対処する。ヒトの知性とは、つまり、恐きよ怖うふだ。ヒトの歴史とは、つまり、「余計な事はいい」

　言葉を遮さえぎられた灰人は、子供のように口を尖とがらせた。

「……折角の、キメ台詞ぜりふなんだけど」

「キメ台詞がどうした」

「せめて最後まで聞いてよ」

「時と場合を考えてキメてくれ。もっと寛くつろいだ時とかに一人でゆっくりキメろ」

「浮くじゃないか」

「じゃあ言うな」

「キメる時はキメないと、シリアスにならない」

「話、進める気がないなら、帰るぞ」

「わかったよ。全く、余よ裕ゆうがないね、今日の君は。……そう。君が今、考えた、通りだ」

　灰人は、パフェから目を離はなし、こっちの顔を、正面から見つめた。

　由宇が、机の上に置かれたタバスコの瓶びんを、取った。

「その男、デブのタクミ君は、『白の使徒』に、なった」

　灰人は、断言した。

　由宇は、タバスコの瓶の蓋ふたを、開けた。

「『白い人』に出会って、二回……既すでに、二回……『欠片』を貰もらって、『人間離れした力』を、手に入れた。手に入れて、他の二名を圧あつ倒とうして、ボスになった。そう……」

　灰人は、視線をそのままで、スプーンをパフェに突っ込んだ。

　由宇は、その視線の外側で、タバスコをパフェに振りかけた。

「……卑口と、同じように、ね」

「同じ…………」

「いや、正確には、ちょっと違ちがう」

　灰人は、スプーンを突つき刺さしたまま、軽く首を振った。

　由宇は、間かん一いつ髪ぱつ、タバスコの瓶を引っ込めた。

「卑口とは、細かい所が、違うな。『白い宝石』を貰ったタクミ君は、他の二人に……ユーイチとナオヤに『破片』を分け与あたえ、自らの『破片』にし、同じく『人間離れ』させた」

　高質量の『宝石』を持っている者は、その『宝石』の破片を他人の体内に挿そう入にゆうし、『破片』を、作り出すことが出来る。それは、由宇と初めて会った直後、体験として分かった。

「こうして、タクミ君は、『人間離れした力』と、『人間離れした二人の部下』を、入手し……そのまま、潜せん伏ぷくしている。そのまま、ここ、十葉市のどこかに。すぐ近くに」

「で」

　透は、アイスコーヒーで喉のどを湿しめらせた。

「お前らは、捜している、訳だ。この、三人の、男を」

　さっき、エレベーターの前で……いや、もう無む駄だだろう。半時間前の事だ。今から追ってみたって、どこに行ったのかなんか、分かりやしない。

「そう。ぼくらは、それを、捜してる。結構、切せつ羽ぱ詰つまってる、かもね」

「それが、おれと、何の関係が」

「彼が……タクミ君が、何を考えているのか、何を企たくらんでいるのか、あるいは何にも考えていないのか、それは、まだ分からない。

　……個人的な予想は、できてるけどね。根こん拠きよは無いから、黙だまっておくよ。

　どうであれ、ぼくらの立場としては、だ。『白の使徒』を、そのままにしておくと、まずいんだよ。情報として入ってきた以上は、ね。分かるだろ」

「それはそれは」

「なるべく早く、何とかしなくちゃならない。そこで……」

　灰人は、スプーンで、パフェのアイスを、引っ張り出した。

　由宇は、タバスコの瓶の蓋を閉めた。うわ。半分以上、なくなってる。

「そこで、愛華ちゃんが、透くんの家に、暫しばらく……」

　こん！　と、タバスコの瓶が、音を立てて置かれた。

「何さ？」

　灰人が、音のした方、由宇の方に、目を向けた。

　うわ。何か、凄すごく納得いってない顔だぞ。これは。その横顔を見て、透は確信する。

　まあ、当たり前だけど。視線を前に、灰人の方へ戻もどす。

「何で、タバスコなんか持ってるの？　君」

「知らん」

　由宇は、むすっとした顔で、そっぽを向いた。

「ちゃんと理由を説明してくれ。意味が分からん」

「彼女の『アンテナ』で、三人を捜すのさ」

『破片』である愛華には、特技がある。透は、思い出した。彼女は、近くにいる『宝石』の場所を、感知する事ができるのだ。まさに、アンテナみたいに。

　その射程は基本的に大して広くもなく、例えば学校のグラウンドより少し狭せまいくらい。とはいえ、これは、『彼女だけ』の、特技だ。

「愛華ちゃんが十葉市をウロつけば、『三人の敵』を、見つけ出す事ができる。見つけたら、愛華ちゃんのアンテナに『ヤツら』が引っかかったら、『蒼あお』の、出番だ」

「『蒼』？」

「さっきも言った、『オマケ』だよ。こっちから派は遣けんする、戦力担当さ。……腕うでっぷしは強いから、安心して。愛華ちゃんが捜して、見つけたら、蒼が倒たおす。これを三人分済ませれば、終わり。まあ、そんな感じ。簡単なもんさ」

　スプーンの上のアイスが、灰人の口へと、運ばれていく。

「愛華ちゃんの『特技』は、関係者以外には……彼女の両親には、秘密になってる。職務上ね。だから、どうしても、他で宿しゆ泊くはくしないと、やりにくいんだよ。で、君の家を宿泊所に使わせてもらう、って訳。……彼女の両親には、こっちから話をつけておくよ」

「ちょっと待て」

「何？」

　灰人は、スプーンを止めた。

「そのアイス、食うのか？」

「当然だろ」

　スプーンが、再び動き出す。

「そうか」

「何、ニヤついてんだよ」

「いや」

「……この三人は、君の宿敵でもあるんだろ？」

「そうだけど」

「もっと、深刻な顔をして、やる気出してよ。個人的な事には、協力もしてあげるからさ」

　由宇がいる限り、おれは、『シンコクなカオ』とやらは、出来そうに無い。

　灰人は、アイスを食った。

「…………」

　灰人は、妙みような顔をした。

「ここのパフェは、独特だね」

　案外、平気だ。畜ちくし生よう面白くない。

「じゃあ、そういう事で。ぼくは──」

　横にあったお冷やを一気に飲み干しつつ、灰人は手を振ふった。

「ぼくは、このまま、本部に帰るんで。明日の夕方にも、愛華ちゃんの所に、命令書が届く筈はずだ。『蒼』も、その頃ころに、こっちに到とう着ちやくする。……十七日頃から、作戦スタートかな」

　灰人は、パフェの残りを、一気に飲み込んだ。

「まあ、何だかんだ、あるけど」

　灰人は、伝票を掴つかんで、立ち上がった。

「楽しい日々に、なると思うよ」

　そのままレジへと進み……ふと、振り返る。

「『制限回路』の複写も、君達にとっては、有用なはずだ」

　灰色の瞳ひとみに、薄うすい笑いを浮うかべ、呟つぶやく。

「……終わるまでは、ね」
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　こつっ、という軽い音が、透とおるの思考を、現在へと呼よび戻もどした。

　今の音は……。頭の片かた隅すみ、やけに冷静な箇か所しよが、音を分ぶん析せきする。

　今の音は、針が、また一つ、動いた音だ。うん。

　かっちかっちかっち……

　蟻ありの行列のような小刻みな秒針の音とともに、周囲の風景が、元の姿に戻ってゆく。

　かっちかっちかっち…………そう。

　まだ、目の前には、女の子の、愛あい華かの、温かい身体が、ある。

　まだ、自分の前には、女の子の、柔やわらかい肌はだが、ある。

　まだ、自分は、女の子と、密着している。

　かっちかっちかっち……

　あ。やばい。不意に、突とつ然ぜん、思う。やばい。本当にやばい。何がどうやばいのか、それはちょっととても口に出せそうもないが、ええと、そろそろ、

「そろそろ、ですね」

　前の女の子が、愛華が、言葉を吐はいた。やっぱりですか。

　かっちかっちかっち……

「……そろそろ……」

　はい、おれもちょうど、そろそろかなあと思っていた所です。

　そう、そろそろ…………

　かっちかっちかっち……こつっ。

　また、長針が動いた。

　長針は、「12」を、指し示した。短針は、「７」を、指し示した。

　午後七時。八月十七日の、午後七時。

「じゃあ、」

　構えも何もせず、ごく自然に、軽く、口を開く。

「ええと……じゃあ……そろそろ……」

「七時だ！」

　上ずりまくった言葉を力任せになぎ払はらうように、母おも屋やの方から、叫さけび声ごえが響ひびいてきた。

「半時間、経過したぞ！」

　続いて、廊ろう下かから響いてくる、どどどどどどどどど、という、元気な足音。そして、

「時間だぞ！」

　すぱーん！　と気持ちいい音と共に障子を開け放ち出現した赤あか髪がみの少女は、そのまま、地じ獄ごくの門番のように仁王立ちし、死者を叩たたき返すような大声で、叫んだ。

「終しゆう了りようの、時間だ！」

　え、もう、終わりですか。折角、これから。

「透から離はなれろ、愛華！」

「えー」

　怒ど鳴なられた愛華は、しかし由ゆ宇うの無作法を怒おこるでもなく、タオルケットを抱かかえて座り込んだその姿勢のまま、何故か、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで口を尖とがらせる。

「あと五分くらい、延長してもいいじゃないですかー」

「何が、延長だっ！」

「念のためにですよー」

　そして、おどけたように僅わずかに首を動かして、こちらの方に、振ふり返る仕草。

「ねー。透さーん」

　何でこっちに振るんだ。頼たのむからそういうことは止めてください怖こわいから。

「ほーら。返事ないしー。透さんも、きっと、もう少し、このまま」

「おいっちょっとっ愛華さんっ」

「ほらー。『もうちょっと』って、言ってるーっ」

「透！」

　矛ほこ先さきが、こっちに来た。

「あっ由宇っ。いえっおれは別にそういう意味で今の言葉をっ」

「とっとと離れろっ！　お前も！」

「あ」

　まだ、くっついていた。そう言えば。気付いて、電光石火。即そく座ざに愛華の背中から、身体を離す。ぺりっ、という、やけに湿しめっぽい音と感かん触しよくが、遅おくれてついてきた。胸に、残り体温。うわ。生々しい。

「実は、あと五分ほどくっついてないと、『制限回路複製』が、出来ないんですけどー」

　愛華は、座り込んだまま、悠ゆう然ぜんと目の前の由宇を見上げる。

「こりゃー仕方ないですね。もう一度、今の体勢で、また半時間。そう、七時半まで、」

「わざとらしい嘘うそをつくなっ！　もう、今ので済んだはずだっ！」

「えー。だってー。透さんも、きっと」

　だからこっちに振らないでくださいお願いだからっおれはあくまで必要に迫せまられたからやってただけでっ本当に

「透！」

「な、何ですかっ」

「馬ば鹿か！」

　なんてストレートな言い草だ。

「とっとと、上着を着ろ！」

　そういえば、まだ上半身裸はだかのままでしたっ

「はい！」

　監かん督とくを前にした高校球児のように返事し、脱ぬぎ捨すてたまま横に転がっていたＴシャツを焦あせって拾い、頭からかぶる。

「透、何でお前はそう、いつもいつも……」

　Ｔシャツの生地越ごしに聞こえる由宇の声が、どんどん危険な調子になってゆく。そう、なんでおれはこう、いつもいつも誰かに怒られてるんだろう。Ｔシャツの中でもぞもぞしつつ、ちょっと内省。

「いつもいつも……」

「いつも、何なんですか？」

「…………うるさい」

「あ、えと、それじゃ、由宇」

　この二人を放置しておいたら、事態は加速度的にややこしくなる。

「次は、お前の番だぞ」

　顔を出しつつ、不ふ機き嫌げんな赤髪少女の方を見る。

「用意しろ。……お願いします、愛華さん」

「愛華って呼んでくださいってば」

　愛華は、座ったまま、また、背筋を伸のばした。

「では、由宇ちゃん。どうぞ」

「…………」

　赤髪少女は、仁王立ちのまま「うっ」とばかりに、顔をしかめた。

　そしてそのまま、しぶしぶ、おそるおそる、という感じで、口を開く。

「……本当に、やるのか。私も。『それ』を」

「やるって言ったろ」

「私の『宝石』に、その『制限回路』とやらを」

「そうだよ。今、おれがやったのと、同じように」

「やらなければ、いけないのか」

「当然だ」

　Ｔシャツの袖そでから腕うでを出しつつ、透はあえて断言した。

「学校へ行くには、その『人間離ばなれした力』を、何とかしないと、いけないんだよ」

「…………むー」

　少女は、不満げに頬ほおを膨ふくらませつつ、それでも、不承不承、部屋に一歩、入ってくる。

　そのまま、こちらの横に座り込み、愛華の背中を見つめる。愛華の背中、背中の中心の『青い傷きず痕あと』を……『破片の侵しん入にゆ痕うあと』を見て、難しい声で、一言。

「……どうすれば、いいんだっけ」

「『宝石』同士を、くっつけるんです」

　前から、愛華の声が聞こえてきた。

「透さんが、私にくっついていたのと、同じように」

「余計な事は、言わなくていいっ！」

「余計な事じゃないですよーだ」

「くっ…………」

　ああもう。話がどんどん脱だつ線せんする。

「愛華の『破片』は、背中にあるから」

　透は、その身体に触ふれないように注意しつつ、愛華の背中を指し示した。

　愛華はあの日、二月十二日、墜つい落らく地点の近くにいて巻き込まれ、『破片』を、その背中に宿す事になった。そしてそのまま順当に、高校生の身分で『対策室』の一員になった訳だ。

「ここに、お前の額の『宝石』をくっつけて、しばらくじっとしてればいいんだよ」

『宝石箇か所しよ同士』を、暫しばらくの間、物理接せつ触しよくさせておく事で、片方が持つ『制限回路』が、もう片方に『複製』される。今日、愛華が教えてくれた、新しい事実。

　自分の『宝石箇所』は、左胸。心臓の辺りだ。透は確認する。

　四月に、由宇の手によって、そこに『破片』を挿そう入にゆうされたのだ。だから、自分と愛華の『宝石箇所の物理接触』は、さっきのようにやばい体勢になってしまった。

　由宇の『宝石』は、額だ。つまり、由宇は、『制限回路複製』の為ために、愛華の背中に額を押おし付ける形になる。背中に額をくっつけて、三十分、じっとしている事になる。

「む……」

　むすっとした表情のまま、由宇は、自分の額を、愛華の背中にくっつける。

　くっつけたまま声を出し、くぐもった声で、質問。

「こんなのが、本当に、学校登校と、関係あるんだろうな」

「あるに決まっているでしょう」

　愛華が、前から口を挟はさんだ。

「もう一度、最初から説明しましょうか？　『宝石』の『制限回路』について」

「む……」

　由宇の不満げな声を、肯こう定ていと受け取ったらしい。愛華は、そのまま、言葉を続ける。

「ええと、ですね……」

　暗記した文章を思い出す程度の間を空けて、得意げに説明開始。

「コンピューターのハードディスクと、それに走るプログラムで喩えると、分かりやすいですね。……私たちの体内にある『宝石』がハードディスクで、さっきから言っている『制限回路』が、インストールされるプログラムです。で……、ですね」

　愛華は、前を向いたまま、言葉を続ける。

「私たちの体内の『宝石』は、その生体情報改変能力によって、『宝石憑つき』の身体能力を、『人間離れしたもの』へと、改造しています。『宝石』を体内に持つ人間は、一いつ般ぱんの人間とは、比べ物にならない力……身体能力を、持つ事になるんですよ。便利ではありますが、恐おそろしくもあります。何せ、『人間離れ』ですから。

　で……その辺の問題を解決する為に作られたのが、『制限回路』です」

「…………」

　由宇は、相あい槌づちも打たず無言。愛華は、気にせずに続ける。

「『制限回路』は、『宝石』用のコマンドプログラムです。情報器官『宝石』の中で、まさに、コンピューターのプログラムみたいに作動し、その情報処理を一定方向に制せい御ぎよします。宝石憑きの『人間離れした力』を、『人間並みの力』へと、調整・制限するんですよ」

「つまり……」

　透は、横で、確認の言葉を出す。

「この『制限回路』を使えば、この回路を『宝石』に取り入れておけば、『人間離れした力』を、封ふうじる事ができる……」

「そうです。そもそもこの回路は、『欠片かけら同盟』の……何だか、科学者か、お医者さん……？　まあ、そんな感じの人、紫し暮ぐれさんって人が開発して、『対策室』室長の『おっさん』に、渡わたしたらしいですよ。で、『おっさん』が、対策室職員全員に、配ったんです」

　そして……やっと、話が始めの所へ戻もどってきた。

「そして……『回路』は、『宝石箇所』同士の長期物理接触によって、片方から、もう片方へと、『複製』される、と」

　だから、おれと愛華は、ああして、抱だき合って……いや、物理的に、接触していたんだ。

　別に、それ以外の意図は無い…………筈はず。多分。

「あ、ばっちり。その通りですよ」

　愛華は、後ろ姿で、嬉うれしそうに頷うなずいた。

「さすがは、透さん。理解できてたんですね。凄すごいです」

「私も、それくらい理解していたぞ」

　愛華の背中に額をくっつけたまま、由宇が批難の声を上げた。

「理解できなかったから聞き直したわけではないっ」

「はいはい」

　何か、今日の愛華は、全面的に余よ裕ゆうだ。

「だから、私と透さんは、これからも、暫く抱き合わないと、ダメなんですよ。ねっ」

「いや、あの……」

　いちいちこっちに振ふらないでくれっ。由宇が怖こわいっ。

「だ、『抱き合う』んじゃなくて、『物理接触』ね……」

　後ずさりながら、確認。……一日三十分、十数日の物理的接触で、『複製』は、完かん了りようする。その間、徐じよ々じよに『宝石憑き』は、インストールされた『制限回路』によって『人間並みの力』に、なり……

　それから、更さらに一ヶ月くらい経てば、『制限回路』を、制御できるようになる。『人間離ばなれした力』と、『人間並みの力』を、本人の意思で、自由に、切り替かえられるようになる。

「便利だなあ」

「便利じゃないっ！」

「便利ですよーだ」

　愛華は、また口を尖とがらせた。

「八つ当たりはみっともないですー」

「何をっ！」

「あ……あの、二人とも」

　透は、おずおずと腰こしを浮うかした。

「八つ当たりではないっ！」

「そーですかー。へー」

「あ、えっと、あの、さ」

　この流れはやばい。この二人の、この流れはやばい。最近、この「やばい流れ」が、読めるようになってきた。早々に、なんとかしないといけない。そんな空気が、分かるようになってきた。今、早々に、なんとか断ち切らないと、とてもまずい事になる。

「そう言えば……さあ」

　適当に『そう言えば』などと言ったが、その先が浮かばない。ええと。

「そう言えば……あの、今日の夕食だけど、あの、四人分、だよね、確か」

　ええと、おれと、由宇と、愛華と、そして、あの『蒼い子』で、うん、四人だ。

「あ、私、夕食のおかず、作ってきましたよ」

　愛華が、こっちを向いた。

「今日、家を出る前に、お母さんと一いつ緒しよに、作ったんです。私が」

「あ、愛華さん、ありがと……」

「別に、頼たのんだわけではないがな」

「あっ由宇っなんて事をっ」

「別に、あなたの為ためじゃないですよー」

「あ」

　透は、立ち上がった。

「ええと、二人とも、暫しばらく同居する訳で、出来たら、その、仲良く……」

「そりゃあ、食べたいって言うんなら、食べさせてあげてもいいですけどー」

「こ……この女っ性しよ懲うこりもなくまたつまらん事をっ」

「な、仲良く…………」

　蚊かの鳴くような声で呟つぶやきつつ、そっと、開けっ放しの障子の方へ踏ふみ出し、そして、

「えっと……ご飯と味み噌そ汁しる、準備して、きます。はい」

　そのまま、脱だつ出しゆつ。



　後ろも見ずに離れを背にして廊ろう下かをダッシュし、母おも屋やへと到とう着ちやく。ガタピシ鳴る居間への戸をなんとか力ずくで開け、ほっと一息。

　足を止め、視線を前に、居間の中心へと、向ける。

「……や」

　居間の中心には、真ん中のコタツ机の前には、『四人目の同居人』が、座っている。

「やあ……」

　ただ、静かに、正座している。正面を、こちらの方を向いて、ただ、静かに。

「……………………あの」

　無言で。

「…………」

　今日さっき、愛華と一緒にこの家に来た、『蒼い少女』は、三十分前と、全く同じ姿勢で、そこにいた。

「…………あの……」

　その外見は……まあ、可愛かわいいと言っても、別に差し支えは無い。

　無む駄だなく引き締しまったスレンダーな体つき、芸術のように真っ白な肌はだの色、すっきりと筋の通った、綺き麗れいな顔つき。額にはまり込んだ、ほのかに輝かがやくひし形サファイアのような青い『宝石』。真っ直ぐストレートの髪かみを、飾かざり気のない茶色の輪ゴムでポニーテールに括くくり、しかし、それに何の感想も持たないように、ただ、無表情に、座っている。

　その姿は、まるで、なにか、よく出来た蝋ろう人にん形ぎようのようで……

　そう。透は、息を飲み込んだ。まるで、よく出来た、人形、みたいだ。

　少女の顔には、表情が、微み塵じんもない。感情らしきものが、全く感じられない。

『絵に描かいたように美しい』という言葉があるが、まさに、それ。額面どおりの、それ。

その表情は『ヒトの顔』と名前がついた仮面のようで、その瞳ひとみははめ込まれた芸術品のようで、生命の姿がない深海の奥おく底そこみたいに、陰かげりも汚よごれも無い真まっ蒼さおで──

「あ」

　そして、その、ポニーテールの髪は……

「あの」

　瞳の色と同じく、真っ青。ヒトにはありえない色。何もない荒こう野やから見上げた、何もない青空のような、青、一色。

「ええと」

　その身を包む服装は……白い上着と、赤いスカーフ、そして、紺こん色いろのプリーツスカート。

「改めまして…………こんに……ちは……」

　女子学生の、標準的な夏服。……つまり、セーラー服。

　セーラー服を着た、蒼い瞳、青い髪の少女が、旧日本家屋の居間、コタツ机の前に、きっちりと正座している。

「…………」

　ただ、無言で。

「あ、の」

　ただ、静かに座って、こっちを見て……網もう膜まくに、画像を、映している。

「…………」

　シュールだ。シュールレアリスムだ。透は唸うなった。

「何か」

「…………」

「その」

　青い髪の少女は、正座したまま、顔だけを僅わずかに動かし、こっちを見た。瞳の焦しよ点うてんを、こちらの顔面に、合わせた。深海の瞳に、顔が映る。

「…………」

　無言。

「…………」

　無音動作のアイカメラみたいな瞳が、瞬まばたきもせず、こちらを捉とらえている。

「あの」

「…………」

　何か喋しやべってください。お願いだから。

「ええと」

「…………」

　何なんだ。この子は。

「…………」

「そ、その」



    

  
    
      「…………」

　なんで、無言なんだよ。ひょっとして、おれ、何か、この子の、気に障さわるような事を。

「あ、え、えと」

　ガタピシ鳴る戸を、後ろ手に閉めつつ、何とか、口を開く。

「喋って、いい……ですか？」

　何を聞いとるんだ。

「…………」

　そっちも、いい加減に、なんか反応してくれ。

「………………」

「あ」

　長い静せい寂じやくの末、思い当たる。

　さっきからのこの視線って、ひょっとして、『言葉の続きを促うながしてる』……の、だろうか。

「………………」

　うん。そうだよな。そうに違ちがいない。じゃあ会話しよう。もうどんどん進めよう。

「その」

「…………」

「し、仕事で、来たんだよ、ね」

「…………」

　蒼い女の子は、微び動どうだにしない。ただ、じっと、こちらを、見つめている。

　……あ、やっと一回、瞬きした。

「おれは、氷ひ見み、透です」

「…………」

「よ、よろしく」

「…………」

「それで」

　ああもう。

「…………」

「その」

　話題が、早くもなくなった。

「…………」

　何か話題話題っ。もうこうなったら自や棄けだ。自じ爆ばくネタでも一発かまして場をなんとか。

「セーラー服は、好きです」

　何言ってんだ。

「……………………………………………………」

　空白そのもののような長い間を空け、

　蒼い女の子は、初めて、口を開いた。

「………………セーラー服が、好き？」

　うわ。初反応がそれですか。

「…………」

「……好き？」

　聞き返すなよ。

「…………あの、えっと」

「……………………セーラー服が、好き？」

「…………」

　いや、こっちが黙だまっちゃったらダメだろ。

「…………？」

「ええと」

　分かった分かった言えばいいんだろ畜ちく生しようもうどうにでもなれ

「はい。好きです」

　あああああもう何かすいませんおれが全面的に悪かったです許してくださいすいません。

「氷見……透」

　確認するような声と共に、蒼の少女は、初めて、頷うなずいた。

　何か今、物もの凄すごく嫌いやな関連付けがなされたような気がするんですけど。

「あの、それで」

「…………」

　ああもう話が進まないっ。さっきから十分くらいここでこうしてて、進展あったのってセーラー服関連だけじゃないかどういう会話だよ何やってんだ本当。

「君の、名は」

「…………」

　また、一回、瞬まばたきして、

　蒼の少女は、唇くちびるだけで、僅わずかに発音した。

「……………………あおい」

「青い？」

「…………」

「青い、って、何が？」

「わたし………………」

「あ、そう……ですか。……名前、です、ね」

「…………」

「あおいさん……ですか。ごめん」

「…………」

　この子はアレか。文字一つ喋しやべるにつきいくらか元手かかるのか。これは経費節減か。

「い、いい名、ですね」

　お見合いじゃないんだから。

「あの、……下の、名は」

「…………」

「苗みよ字うじじゃない方……は」

「…………」

「姓せいと、名の……名の方は」

「…………」

　ああああ正直に言いますそろそろ辛つらいですそろそろ気まずいです。

「あっ、そう言えばっ。蒼といえば青空ですねっ。中学の時にっクラスに漫まん画がとか描かいてる友達がいまして、そいつがある時『このキャラに名前つけたいんだけど、何かオシャレなの無いか？』とか聞いてきやがりましてですね、で、その日はもう目の覚めるような青空でして、若き日のおれは、その青空を見上げつつ『美しい空と書いて……美み空く……綺き麗れいな名だ……』とか、ニキビ面でアホっぽく呟つぶやいた訳でしてつまり」

「みく」

「は？」

　天を向いて空笑いしていた顔を、蒼い少女の方へ、向ける。

「……………………蒼あおい」

　蒼い少女は、唇を、僅かに動かした。

「…………蒼……美空」

　あおい、みく。発音の仕方を確認するように、繰くり返す。

「あ、あおい、みく？」

「…………」

　少女は、そのまま、目を逸そらした。視線を下げて、コタツ机の下を、見た。

「あの」

　その視線の先には、コタツ机の下には、茶色の、何の飾かざりもない、まさに作業場で使うような愛想のない鞄かばんが置いてある。この子の、荷物だ。透は確認した。今日、この子が持ってきた、『外がい泊はく用』の、荷物。身の回り品の全て。女の子とは思えない、軽装。

「わたし……あおい、みく」

「へ？」

「蒼、美空」

　女の子は、蒼美空、の文字を吐はきながら、鞄のファスナーを開ける。

「…………それで、いい」

「あの」

　それでいい、って。あの。美空、ってのは、おれが今、ここで考えた名前であって、

「ああ、そうか。ええと、この場限りのコードネームとか、ミッション時の仮かり呼こし称ようとか、そういうアレで、えと、本名は、別にあって」

「…………」

　もう、こっちを見ない。無言のまま、鞄から本を取り出した。超どころか極がつくほど分厚い、真っ黒ハードカバー表紙の本。題名すら分からない。何の本なんだ、一体。

「…………本名は、ない」

「は？」

「……………………わたしには、ない。……だから、呼び方は、それで、いい」

「あの」

　名前が、ない？　って、あの、それって、どういう。

「…………」

　女の子は、無言のまま、コタツ机の上に黒表紙の本を置き、そのまま、表紙を捲めくる。

　本の中身は、これまた、真っ黒。蟻ありの行列のような文字が、びっちりと並んでいる。何だこれ。

「あ、あの、戸こ籍せきとか、？」

「………………」

　女の子は、文字列を追っている。深海の底に、命のない蟻が、泳いでいる。

「……………………ない……」

「え？」

「もらって………………ない」

　もう、こっちを向かない。その瞳ひとみに、生命は、映っていない。

「……いらない、から」



「………………ええと」

　そう言えば、戸をあけて二十分、ずっとこの姿勢だ。頭の片かた隅すみで、自じち嘲ようのように思いつつ、透は言葉を続けた。広大な深海に向けて、言葉を投げた。

「あの、今さ、由宇と、愛華が、離はなれで、」

「…………」

「ええと、あの、なんて言ったっけ、あの、力を制せい御ぎよする、アレ」

「……『制限回路』」

「そう。それ」

　咳せき払ばらいして、頷うなずく。

「うん。今、複写してる。えっと、あの、知ってると思うけどさ、おれと由宇は、正式な『対策室』の職員じゃないんだ。その、ちょっと、事情があって、さ。だから、こういう方法でしか、『回路』は、手に入らないんだ……。

　だから、この期間は、ちょうど……って言ったらアレだけど、まあ、ちょうど、都合が良くて。『複製』の完成には、十数日かかるらしいから、今から始めれば、九月一日に、どうにか『人間並みの力』が、間に合うっていうか、その」

「………………」

　蒼い瞳の下の、その小さな口が、機械のように、動いた。

「………………敵が、いるのに」

　静かに文字を読みながら、静かに、声を出す。

「……………………敵が」

「あ、いや、その」

　敵が……あの三人が近くにいるのに、『制限回路』なんか、使ってていいのか。そう聞いてるんだよな。これは。うん。焦あせる頭の中、何とか結論を導く。

「あなたと…………」

　本のページが、静かに、捲られる。

「……………………奴やつらは、因いん縁ねんがある……」

　次のページも、真っ黒。文字の行列が、びっしり。

「奴らは……あなたの、敵。…………灰はい人とさんは…………そう、言ってた……」

「え」

　突とつ然ぜん、不安になる。

　おれは、何を、言うべきなんだろう。ここで。

「だ、だって、ほら」

　言葉を見つけられないまま、ふと、赤のノートを思い出す。『由宇の学校について』と書いた、大学ノート。中身は、昨日の登校日に聞いて回った事で、ぎっしりになってしまった。各種手続き、手続きの為ための書類、書類の為の道具、道具入手方法、それらが、まるで生命の系統樹のように、ぎっしり。あと十五日で為すべき事は、あまりにも多い。

「じ、時間が……ないから。そんな事してたら、九月一日に、間に合わない……から、さ」

　おどおどと、しどろもどろに、考えもせず、言葉を吐はく。

「………………………………」

「あ、でもさ、勿もち論ろん、協力するよ。うん。そりゃ、奴らは、早く何とかしなきゃいけない。それは、分かってるつもり。だから、勿論、君の仕事には、協力するよ。うん」

「……………………」

「ほら、毎日、食事の買出しとかで町をうろつく事になるし。それに、週明けから愛華、学校の補習に、行かなきゃならないらしいんだよ。そういう事で、外に出る機会は多いし、愛華のアンテナは、そんなに範はん囲い広くないけどさ、そうしてれば、『奴ら』とすれ違ちがう可能性が大きくなるし、で、君も、一いつ緒しよに付いてきてくれれば、即そく座ざに対応できて、」

「……………………」

　どう、思っているんだろう……

　錯さく乱らんしたような頭の中、やけに冷静な一箇か所しよで、透は考える。

　この子は……この蒼い瞳は、何を見て…………何を、考えているんだろう。

「あ、ええと、だからさ、おれ達は『制限回路』を使う訳で、だから、ちょっと、直接的な手助けは、ひょっとしたら、出来にくいかもだけど、あの」

「……それは……………………平気」

　蒼い視線は、本から出てこない。まるで、立てこもっているみたいだ。

「えっと」

「………………………………言われてる、から…………」

「何、を？」

「………………わたし…………戦えって……言われたから…………」

「そ、そう。あの、でもさ、女の子一人、っていうのもアレだし、もし何だったら、他の」

「……………………大だい丈じよ夫うぶ…………」

　黒い本を見み据すえたまま、蒼の少女は、口を動かした。

「あの」

「わたし……………………最後まで……死ぬまで…………戦う……」





　少年の目の前、ゲーム画面の中で、

　機械のような野やじ獣ゆう、ダンジョンのボスモンスターに、主人公の剣けんが命中した。

「ふう」

　少年は、ゲームのコントロールキーから、指を離はなした。

　倒たおれこむボスモンスターの上に、『レベルアップ！』の文字が、華はな々ばなしく浮うかびあがる。

「見てよくりりん」

「くりりんって呼ばないでください」

　少年の向かいに座る女性は、栗くり林ばや浅しあ黄さぎは、また、頬ほおを膨ふくらました。

「終わったんなら、とっとと電源切ってください。音が鳴ると、気が散ります」

　黄色いノートパソコンに視線を戻もどし、また、キーボードを操作し始める。

「何をやってるのさ。さっきから」

「パソコンの勉強ですよ。これくらい使えないと、これからやっていけません」

「これから、何をやっていくのさ。パソコンで」

「…………」

　浅黄は、灰人の方を見た。

「色々と、使うんです」

「そう」

「インターネットも出来るんですよ。世界と繋つながれますよ」

「世界と繋がって、どうすんのさ」

　ぼん、という音と共に、パソコンが止まった。

「『トロイの木馬』？　奇きみ妙ような名めい称しようのプログラムですね。ここは日本のはずですが」

「…………大変だねえ」

　灰人は目を逸そらしてゲーム機の電源を切って放り出し、代わりに携けい帯たい電話を取り出した。

　物言わぬ液えき晶しようを見て、一言。

「かかって、来ないなあ。電話」

　浅黄は、顔を上げた。

「何か、かかってくるような心当たりが、あるんですか？」

「いや、透くんがさ、確か今日から、蒼や愛華ちゃんと同居だろ。

　……そろそろ掛かけてくるかなーと、思ってるんだけど」

「仕事ですか？　仕事ですね？」

「修行の依い頼らいが来ると、思ってるんだけど」

「修行？」

「『おれは強くなる！　強くなって、こいつらを守ってみせるぜ！』みたいな感じで、盛り上がってくれるんじゃないかな……と」

「……………………」

「ここは『修行をしてくれ、灰人さん！』とか、そういうカッコいい展開……だろ」

　浅黄は、パソコンの再起動操作をした。マニュアル通り、三つのキーを同時押おし。

「何で、かかってこないんだろう……」

「何で、かかってくると思うんですか？」

「秘密特訓がしたい」

「それはそれは」

「三日で十倍くらい、強くなるようなヤツを」

「また、そういう」

「秘密薬品も、用意したよ。紫暮に作って貰もらった」

「また、紫暮さんの新作ですか。……一体、どんな秘密が隠かくされてるんですか」

「秘密だよ」

「そうですか」

「明らかにしたら、麻まや薬くと取りし締まり法ほうとかそういう系の法律が」

「秘密っていいですね」

「全くだよ」

　パソコンが、立ち上がった。パソコンの中で、がりがりがりがりと奇妙な音がしている。

「言いたい事は、五万ほどあるんですけど、とりあえず、基本的な所から。

　……彼は、一いつ般ぱん人じんなんです。警官では、ないんです」

「そんなの、関係ないだろ。暴力に対たい抗こうできるのは、暴力しかないんだぜ」

「職場で、そういう発言は控ひかえてください」

「どんな上等な脳みそを持ってても、サルの棍こん棒ぼうで力任せに殴なぐられたら終わりだ。彼、そんな事くらい、卑ひ口ぐちの件で、経験済みだろ。その辺、身に染みてると思うんだけどなあ」

「だから……私たちは、警察官ですってば」

「ま、この件で、思い出すだろうけど、さ。否応なく。楽しい日々の終わりに、ね」

　灰人は、携帯電話を机に置き、椅い子すから立ち上がった。

「どちらへ？」

「電気屋。ほら、駅前の。まだ開いてるよ」

「なぜ、そんな所に」

「通信するには、本体二つのほかに、ソフトも二ついるらしいんだ。買ってくる」

「え？　通信？　何のですか？」

「だから、レベル70以上の鯛たいは、通信しないと手に入らないんだってば」

「ああ、それは失礼しました。忘れてましたよ。さっき、聞きましたね。ええ。

　……その為ために、同じソフトを、二つ、買うんですか？」

「うん」

「……なんで？」

「本体は、君に借りるし」

「出発地点が、そもそも間ま違ちがってますね。ええ」

「意味が分からない」

　少年は浅黄の横を通り、外へ向かって、歩き出した。建物の入口のドアは、自動では無い。重々しい取っ手のついた、観音開きのガラス戸。少年は、ポケットに右手を突っ込んだまま、左手をべったりとガラスにつけ、戸を押し開ける。

「あ。ちょっと待ってください。行く前に」

「何さ」

　少年は、ガラス戸を押しつつ、微かすかに振ふり返った。

「ちょっと、操作方法で、分からない所が、あるんですが。知ってたら、教えてください」

「何？　そんなの、フィーリングで動くだろ」

「フィーリング？」

「別に。で？　何がわかんないのさ」

「ダブルクリックって、何ですか？」

　灰人は、外に一歩、踏ふみ出した。

「二連射だよ」



　外は、暗い。日は完全に暮れている。時々街灯の明かりが周囲を照らすのみで、人通りは、全くない。集合住宅と建売民家に挟はさまれた、細い路地。脇わきには死に絶えたような公園と、フェンスに囲まれたゴミ捨て場がある。遥はるか先の交差点にあるコンビニに向かっているのか、得体の知れない蛾がが、うるさく飛び回っている。

　東京とはいえ、一歩、裏通りに入れば、こんなものだ。

「さて…………」

　闇やみの中、八月十七日も、もう、終わり。少年には、大して感かん慨がいもない。

「三人の、敵……か」

　集合住宅の、部外者を遮さえぎる電子錠じようが、冷たく輝かがやいている。

「奴やつらの『白の宝石』は…………神かみ代しろ島しまの、あのネコと同質……だね、多分」

　建売民家につけられた手作りの生いけ垣がきが、街灯に照らされ、青白く輝いている。

「変態…………って、訳だ」

　灰人は、足を止めた。アスファルトに響ひびいていた、規則的な足音が、止まる。

　遠くから、犬の鳴き声が響いてくる。夜だというのに。

　周囲に、ヒトの気配は、ない。

「折角だから……ちょっとは、役に立ってくれよ」

　静かな闇の中──

　灰人は、言葉を吐はいた。後ろから付いてくる『モノ』に、向けて。

「こっちにも……都合ってモンが、あるんだから、さ」

　人は、いない。

　集合住宅の、部外者を遮る電子錠が、冷たく輝いている。

「なんで……」

　灰人は、足を止めた。



    

  
    
      　周囲に、人ひと影かげは、見当たらない。

「こっちに、来てんの？　……君？」

　周囲に、ヒト影かげは、見当たらない。

　さっきから、付いてくるのは、ヒトじゃない。

　ひ……ひひひひひ、という、狂くるったサルのような笑いが、静かな夜に、響く。

「ちゃんと、向こうで戦ってくれないと……困るんだけど？　『ユーイチ』くん」

　灰人は、振り返った。

　その、小こ柄がらな身体に向けて、

　背後から、闇から、『人間離ばなれした速度』で、何モノかが、飛とび掛かかってきた。





　台所のデジタル時計が、『８：‥００』を、表示した。

「今日は、さ」

　ガスコンロの火を止めつつ、透は味み噌そ汁しるの鍋なべを持ち上げる。

　鍋の中では、出来立ての味噌汁が湯気をあげている。具は、台所の隅すみに残っていた半年前の増えるワカメ。蒼との会話に時間を割いてしまったせいで、手間のかかる具は出来なかった。波立つミソスープの海の中で、遊覧のように緑の海草が蠢うごめいている。

「もう遅おそいからさ、細かい荷物整理とかは、明日にして」

　でん、と音を立て、食堂机の真ん中に、鍋を置く。机の上には既すでに、米が炊たき上がった炊すい飯はん器きと、愛華が家から持ってきたおかず入りの大きなタッパーと、そして四人分の食器が置いてある。以上で、夕食の準備、完かん了りようだ。

　食堂の椅い子すに座っている三名、由宇、愛華、そして蒼を見回して、切り出す。

「とりあえず、皆みなの寝ねる所……だけど」

「私、透さんと同じ部屋でいいですよー」

　愛華が、気楽に声を上げた。

「何を抜ぬかすかっ！」

　横から、机を叩たたくように怒ど鳴なったのは、当然、由宇。

「まだ、私ですら隣となりの部屋でっ」

「『私ですら』って、どういう意味ですかっ」

「あの時頼たのんでも、一いつ緒しよに寝てくれなかったんだぞっ」

「え？　何ですか？　あの時って何ですかっ透さんっ！」

「『一緒に寝てくれ』と頼んだのに。この男は」

「ちょっと透さん！　あの、ちょっと、問い質したい事があるんですけどっ」

「二人で寝たら暖かいから、風か邪ぜが治ると思ったのに」

「あ……いや、いいです。別に。そうですか。へー。うん、確かにそうですよねはーはー」

「なぜ突とつ然ぜん、余よ裕ゆうな顔をするっ愛華っ」

「いーえ別に。あー由宇ちゃん可愛かわいいーいつまでもそのままでいてーっ」

「な！　何をっ」

「やーい子供子供─」

「何！　私はちゃんと、その知識はっ。そもそも、その話とこの話に、何の関係が」

「はいはい知識凄すごいー」

「あ…………ええと、あの……」

　茶ちや碗わんと味噌汁容器を四人の前に配る動作をしつつ、透は恐こわ々ごわと口を開いた。

「女の子は、ええと、三人とも…………」

　最後に、蒼い女の子の前に、茶碗を置く。

「同じ部屋で……あの、……離れの部屋で、いいよ…………ね？」

「…………」

　蒼い女の子は、食堂の椅子の上でも変わらず、置物のようにそこにいる。流石に、あの黒い本は持ってきていないが、相変わらず、セーラー服の無表情。

　味噌汁の湯気が漂ただよってきても、無反応。

「…………」

「ええと……」

　本がなくなった分、視点の焦しよ点うてんが、どこを見ているのか、いまいち分からない。

「…………」

「蒼、さん？」

「…………」

　蒼い瞳ひとみが、僅わずかに動いて、こっちに照準をあわせた。

「うん」

　その瞳に向かって、やや大げさに頷うなずき返す。反応が返ってきただけで、よしとしよう。

「なぜ、一人に向けて喋しやべっている、透！」

「あ、いや、ちょっと」

　ちょっと、気になるから。口に出すと血を見る。何故か、確信。

「透さんは、優しいんですよー」

　タッパーのフタを開けながら、愛華が嬉うれしそうに言った。

「由宇ちゃん、そんなことも知らなかったんですか？」

「知らん」

「長い付き合いなのに？」

「……ふん」

　由宇は鼻を鳴らし、やけくそのように箸はしを掴つかんでタッパーの中に突っ込んだ。

　へたくそな握にぎり方の箸で、まさに力ずくで中のモノを掴み、外へと持ち上げる。

　中から出てきたのは、揚あげられたアジだった。長さ十五センチくらいの、小魚。

「何だ。これは」

　みりんベースの南なん蛮ばん酢ずにつけられ、玉ねぎやタカノツメをその身に纏まとった、揚げ魚。

　南なん蛮ばん漬づけた。アジの南蛮漬け。結構、手間がかかっている。

「慣れれば、結構簡単ですよ」

　愛華も箸を取って、一匹ぴき、自分の皿に取った。

「今度、作り方、教えてあげましょうか？　由宇ちゃん」

「ふん」

　また鼻を鳴らし、そのままアジを頭から齧かじる。ちょっと行ぎよ儀うぎが悪い。

　ばりばりばりばりばり。ごく。うわ。なんて早いんだこいつ。

「美お味いしいでしょ？」

「…………美味しい」

「でしょー？」

「…………」

　あっ何か知らないけどっまた焦こげ臭くさい臭においがっ火種っぽいのがっ

「あ、あの、ええと、お二人さん」

「何だ？」

「何ですか？」

「あ……あの、その」

　何で、こんなに遠えん慮りよしてるんだろう……おれ……

　二人の視線を受け止めつつ、透は、心の中で、密かに思った。

「それでさ、寝ねる所は、それでいいとして……布団……だけど…………」

　ここって、おれの家……だよな…………確か…………

「あの……さ、物置から客用布団、出したからさ、これは、愛華が使えばいいとして……」

　この家の有り余る空き部屋は、先祖代々質実様々の物置スペースだ。探せば、大たい抵ていの物は出てくる。

「で、あの……」

　蒼い女の子の方を、見る。

　美空と名乗った少女は、無表情に、音も立てず、味み噌そ汁しるをすすっていた。

「…………」

　お椀わんを角度的に傾かたむけ、無言、無音、無表情。

『ものを食べている』というより、『カロリー源を体内に摂せつ取しゆしている』って感じ。

　お椀が、水平に戻もどった。

「…………おいしい？」

　思わず、聞いてみる。

「……………………普ふ通つう」

「そう。ええと、あ、そうだ。布団だけど。で、その、蒼さんは、と、とりあえず、今日は、おれの布団を、使ってくれたら、いいから。おれは、冬用の布団を使うんで、さ、」

「…………」

「あ、あの、もし、男の匂いが嫌いやだ、って言うんなら、君が、冬用でも」

「………………………………いい」

「え」

　いい。って、どういう意味だろう。男の匂いが、いい？　まさか。日本語って難しい。

「どっちが、いいの？」

「………………」

　蒼い女の子は、味噌汁のお椀を置き、無言で、こちらの瞳ひとみを見つめてくる。

「………………」

「え？」

「どっちでも……いい」

「な、夏のが、いいよね。うん。明日干して、シーツも洗せん濯たくして綺き麗れいにするから。で……」

　間を取る為ために、箸を掴んでタッパーに突っ込み、一匹、取り出す。

「あ、透さん！」

　由宇と睨にらみ合っていた愛華が、その箸の先を見た。

「あのですね！　それは、私が朝から頑がん張ばって」

「ど、どうも……」

　取り皿にとって、食べる。

「あ」

　思わず、声が出た。

「おいしい」

「そうでしょう」

「うん」

　笑って、愛華の顔を見る。

「ふへへへへへへ。ですって」

「…………」

「ねえ、由宇ちゃん？」

「…………」

　ばりばりばりばり。ごく。

　由宇は、無言で、また一匹ぴき、飲み込んだ。



　とりあえず、平和だった。

　まだ、今日の所は。



    

  
    
      三章　八月　二十日（あと十二日）





　図書館の窓から見下ろす校庭は、がらんとして、人っ子一人いない。

　毎年この時期になると運動部の連中が練習を始めるらしいが、今年に限っては、夏休みのグラウンドはずっと無人の日が続いている。プールも体育館も、完全に無人。ただっ広いむき出しの地面が、夏の日差しを受け、砂さ漠ばくのように干からびている。

　十九日前、八月一日の夜に発生した『ちょっとした事件』のせいで、十とつ葉は高等学校の校庭は、八月いっぱい、使用禁止になってしまった。

　という訳で、運動部の連中はよそのグラウンドを借りて練習行あん脚ぎやか、または完全に夏休み。

　グラウンドの隅すみ、部室のある旧校舎の前には、八月一日以降、一切顧みられる事なく放置されっぱなしの体育倉庫が、寂さびしそうに佇たたずんでいる。

　おかげで、校庭に植えられた庭木では、セミが誰に憚はばかる事もなく鳴き放題だ。それぞれ短い夏の日々を惜おしむかのように、全力でじわじわじわじわじわじわと鳴り捲まくっている。締しめ切きった図書館の中にすら、その声は響ひびいてくる。

　強い日差しと、セミの声。屋内にいても分かる。今日は、夏の日だ。

「…………さて」

　透とおるは、窓の景色から視線を外し、図書館の中へと、振ふり返った。

　十葉高校の図書館は、市立高校にしては結構広い敷しき地ち面積を持ち、その三分の一くらいが書しよ架かスペースになっている。

　膨ぼう大だいな本ほん棚だなに、学校の教科書や定期テストの過去問題集、文学文庫本といった基本的ポピュラーなものから、明らかに高校生には相応ふさわしくないような難しい専門書まで、かなりの品しな揃ぞろえ。夏休み中でも閲えつ覧らん・貸し出しは行われ、クーラーはよく利いている。

　館内には自分たち以外にも、結構人がいる。大体男女合わせて三十人といったところ、半分は自習に来た三年生で、もう半分は、今日から始まった補習授業の関係者だ。

「どうだ、調子は」

　声をかけつつ、閲覧用の机の一つ、由ゆ宇うと蒼あおいが座っている場所へと歩み寄る。

　閲覧用に用意されている机は、四人がけの大きな長机。四箇か所しよに木製の椅い子すが固定して置かれ、そのうち向かい合う二つを使って、由宇と蒼が座っている。

「……………………」

　蒼い子は、こんな所まで来ても変わらない。いつもの無表情で、いつもの黒い本を、いつもの通り、ただ、ひたすら読んでいる。服装は、勿もち論ろん、いつものセーラー服。明らかにウチの生徒じゃないのに、別にどうという事もなく、普ふ通つうに入ってこれた。

　ここの司書さんは、本当にやる気がないんだなあ。

　つまらない事を再確認しつつ、由宇の方を見る。

「あと、少しだぞ」

　由宇は、四十分前から、シャーペンを握にぎって、机の上のＡ４コピー紙と睨にらみ合っている。

「テストの規定時間は五十分だからな。あと、十分で、タイムアップだ」

　Ａ４コピー紙の右みぎ端はしには、『十葉高等学校一年生・一学期期末試験・国語・解答用紙』と、記き載さいされている。

「何点くらい、取れそうだ？」

　由宇の隣となりの席に座りつつ、更さらに、声をかける。

「む…………」

　由宇は、シャーペンを握ったまま、左手で頭をかいた。

　その、シャーペンの先。

　名前欄らんに『紅くれない　由宇』と書かれたその解答用紙は、四十分前に棚たなから出し、ここのコピー機でコピーしたものだ。今朝、愛あい華かの補習について来てここに来て、そして、ただ待っているのも暇ひまだからと、転入試験模も擬ぎテストをする事にした。その、一教科目。

「あと……少し、だ」

　由宇は、問題用紙と向かい合ったまま、真しん剣けんな表情で、答えた。

「あと少しで……、終わりだ」

「そうか」

　どうやら、こちらが外の景色などを眺ながめている間にも、こいつはテストに真剣に取り組んでいた模様。ほっと一息、息を吐つき、机の下、足下に置いてある鞄かばんを探って、携けい帯たい電話と赤ボールペン、そして、例の赤ノートを取り出す。携帯電話で、時刻確認。今は、八月二十日、月曜日、午前九時四十分。夏休みも、いよいよ最さい終しゆ盤うばん。

　携帯電話を開いたまま前に置き、赤ノートを開く。

「ええと……」

『　入学手続き』から伸のびた矢印が、次のページから枝分かれして系統樹を作り出している。十葉高校転入には、現在ざい籍せき高校からの転出手続きと、十葉高校への転入手続きが必要。十葉高校への転入手続きには、転入試験の合格が必要。転入試験を受験するには、現在籍校の在籍証明書と、願書一式と、授業料引き落とし準備が必要。授業料引き落とし準備には、「紅」名義の口座と、その口座番号の口座振ふり替かえ依い頼らい書しよが必要。「紅」名義の口座開設には、はんこと、身分証明書が必要。そんな感じに、何層にも分かれてどんどん枝分かれしてゆく。

（とりあえず……）

　赤ボールペンを握って、ノートの『はんこ』の文字を突つっつく。これは、結構重要アイテムだ。『願書一式』の下位系統樹アイテム『戸こ籍せき謄とう本ほんの写し』を入手する為ためにも、はんこは必要。三文判でいいから、とにかく手に入れないと。「紅」なんて珍めずらしい苗みよ字うじだし、注文しないと手に入らないだろう。

（じゃあ、今日の帰りに、注文、と）

　手を動かし、「はんこ」の下にメモ。『八月二十日、注文予定』。注文が終わって家に帰りついたら、この『予定』の二文字を消すことにしよう。

　と、決意した、その瞬しゆ間んかん、

　携帯電話の時計が、九時四十八分を、表示した。

「おい」

　鞄の中から、更に模も範はん解答のコピーを取り出し、声を掛かける。

「時間だぞ。そろそろ」

　ノートを閉じ、赤ボールペンを構えて、由宇の手元を、覗のぞき込んでみる。



　問　三十　作者はこの文章を書いているとき、どのような心境であったか。

　　　　　　　次の中から選べ（配点５）



　　言葉というものは、そもそも意味を記号化する事によって、伝達に関わる個体差を排はい除じよした伝達装置であり、故に、それによる相そう互ごのコミュニケーションについては、『意味の伝達の為の記号の伝達』という根源的な矛むじ盾ゆんを内包している。

　　言葉を費やしても、言葉のみでは届かないものもある。けれども、届けようとするその意思こそが相互伝達の始祖にして起源であり、それが即すなわち『人間らしさ』の発はつ露ろである。

　　ヒトは物質であり、その脳は結局の所神経線せん維いの塊かたまりに過ぎない。何物にも揺ゆるがしがたいこの事実を、とはいえ、衒げん学がく的虚きよ無む主義に立りつ脚きやくした思考停止の根こん拠きよにしてはならず、その上で「なぜ在るか」「どのように生きるか」を追求してゆく姿勢こそが、即ち『人間として生きる』事へと繋つながる重要なファクターである。

　　原げん稿こう料りよう値上げしろ。

 

「待て」

　思わず、手を出す透の前で、

「これで……完成だ」

　由宇は、『』の文字を、でっかく、解かい答とう欄らんに、記入した。

「ちょっと、待て」

　透は、もう一度、声をかけた。

「どうした？」

　やり遂とげた満足の視線で、由宇は、透の方を見た。

「いや…………」

　半はん端ぱな笑顔で、口ごもる。

「正解、だろう？」

　自信満々だ。

「以上で、国語の模も擬ぎテストは、終しゆう了りようだ。採点しろ、透」

　その表情のまま、全ての欄らんを埋うめ終わった解答用紙を、押おし付けてくる。

　受け取った透は、

　即そく座ざに、『問　三十　答え・』の上に、赤ボールペンでバツ印を書いた。

「なぜだ！」

　少女は、心底、意外そうな声を出した。

「どう考えても、しかありえないだろう、これは！」

「………………」

　透は、少女から目を逸そらし、窓の方へと、視線を泳がせる。

「……………………違ちがうんだ」

「なぜだ！」

　逸らした目の片かた隅すみで、模範解答のコピーを、確認する。

　問い三十の正解は、勿もち論ろん…………じゃ、ない。

「模範解答が間ま違ちがっている」

　由宇は胸を張って、真っ直すぐに宣言した。

　透は目を逸らし、窓を見つつ、後頭部で返事した。

「は……その、正しく…………ないんだ…………」

「馬ば鹿かな！」

　真っ直ぐな少女は、机を叩たたかんばかりに、抗こう議ぎした。

「問題文には、『作者の心境』と、書かれているではないか！」

「あ……あの…………」

「作者が、以外に、何を考えるというのだ！」

「…………」

「私は、正解を選んだ筈はずだぞ！　マルが貰もらえる筈だろう！」

「……………………くっ……」

「おい、なぜこっちを見ない、透！　私の方を見て喋しやべれ！」

　校庭のイチョウの木が、夏の日差しに照らされて、若草色に輝かがやいている。

　世界は、こんなにも、美しい。なのに、人間は…………

「透！　おい！」

「すまん…………」

「なぜ謝る！」

「マルは、つけられない。……答えは……作者の意図は……違うんだ……」

「だろう！」

「は……違うんだ……」

「おい！　なぜ俯うつむく！　なぜ視線を逸らす！」

「…………は……まずいんだ……」

「何がまずい！」

「色々と…………」

「作者に聞いてみろ！　本を書いている者を、誰でもいいからここに連れてきて、そして」

「そ……それは…………」

「おい！　何だ、その冷ひや汗あせは！　どうした透！　誰に気を遣っている！」

　前の席から、ページをめくる音が、静かに、響ひびいてきた。

「…………………………………………」

　蒼は、今日も、物静かだった。



　要するに。

　携けい帯たい電話の時計が、十一時十分を、表示した。

　要するに、こいつは、由宇は、『テスト慣れ』していないんだ。

　さっき終了した二つ目の教科『数学』を採点しながら、透は確認する。

　こいつにとって、『学力テスト』は、これが初めて、今、この場が初めてだ。

　図書館に入って、そして始めたこの手製模擬テスト、これが人生初めての学力テストだ。

　今、こいつがやっている三教科目のテスト、『英語』。これは、こいつが生まれて初めて見る、『英語』の教科だ。

　普ふ通つうに十五年生きていたら、小学校から中学校までの九年間で、否応なく何度も、こういう学力テストに触ふれる事になる。その経験の中で、様々な『テストのお約束』というか、『テスト用の、ものの考え方』というものを、徐じよ々じよにマスターしていく事になる。

　それで……まあ、さっきのような問題にも、対応できるようになる訳で……

　という訳で、こいつは『テスト』について……特に、さっきのような問題が出たりする文系科目については、ある程度の違い和わ感かんは、当然、あるわけだ。

「まあ、そのうち、慣れるだろ」

　言いつつ、『数学』の解答用紙を、採点してゆく。

『十葉高等学校一年生・一学期期末試験・数学・解答用紙』と書かれたそのＡ４紙は、ほぼ九割がマルで埋まっている。流石に、こういう理系教科には強い。

「基本は、出来てるから」

　かつては、一ヶ月かからず日本語をマスターしたくらいだからな。昔の事を、思い出す。

最近は流石に、あの時の『生まれたての赤あかん坊ぼうみたいな』知識吸収力は、なりを潜ひそめてしまっているけど、それでも、ちゃんと、頭はいいんだ。こいつは。

　最後の問題に、マルをつける。

　十葉高校の転入試験は、数学、国語、英語の、三教科を受ける事になるらしい。

　国語の模も擬ぎ試験点数は、ちょっと残念な結果に終わってしまったが、だが、国語なんか、転入試験三教科のうち、たかが一つの科目に過ぎない。

　一教科くらい点数が悪くても、他の二教科で取り返せば、何とか……

　…………。

「え？」

　赤ボールペンを持つ右手を、ぴたり、と、止める。

「…………ちょっと」

「何だ？」

『英語』に向かい合っていた由宇が、声を出した。

「……待て…………よ？」

　なんか……今、物もの凄すごく恐おそろしい発想が……脳の片かた隅すみに……浮うかんだ、ような…………

「…………おい……」

　自分の戦せん慄りつの意味も分からないまま、右手から、ボールペンを取り落とす。

　ボールペンは、カラカラカラ、と、軽い音を立てて、机の上を、滑すべっていった。

「どうした？」

　隣となりの席で、三教科目の科目、『英語』に向かい合っていた由宇が、声を出した。

「いや…………」

　ボールペンを取り落としたその姿勢のまま硬こう直ちよくした透は、口だけを動かし、返事。

　ええと……さっき……おれ…………何を…………考えたっけ？

　なんで…………こんなに、嫌いやな予感が、してるんだっけ？

　カラカラカラ……と、ボールペンが、転がってゆく。

　ボールペンは、蒼の手に当たって、止まった。

「……………………」

　蒼い瞳ひとみが水平移動し、そのボールペンを見つめる。

　透は、唾つばを飲み込み、そのボールペンを、同じく、見つめる。

　そう…………ええと、さっき……おれは…………

『こいつにとって、これは、人生初めてのテスト』。

　いや……違ちがう。その後ろ。その、もうちょっと、後ろ。

『これは、こいつが生まれて初めて見る、「英語」の教科だ』

　……………………。

　隣の席からは、さっきから、全く、シャーペンの音が、聞こえてこない。

　由宇は、『英語』に向かっている由宇は、右手を、さっきから、全く、動かしていない。

「…………」

『転入試験は、数学、国語、英語の、三教科』

「…………あ」

　今、彼女の瞳には、どんな景色が、どんな解答用紙が、映っているのだろう。

　確認したい。確認したくない。確認するのが怖こわい。確認したい。

「…………お」

　意味のない言葉の塊かたまりを喉のどから搾しぼり出しつつ、腕うでを伸のばして、ボールペンを拾う。

　蒼が、興味を失ったように、瞳を本に戻もどした。

「おい。ごそごそするな。気が散る」

　気が散るから、どうだって言うんだ。

　気が散ろうが散るまいが、関係ないじゃないか。

　気が散ろうが散るまいが、どっちみち、その解答用紙は、きっと「すまん…………」

　籠こもったような声で自らの思考を遮さえぎり、白熱した絶望のような脳を叱しつ咤たして、自じ罰ばつのような動きで、赤いノートを拾い上げる。

「テスト…………英語のテスト…………続けろ」

　引きつった声を出しつつ、赤いノートを、開く。

　恐こわ々ごわと…………『転入試験』から伸びる矢印を……辿たどってゆく…………

「う…………」

　矢印は、次のページへと、消えてゆく。ちょっと考えれば、分かったはずだ。少し考えれば、分かったはずだ。この恐るべき事実に、もっと早く、気付けたはずだ。なのに、なぜ、今まで、気付けなかったのだろう。透は、ノートのページを、捲めくった。

　矢印の先の、その文字列は、かつての無関心の復ふく讐しゆうをするかのように、黒く、禍まが々まがしく、輝かがやいていた。



　十葉高等学校・転入試験内容

　日　　程・八月二十九日

　試験科目・英語・国語・数学



「…………」

　透は、唇くちびるを舐なめた。

「…………おい」

　視線を『英語』に釘くぎ付けたまま、隣の少女に、声をかける。

「何だ？」

「お前…………」

　そっと……

「そういえば…………」

　そっと……底とてない深しん淵えんを望むように、そっと……

「英語、とか……」

　少女の、シャーペンの先を、『英語』の解答用紙を…………

「一切、知らないんだよ……な…………？」

　解答用紙を…………確認……する。

「全然……見た事も……ないんだよ、な…………？」

　解答用紙は…………『紅　由宇』と記入された、英語のテストは…………

「ああ」

　真っ白…………だった…………

「知らん」

　あああああああああああああああああああああああああああああああ

　脳の中で叫さけぶ小人を叱咤しながら抑え込みつつ、もう一度、自じぎ虐やくのように『英語』の解答用紙を確認。真っ白。名前欄らん以外、何の記述も、されていない。当たり前だ。勉強もしてないのにそもそも見た事も無いのに分かる訳ないじゃないかああああああうわあああああああああああああああああああああああああああああああああ

「お…………」

　赤のノートを、もう一度、確認。『英語』の文字は、勿もち論ろん、消える事も失せる事もなく、そこにある。転入試験科目、英語・国語・数学。以上。

「ち、つけ、よ……」

　落ち着いて。そう、落ち着いて落ち着いて。

　ばっ、と顔を動かし、少女の姿を、確認する。

「何だ？」

　こいつは……今、空白の解答用紙を前に、座っている、こいつは……

　転入試験を、目前に控ひかえた、この少女は……

　三百点満点の三分の一、百点を支配している『国語のテスト』に、慣れていなくて……

　そして……さらに、三分の一……百点を支配している『英語』を……

　全く、一から、十まで、知らない。多分、アルファベットすら。

「あああああああああああああああああああああ」

　盲もう点てん、だった。

『なんかコイツ頭いいし、転入試験くらい何とかなるだろ』くらいの感覚でしか、認識していなかった。

　膨ぼう大だいな手続きの方に気をとられ、肝かん心じんの『受験』を、忘れていた。

　こいつは、今まで、テスト勉強を、したことがない。

　その意味も、多分、分かっていない。

「…………やばい……」

　携けい帯たい電話を取り、カレンダーを確認。今日は、今日は、ええと、何時だ。ああもう。落ち着けって。焦あせるな。本当焦るな。今日は、愛華の補習授業、一日目だ。月曜日。つまり、ええと、八月の、二十日。そして、転入試験の日取りは、

　八月、二十九日。

　鼻血が出るかと思った。

「おい」

　機械人形の動きで首を動かし、少女の顔を、見る。

「あと、八日しか、ないぞ」

「何が？」

　少女は、気楽な顔で、呟つぶやいた。

「こ……こ、こ……」

「鶏にわとり？」

「コケーッ！」

　赤いノートを捲めくり、『　本人』から伸のびてゆく矢印を、確認。

　戸こ籍せき上の『紅　由宇』は、中学三年まで学校に通い、そして、今年の一月、東京の私立高校に、十葉高校ではない高校に、合格したらしい。そして、入学手続きを済ませて……

二月十二日、あの事故に巻き込まれ、家族は死亡、一人、『行方不明』に、なった。

　で、ただ一人、『八月一日に、発見・保護されて』、ここにいる。

　つまり、由宇は今、『四月から私立高校に在ざい籍せきし、一身上の都合によって一学期を丸ごと欠席し、そして引ひつ越こし・経済的事情によって、二学期九月一日から、近所の公立高校、十葉高校への転入を希望している』と、そういう立場になる。

　……その、十葉高校への転入試験に、滑すべったら…………

「そこで、今年は、終わりだ。もう、チャンスは無い」

　その『東京の私立高校』に、戻もどる事は出来ない。

　制度的にも物理的にも、勿論立場的にも、それは、非常に難しい。退学するしかない。

　という事は……

　という事は、転入試験、滑ったら……

「やり直しだ」

　透は、ノートを閉じて、言った。

「これから半年待って、来年の四月、一年生として、入るしかない」

「む」

　事の重大さが、よく分かっていないようだな。

「一年遅おくれに、なる」

「そうか」

「実質、高校浪ろう人にんだな」

「なるほど」

　由宇は、重々しく頷うなずいた。

「大変だな」

　ああああああああああああああああやっぱりこの子っ根本的に分かってないっ

「同い年の筈はずの愛華が、先せん輩ぱいになる」

「なんだと！」

　分かったようだ。

「廊ろう下かとかですれ違ちがっても『さん付け』だ」

「『愛華さん』と、呼ばなければならないのか！」

「先輩だからな、敬意を込めて呼ぶんだよ」

「そして、理り不ふ尽じんなシゴキにも、耐たえないといけないのか！」

　またどっかで妙みような事を勉強しやがったな。

「『ジュース買って来い。五秒で』とか、百円玉を投げつけられるのか！」

「『ファンタアップル探して来いっつっただろ！』って怒おこられるんだよ」

　ゴメン愛華。

「許せん」

「そんなら！」

　止とどめのように、透は叫さけんだ。叫んで、遠くからにらんでくる男子生徒の視線に気付き、慌あわてて愛想笑いで頭を下げ、声のトーンを落とす。

「…………勉強しろ」

「むう」

「あと、八日だ。八日漬づけで、何とかしろ。詰つめ込めるだけ、詰め込め」

「詰め込み教育は情操に悪い」

「つべこべ抜ぬかすな受験は戦争だ」

「もっとゆとりが欲しい」

「ゆとり教育は失敗した」

「なんと無責任な」

「知るか。『ゆとりません勝つまでは』。はい復唱」

「偏へん差さ値ちで人を測るな」

「偏差値は魂たましいの価値だ」

「怖こわい」

「うるせえ」

　透は立ち上がり、宣言した。

「勉強するぞ！」

　正午を告げるチャイムが、愛華の補習終しゆう了りようを告げる合図が、鳴り響ひびいた。





　部屋の片かた隅すみの、忘れられた古時計が、正午を、指し示した。

『彼』は、それを見つめ、残りの時間を、計算する。

　

　彼は、周囲の人間には、「タクミ」と、呼ばれている。

　彼の本名は、中なか野の拓たく未みという。

　彼の両親は、将来、未来を切り拓ひらく男になって欲しいと思い、彼にこの名をつけた。



　彼が自らの「力」を自覚したのは、それから五年後、五歳さいの時だった。

　彼は、周囲の人間よりも身体が大きく、腕わん力りよくが強かった。

　彼は、つまり、「力持ち」だった。

　彼は、自分のその「力」を、周囲の人間に向けて、使った。

　彼は、周囲の人間を、殴なぐった。

　彼の周囲の人間は、彼の言う事を、聞くようになった。

　彼の友人の「直なお哉やくん」も、殴れば、思い通りになった。

　彼の「力」は、とても強力で、効果的だった。



　彼が十歳になった時、彼の世界に、敵が出現した。

　敵の名は、「大人」だった。

「大人」の持つ「力」は、彼のそれよりも遥はるかに強く、彼の世界は、なすすべもなかった。

こいつらは、「桁けた外はずれの強大な力」を持っており、自分は、とても、敵かなわない。

　彼は、そう理解し、一時、おとなしくなった。

　彼にとって、その期間は、雌し伏ふくの時だった。

「力」を蓄たくわえ、「力」を鍛きたえ、「より強い敵」に、勝利する。

　世界は、そんな形を、していた。



　十五歳になり、ついに、彼の力は「大人」を、超こえた。

　彼は、かつて敵わなかった強大な敵、「大人」に、勝てるようになった。

　だから、彼は、「大人」に、挑いどんだ。「大人」を殴った。

　殴られた「大人」は、おとなしくなった。

　彼は「ナオヤ」を、また殴り始め、自分の部下として、こき使った。

　相手が何を言おうが、何を考えていようが、関係ない。ただ、殴る。

「力任せ」に、ただ、殴り続ける。それだけ。

　一発殴って駄だ目めなら、二発。二発殴って駄目なら、三発。永遠に殴られ続ける事など、誰にも、出来はしない。殴り続けていれば、いずれ、どこかで、こちらに従う。

　彼は、辛しん抱ぼう強く注意してくる「大人」達を、ただ、ひたすら、殴り続けた。

　その「大人」の中には、十五年前、彼に拓未の名を与あたえた、二人の姿もあった。

　彼は、全く、気にしなかった。

「大人」は、自分より、弱いのだから、気にする必要は無い。

　彼は、周囲の者を殴り続け、そして、再び、玉座に着いた。



　その玉座は、更さらに、大きなものをも、手にできる場所だった。

　様々なものが、周囲の人間から、彼の手に入ってきた。

　テストの点数、成績、高校への進学。そういったものですら、それを管理する者を、管理する者に近しい者を殴りさえすれば、手に入った。

　他の全ては、彼の世界にとって、何の関係もなかった。

　殴りさえすれば、他人は、言うことを聞く。

　余計な事をしようとするヤツは、殴ればいい。

　そのうち、そんな馬ば鹿かな試みをするヤツは、いなくなる。

　自分の「力」は万能で、それには、誰一人、対たい抗こうできない。



　彼は、「強大な力」を、有していた。

　他の全ては、彼の「王国民」が、行った。

　世界は、そんな形を、していた。



　十八歳の時、彼は、彼より強い男に、出会った。男は、卑ひ口ぐちと言った。

　卑口は、『白い人』に、『宝石』を貰もらって、『力』を、手に入れていた。

　その『力』は、彼の「力」よりも強く、だから、彼は、卑口に、従った。

　いずれ、自分も、その『力』を得て、この男の上に立つ。

　かつて、「大人」の上に、立ったように。

　彼は、常に、そう、思っていた。



　そして、卑口は、死んだ。

　彼は、『力』を、手に入れた。

　彼は、また、玉座に、座った。



「『ユーイチ』は…………」

　薄うす暗ぐらい部屋、彼が隠かくれ家がに選んだその部屋の中、彼は『ナオヤ』に、声をかけた。

「……どこに、行きやがった？」

「知らねえよ」

　ポケットに手を入れたまま、吐はき捨すてるような返事──

　それが、気に入らなかったので、彼は、『ナオヤ』を、殴なぐった。

　毎度おなじみの、この数年、何十回体験したか分からない、バキッ、という感かん触しよくと共に、『ナオヤ』は、吹ふっ飛とんだ。

　狭せまい部屋の雑多なガラクタが、『ナオヤ』の身体になぎ払はらわれ、もうもうと埃ほこりを上げる。

　彼は、倒たおれた『ナオヤ』を、ただ、黙だまって見下ろす。自分から声をかける必要は無い。殴れば向こうが勝手に、更に殴られない為ために考え、行動し、喋しやべり始める。

「し…………知りま、せん」

　殴られた頬ほおを押おさえ、立ち上がった『ナオヤ』は、いつも通り、丁てい寧ねい語ごを使った。

　丁寧語を使いつつ、憎ぞう悪おの瞳ひとみを、彼に向けた。いつも通り。

　彼は、そんな瞳など、気にしない。気にした事は無い。

『ナオヤ』は、自分より弱く、だから、その憎悪など、何も怖こわくは無い。

『ナオヤ』が、殴りかかってこようと、自分は、決して、殴られない。

　だから、『ナオヤ』の憎悪や怒いかりなど、自分は、全く、気にしなくていい。

　自分は、あの、『白い人』に、願いを、叶かなえてもらった。

　自分は、『凄すさまじい力』を、手に入れた。

　そして、さらに、もうすぐ、『超ちよ越うえ的つてきな力』をも、手に入れる。

『超越的な力』は、ひょっとしたら、『世界』をすら、手に出来る力だ。

　彼にとって、必要な事は、それだけだった。



「あの……」

　殴られた『ナオヤ』は、憎悪の視線のまま、おどおどと、喋り始めた。

「ユーイチのヤツ、消える前……この隠れ家見つける寸前くらいに……オレのケータイに、『スゲー「宝石」持ってるヤツいた！　今から、そいつブッ倒して、奪うばってくる！』とか……入れてたんで……そいつ襲おそって、で、逆に、やられちまったんじゃ……ないか……と」

「ケッ」

　彼は、地面に、唾つばを吐いた。

「クソが」

　地面に唾を吐いて、彼は思う。『ユーイチ』は、そいつに、負けたのだろう。恐おそらく。

　……そいつに捕つかまり、知っている事を、洗いざらい、吐かされているかもしれない。

『ユーイチ』は、この『隠れ家』の事を知らないから、この場所はばれてはいないだろうが、だが、少なくとも、『白い宝石』の事は、『超越的な力』の事は、その為の『準備期間』の事は、そいつの耳に、入ってしまっているだろう。

「クソが」

　もう一度、吐き捨てる。余計な事を。『超越的な力』を手に入れるまでの準備期間は、ここで隠れていようと思っていたのに。余計な事を。

　彼は、八つ当たりのように、『ナオヤ』を、睨にらみ付ける。

『ナオヤ』の瞳が、更さらに、憎悪に満たされる。彼は、そんな事は、気にしない。

「テメェは、余計なこと、すんじゃねぇぞ」

「…………はい」

「テメェは、オレの奴ど隷れいとして、動いてりゃいいんだよ」

「…………はい」

「あと、十二日なんだから、な。十二日、ここで我が慢まんすりゃ、オレの『力』は、完成するんだ」



　彼は、その『白い宝石』を得た時に、身体で、理解した。

　この『宝石』は、時間経過で、自分の身体に、馴な染じんでいく。

　あと十二日で、自分の身体は、彼の『白い宝石』に、完全に、馴染む。

　あと十二日で、自分の身体は、完成する。自分は、『超越的な力』を、手に入れる。

　あと十二日で、自分は、広大な『王国』を、『世界』を、支配するように、なる。



　九月一日に、彼は、強大な『力』を、更に大きな『世界』を、手に入れる。





　愛華の補習が終わったら、四人連れもって、歩いて帰ることになる。

　午後の太陽が、アスファルトの上に、四つの短い影かげを落としている。

「由宇ちゃん……」

　愛華が、横を歩く由宇に、声を掛かけた。

「九月一日に、転校してくるんですよね？」

「そうだ」

　由宇は、確定のように、胸を張った。

「お前と、同じ学年だぞ。断じて」

「転入試験に通ったら、でしょ」

「通る」

　大きく、頷うなずく。

　透は、その横顔から密かに目を逸そらし、こっそりと、息をついた。

　あと、八日で……本当に、大だい丈じよ夫うぶ……なんだろうか？

「あ」

　目を逸らしついでに振ふり返り、後ろから付いてくる蒼に、声を掛ける。

「蒼さん、ちょっと、あそこ、寄っていくから、さ」

「………………………………」

　蒼い子は、無表情のまま、微びみ妙ように、顔を動かした。『頷いた』の、だろう。多分。

　目の前、今まで歩いてきた幹線道路の脇わきに、「グランドショップ十葉」と看板がかかった垢あか抜ぬけない建物が建っている。地元の人間には「市いち場ば」とも呼ばれる（祖父も呼んでいた）、地域密着型のスーパーマーケット。

　売り場面積や店てん舗ぽの大きさなどは大きなデパートには及およばないが、手近な客をターゲットにした、小回りのいい手軽な立地条件。昼間や夕方などの時間には、近くの主婦や一人暮らしの若人たちで、それなりに店の中はいっぱいになる。

「で、」

　入り口の自動ドアをくぐり、買い物カートを引っ張って一台取り出し、愛華は呟つぶやいた。

「今の所、何点くらい取れてるんですか？」

「む…………」

　少し、口ごもった由宇の代わりに、

「数学が92点、国語が53点、英語は７点だ」

　透は、カートを受け取りつつ、答えた。ちなみに英語７点の内容は、四ヶ月前に彼女が流し読みした、高二教科書の知識だ。記き憶おくの片かた隅すみに、ちょっと残っていたらしい。たったそれだけで高一のテスト７点も取れるのは、確かに物もの凄すごい事かもしれない。が、

　しかし、７点、だ。

「……合計、１５２点です、か…………」

「透！　お前、安易に個人情報を！」

「本当の事なんだから、仕方ない」

　カートを押おして、店内へと進んでゆく。女の子三人に囲まれて買い物、というのは、男の立場としてはそれなりに心躍おどる体験ではあるものの、とはいえ、目前に迫せまる状じよう況きようを考えれば、浮うかれている場合では、勿もち論ろんない。

　まず、目指すは文具コーナー。『文具』とプラスチックプレートが掛けられたコーナーの前で、透はカートを止めた。

「とにかく」

　由宇の方へと振り返り、声を出す。

「ここから、スタートだ。勉強だ。点数をとらないと、高校には、入れない」

「む」

「数学は、まあいい。国語は、問題数さえこなせば、慣れるだろう。やはり、英語だ」

　売り場に積み上げられている単語帳を、どさどさどさ、とカゴの中に突っ込んでゆく。

「何だ？　その変な紙束は？」

「単語帳、知らないんですか？」

「知らん」

「学校では、こういうのを使うんだよ」

　店頭にありったけの単語帳、しめて十四冊。まあ、これだけあれば充じゆ分うぶんか。

「でも……７点、って、流石に……」

「おっ……！」

　由宇は、愛華をびしっ！　と指差した。

「お前は、何点取ったんだ、愛華！」

「え」

　愛華は、一歩、退ひいた。

「何点だったんだ！　その『一学期期末テスト』とやら！」

「あ、ええと……」

　追ってくる由宇の瞳ひとみから逃のがれるように、天てん井じようを見つめる。

「……その、三教科の合計なら……由宇ちゃんより、13点ほど、上です」

「内訳は？」

「英語は、83点でした」

「国語は？」

「え…………と……？」

　追ってくる由宇から、更さらに目を逸そらす。

「何で、おれの顔を見るんだよ」

「えへへ…………えーと…………60点くらい？　です…………」

「数学は？」

「……………………ねえ？」

「何が『ねえ』だよ」

　そりゃあ、補習授業にも引っかかるよな。透は、心の中だけで思った。

「三教科しか、引っかかってないです！」

　威い張ばる事ではない。

「とにかく、他人の事なんかいい。転入試験だ。……ええと」

　単語帳の他には……チェック用のマーカーペン、替えのシャーペンの芯しん、そして、ノート。カゴの中が、どんどんいっぱいになってゆく。

「そこの本屋で、『紅』のはんこ、注文するから」

　グランドショップ十葉の向かいには、幹線道路を挟はさんで大きな本屋があり、はんこの販はん売ばい・注文も、取とり扱あつかっている。

「ついでに、参考書を買いそろえておこう」

　中学一年生から高校一年生の半ばまで。合計、三年半分の英語。流石に、『たった八日』で詰つめ込むには、かなり無理があるかもしれない。が、仕方ない。せめて、数学の足を引っ張らない程度の点数を、取るしかない。残りの日々は、その為ために使う事にしよう。

　カートを押し『文具コーナー』を後にしながら、透は決意した。

　この四人は常に一いつ緒しよに行動しなけりゃならないから、毎日愛華の補習についていって、午前中は図書館で勉強。そして、帰りがてら買い物をして、午後は家で勉強。夕方は『制せい御ぎよ回路複製』のために、愛華と抱だき合………………いや、愛華と、物理接せつ触しよくをする。

　こういう感じのスケジュールで、どうにか、九月一日までに、カタチにしよう。

　九月一日から、こいつは、学校へ、行くんだ。

「転入についての書類とか手続きとかは、もう、おれが全部、どうにかするから。

　お前は、勉強に集中しろ」

「わかった。任せておく」

　任せられた。自分で言っといてなんだが、これは結構プレッシャーだぞ。

「でも…………」

　カートの右側を歩く愛華が、真面目な顔になった。

「そういう手続きって、今からでも、大だい丈じよ夫うぶなんですか？」

「うん…………」

　愛華も、口ではどうこう言いつつ、ちゃんと由宇のことは心配している。



    

  
    
      「そこは……まあ、部長経由で、校長とかに頼たのんで、どうにか……」

　自分が在ざい籍せきしている『学園行事実行部』の部長は、かなり、先生方と、個人的に親しいらしい。また今の校長も、実はうちの部のＯＢで、現在の部員については、憎にくからず思っているようで……十六日に頼んでみた所、何とか、してくれる、ようだ。

「『有力者へのネマワシ』というヤツだな」

「どこでそんな言葉を覚えているんだ」

「『ネゴシエーター・リカ』の三大得意技の一つだ」

「まだそれ見てるのかよ」

「ちなみに他の二つは『お土産』と『義理倒たおし』だ」

「超ちよう強力じゃないか」

「あ、そのアニメですか」

　愛華が、手を上げた。

「例の海旅行の時、旅館で一緒に見たアニメですよね。あれはいいですよ」

「本当かよ」

「本当です」

　手を下ろし、大きく頷うなずく。

「魔ま法ほうの国から来たリカは、人間の社会の一員になって、そして、魔力に頼たよらず、周囲の人との対話、つまり『人間の力』で、人間の問題を、解決していくんです。

　アニメだからって、舐なめちゃいけません。結構深いんですよ」

「本当かよ」

「今度の放送では、いよいよライバル魔法少女が登場しまして」

「ついにライバルまで」

「黒衣の金きん髪ぱつツインテールの『魔法少女マオ』です。ネットの掲けい示じ板ばんでは早くも『リカ派』と『マオ派』に分かれて、『どっちがおれの嫁よめに相応ふさわしいか』という論争が、日夜」

「何をやっとるんだ」

「マオはリカとは違ちがって、その強大な魔力をバックにした『力ずく』で、両りよう陣じん営えいを威い圧あつし、無理やり従わせる事によって、事態の解決を図るんです。

　いちいち意見を聞いて、少しずつ調整していくリカとは、効率が全然違うんです。で、リカは悩なやむんですよ。自分の道は、正しいのかなぁ…………って」

「それはそれは」

「この話、どうなるんでしょう。これから」

「おれが知りたい」

「透さんは、リカ派ですよね」

「え？」

　愛華は、カゴに顎あごを載せて、微笑ほほえんでいた。

　……………………。

「うん」

　透は、返事した。

「ツインテールは、好みじゃない」

「お前らは、一体、何の話をしてるんだ」

「大事な話ですよー」

「何だと！」

「ち、ちょっと待て由宇。そんなに大げさな話じゃない。あ、ところで、その

　……ええと、あ、そうだ。お前、勉強しないとだし、食事当番は、おれが、代わりに」

「いや」

　由宇は前を見たまま首を振ふり、行く先の『生せい鮮せんコーナー』を、指し示した。

「私が、作る」

「そうか」

　まあ……そういう事も、大事かも、しれない。

「今度こそ『満漢全席』を」

「だから、もっと簡単なのにしろって言ってるだろ」

「愛華は難しいのを作ったぞ」

「うふふふふふふふ。難しかったですよー。由宇ちゃんには無理かもー」

「あ、愛華さんっ。よ、余計な事をっ」



　三人の、脇わきで、

「…………なぜ」

　蒼い少女は、静かに、口を動かした。

「……………………敵が、いるのに」

　口を動かして、囁ささやきのような独り言を、風に乗せる。

「……………………………………………………戦わない…………の？」

　その言葉は、誰の耳にも、入らなかった。





「さて、こんなもんですか」

　浅あさ黄ぎは、鞄かばんのファスナーを閉め、一言、呟つぶやいた。

　鞄を持ち、席を立とうとしたその瞬しゆ間んかん、机の上の電話が、鳴り響ひびいた。

「……………………」

　三秒待って、そして、受話器を取る。

「もしもし？」

「ちわーっス。灰はい人とでーす」

　浅黄は、電話を切った。

　静かにそのまま部屋の電気を消し、外へと歩き出す。部屋のドアを開け、外へと一歩踏ふみ出したその瞬間、今度は、ポケットの中の携けい帯たい電話が、鳴り響いた。

「何ですか？」

「何で、いきなり切るのさ！」

　受話口の向こうから、毎度の少年の声が響く。

「出かけるんです。出張ですよ。私の携帯電話、電池少ないんですから、用がないなら」

「ぼくはもう、暇ひまで暇で」

「私は、暇じゃないです。関西まで、行くんです」

「何をしに？」

「仕事です。また、『発はつ症しよ者うしや』です。……何でわざわざ、そんな所で悪さしてるんでしょう。もっと近くで、やればいいのに」

「飛行機乗るの？　いいなあ。ぼくも乗りたい」

「何か、用ですか？」

「なんて冷たいんだ。ぼくは死に掛かかったってのに」

「なんで死んでないんですか？」

「『ユーイチ』…………！　手ごわい相手だった……！　実に……！」

「今度は何の映画ですか」

「漫まん画が」

「そうですか」

「ぼくの『沈黙の鎮魂歌サイレント・グレイブ』を食らって、なお生きてたのは、ヤツが初めてだ……！」

「なんですかそれは」

「初めて使った。ええと、『宝石』の一部を右みぎて掌のひらに移動させて、指向性超ちよ音うお波んぱによる物体共きよう振しん振動を放って対象物の構造を」「何時の間にそんな余計な事を」

「発動に三分かかるし射程が五センチなのが玉に傷」

「致ち命めい的てきです。普ふ通つうに殴なぐってください」

「キメは必殺技だろ」

「そんな事してるから、『絶対安静』に、なるんですよ」

「ちょっと後こう悔かいしてる。部屋から出れないって辛つらいんだけど」

「あの怪け我がで、翌日平気な顔でウロついてたら、またうるさい連中が、警けい戒かい強めますのでね。今週いっぱいは、出てはいけませんよ。分かってるとは思いますけど」

「そろそろ、食料とかがなくなってきたんだけど」

「ちょうどいいですね。多少死にかかった方が、病み上がりにリアリティが出ます」

「君も、必殺技とか考えればいいのに。その右みぎ腕うでを使えば、カッコいいやつが」

「別にいいです」

「蒼が『本来の姿』で襲おそってきたら、どうするつもりなのさ」

　浅黄は、左手で電話を掴つかんだまま、右手で、建物のドアを開けた。

「君も、忘れてないとは、思うけど」

　電話の向こうの少年は、平へい坦たんな声で、言葉を続ける。

「彼女は、『敵』なんだぜ。ぼくらの」

　背後で、ビルの電子錠じようが、閉まった。

「そうとは、限りません」

「彼女は、『自死』なんだぜ」

　灰人は、同じ調子で、言葉を吐はいた。

「彼女は『自死』なんだ。彼女の宝石、蒼の宝石の、半分は『自死』だ。

　……忘れた訳じゃ、ないよね？　彼女は、心の半分で死にたい死にたいと思ってて、そして、今も、そう思ってるんだよ。残る半分も、だから、生きる意思なんて持ってないし、何の希望も、持ってない。だから、ああして、何も喋しやべらないし、何にもしないんだ。無感情、無表情なのさ。そりゃ、今は大人しくなってるよ。けど、分かるもんか」

「由宇さんは、平気で近くにいますけど」

「気付いてないだけさ」

「いえ、多分、気付いてますよ」

「なら、家から追い出す筈はずだろ。何で、平気な顔で」

「それは……透さんが、」

「……あの、さあ」

　言葉の途とち中ゆうで、少年は、ため息をついた。

「君、最近、なんだか、考え方がおかしくなってるよ。いつから？　あの時から？　

　……君が、蒼に、誰を重ねているのかは知らないけど、その辺は」

　浅黄は、足を止めた。

「下着、忘れました」

「突とつ然ぜん、何っ？」

「替かえの下着、鞄かばんの中に、入れ忘れました」

「……大変だね」

「まあ、コンビニで買うから、いいです」

「ああそう」

「じゃあ、切りますよ」

「ちょっと待って……。聞きたい事、あったんだよ」

「何ですか」

「『ユーイチ』くん、どうなった？　ちゃんと死んだ？」

「生きてます」

「え？　なんで？　『灰色の風フオルセテイ・グレイ』の……直ちよ撃くげきを受けて……!!　馬ば鹿かなっ……！」

「入院しました。隔かく離りび病よう棟とうに。調書は取ったし、情報も聞きました。ご心配なく」

「やっぱり、爪つめとか剥はがして『吐けー』ってやったの？」

「いえ、脳です」

「脳」

「その話によると、ですね」

　浅黄は、夜の街を歩きながら、再び、携けい帯たい電話に向かって、喋り始める。

「『タクミ』が『白い人』と接せつ触しよくしたのは、今年の六月と、七月。卑口との縁えんが切れてから、ですね。卑口とは、完全に別件で、接触した訳です」

「そうなの」

「そうです。それで、……彼の『白い宝石』は、卑口のとは……今までの、標準的な『宝石』とは、かなり、様子が、違ちがうようですよ、何故かは、分かりませんが」

「どう、違うのさ」

「彼、『変態』するんです」

「ほら。ぼくの予想は、当たった」

　少年は、得意げな声を出した。

「今度の敵は、『変態』する。そう言っただろ？」

「もうちょっと、誤解を招きにくい表現にしてもらえると、助かったと思います。ええ。

　……彼は、『宝石』が身体に馴な染じむに並行して、その身体構造そのものが、変化してゆくんです。腕わん力りよくどころか、そのカタチ自体が、『人間離ばなれ』を、するんですよ。

　……そのせいで、少し、馴染むのが遅おくれているみたいですけど、その分、終しゆう了りようしたら、ちょっと、恐おそるべき存在に、なりそうですよ。ええ。『超ちよ越うえ的つてきな力』って、ヤツです」

「時間経過と共に強くなり、制限時間突とつ破ぱで完成。まさに『敵』って感じだよね」

「呑のん気きな事を……蒼さん、大変ですよ。

　せめて、『ユーイチ』が、奴やつらの隠かくれ家がの場所を知っていれば、良かったんですが」

「まあ…………ね。大変そうだねぇ。大変になるよ。もうすぐ」

「一応、『タクミ』についての情報は、書類に纏まとめて、透さんの所へ送付しました。

　明日か、あさってには、つくと思うんですけど。ええ」

「そっちじゃないよ」

　電話の向こうで、少年は、言い切った。

「ぼくが言っているのは、もう一人の方。『ナオヤ』の方」

「？　『ナオヤ』は、あくまでも、『破片』の筈ですが。時間経過でどうこうという事は、無いはずですよ。そりゃあ、普ふ通つうのヤツより、かなり、腕力は強いそうですが」

「あの、さあ」

　少年が、口を開いた、その瞬しゆ間んかん、

　ぶつっ。

　携帯電話の電池が、なくなった。





「ありゃ」

　灰人は、携帯電話の画面を見て、呟つぶやいた。画面の『通話中』の文字が、消えている。

「…………まあ、いい、か」

　電話を操作し、電話帳から、別の番号を捜す。

『紫し暮ぐれ』と表示された番号を見つけ、少年は、また、通話ボタンを押おした。

「……もしもし？　ああ」

　電話が、繋つながった。

「うん…………例の、話。十葉の『白の使徒』の、ついでの話。そう、透くん」

　電話の向こうの相手に向けて、少年は喋しやべる。

「彼、そろそろだよ。そろそろ、来るんじゃないかな。君か……ぼくの所…………に」

　電話をかけながら、灰人は、ゲーム機のスイッチを、入れた。



『ナオヤ』は、『タクミ』の傍そばで、奴ど隷れいのように、こき使われているだろう。

『ナオヤ』は、思うはずだ。『オレに、もっと「宝石」が、あれば……!!』

『ナオヤ』は、『宝石』を、欲しがっている。

　そして、思い出す。『そういえば、この近くに、「宝石憑つき」が、いたような！』

　そう、『ナオヤ』は、由宇と、透の存在を、十葉市にいる『宝石憑き』の存在を、知っている。つまり、『ナオヤ』は、これから、透と由宇を、襲おそう。確定的に。



「透くん……『制限回路』なんか、使っちゃってさ、ろくに、戦えない状じよう況きようなんだ」

　また、ゲームが、始まった。

「ま……一人か二人、やられれば、懲こりて、ぼくの所へ、来るさ。

　……誰にも負けないほど、『強く』して、あげられる……だろ？　うん……ま……確かに、大した話でも、ないけどさ、この機会だし。一応、ツバくらいは、つけとかないと」

　興味なさげな顔で、ゲーム画面を、ただ、見つめる。

「彼、愛華ちゃんと、同じ、なんだよ。うん。この目で、確認してきた」

　主人公が、最後のボスを、倒たおした。

「そう。彼も、『そう』だ。……まだ、芽生えてないし、本人も、気付いて、ないけど」
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　新聞集金の人に貰もらったカレンダーが、冷蔵庫にマグネットで貼はり付けてある。

　安っぽい紙製の、月ごと一枚ものカレンダーだが、書き込みスペースが大きく、直接記入できるので、こういう場には都合がいい。カレンダーの右上にはボールペンが引ひっ掛かけてあり、何か予定が出来たら、これで直接書き込んでいく方式。

　透とおるはボールペンを取り上げ、カレンダーの「25日」に、大きく、バツ印をつけた。

　25の次は、26。今日は、八月、二十六日。日曜日。

　愛あい華かの補習は、一日だけ休み。転入試験まで、あと三日。新学期まで、あと六日。

「……三日か」

　透は、ボールペンの先を引っ込めて、呟つぶやいた。

「だから、ｍｕｓｔ（しなければならない）を、ここで使うんですよ」

　ボールペンをカレンダーに引っ掛け、振ふり返る。

「ｍｕｓｔは、自分の意見を言う時にも、使うんです」

　背後、食堂の椅い子すでは、由ゆ宇うと愛華が今日も英語の勉強中。付ふ箋せんと書き込みだらけになった参考書を中央に置き、それぞれの前にノートを開いて大だい奮ふん闘とう。今日は朝から数時間、みっちり座りっぱなしだ。

「例文は『Ｗｅ　ｍｕｓｔ　ｂｅｌｉｅｖｅ　ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ』。つまり、」

「つまり……」

　由宇は、自分の前のノートに、愛華の例文を、そのまま筆記した。

「あ。単語のつづり、覚えましたね」

「このくらい、簡単だ」

　得意げに言いつつ、シャーペンの先でノートをつつきながら、頭をかく。

「『ｂｅｌｉｅｖｅ』は、昨日、単語帳に書いた単語だ。『信じる』だったな。そして……」

　そのまま、ぐしゃっ、と、赤あか髪がみを一まとめに握にぎる。

「『ｏｕｒｓｅｌｖｅｓ』は……確か……『私達自身』」

「そうです……なんか、どんどん覚えてますね」

「当然だと言っているだろうが……つまり、この文は、『私達は、私達自身を、信じなければならない』……と」

「その通りです。それが、『自分の力を信じよう』という、『私』の意見になるわけです」

　透は振り返ったまま冷蔵庫を開け、麦茶のペットボトルに手を伸のばした。

「お茶、いる？」

「ファンタアップルがいいです」

「ゴメン。ない」

　ペットボトルを取り出して冷蔵庫を閉め、台所へと移動。流しの横にある『使用済み食器コーナー』からコップを四つ取り、蛇じや口ぐちをひねって水洗い。四つのコップを洗いつつ、台所の窓から、何となく外を見てみる。

　相変わらず照りつける極太レーザーのような日差しと、それにじわじわと焼け焦こがされるような庭。いよいよ切せつ羽ぱ詰つまった、セミの鳴き声。夏は、まだ、続いている。……が。

　視界を、庭の上空を、一匹ぴきの赤トンボが、すいっ、と横切っていった。

　蛇口をひねって水を止め、コップを四つ、お盆ぼんの上に並べる。

　そう、何だか……レーザーの日差しの隙すき間まから、夏の太陽がふと息をついた、その瞬しゆん間かんに、少しずつ紛まぎれ込むように……少しずつ、秋が近づいてきているような、いないような。

　四つのコップに麦茶を注いで、お盆を手に食堂の方へと向き直る。机の上に散らばる各種勉強道具、それを避よけてお盆を置き、由宇と愛華の前に、コップを置く。

「そういえば…………」

　三つ目のコップを、二人の正面に座っている蒼あおいの前に置き、その横の椅子に座る。

「はんこの受け取りって……今日だっけ」

　二十日に本屋で頼たのんだ、『紅くれない』のはんこ。確か、今日、出来ているはずだ。

「！　そうか！」

　ノートから顔を上げ、由宇は叫さけんだ。

「取りに行こう。あの本屋だったな。取りに行かなくては」

「ダメですよ」

　愛華が、参考書に新たな付箋を貼りながら、言った。

「午前のノルマは、まだ達成してないです」

　この子は、結構熱心だ。この一週間で、すっかり家庭教師が板についた。

「今日中に、中学三年生まで、一通り終わらせる予定なんですから」

「むう…………」

　立ち上がりかけていた由宇が、不承不承、腰こしを下ろした。

　…………。

　透は、麦茶を口に含ふくみつつ、思う。

　…………ひょっとして……こいつ…………飽あきている、のだろうか？

　不満げな横顔を見つつ、しみじみと感かん慨がい。

　こいつ、昔は……そう、四ヶ月前、この家に来たばかりの頃ころは……『情報収集作業』を始めたら、もう一心不乱。トイレにさえ立とうとしなかったのに。たった二週間やそこらで、日本語をマスターしてしまうほど、『作業』に、のめり込んでいたというのに。

　最近……なんだか、とても、集中力が途と切ぎれやすくなっている、というか……

「『私は、そのテストで全力を尽つくしました』は…………」

「えーと……『Ｉ　ｄｉｄ　ｍｙ　ｂｅｓｔ……』……っと、『テスト』の単語は……」

　それは……多分、外の世界に、『気になる事』が、増えてきたからで……

　機械的な『作業』ではなく、自分を持った『勉強』になってきた、という事で……

「……『ｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎ』だったかな」

「そうです。正解ですよ。凄すごい凄い」

「当たり前だ」

　それは、人間としての、成長なんだろう。非効率的になっては、いるけれど。

「じゃあ、次は、この構文を……」

　空になったコップを机に置いて二人から目を離はなし、蒼の方に、顔を向ける。

「……………………」

　蒼い子は、今日も、無言。

「……………………」

　無表情。ただひたすら、本を捲めくっている。蒼い瞳ひとみに、文字を映している。

　最初の日に読み始めた、あの、黒い表紙の本を、今日も、読んでいる。わき目も振ふらず。この九日間、ずっと、この調子だ。

　分厚かった本のページも、残り少ない。見た所、あと、数十ページといった所か。

「…………」

　無言の瞳の前で、また一つ、ページが捲られる。

「……………………」

　……これを……読み終わったら…………

　透は、左手で頬ほお杖づえをつきながら、その横顔を無心で眺ながめる。

　これを読み終わったら……そのあと、この子は、何を、するんだろうか…………

　文字を映した蒼い瞳は、びくともしない。こちらの姿は、視界に入っているはずなのに。

「ｄｉｄは、ｄｏの過去形です」

「過去形か。確か……それは……」

「ほら、ここに、書いて…………」

　二人の声が、遠くから聞こえる。由宇と愛華が、教科書を挟はさんで、勉強している。

「…………」

「ねえ」

　蒼い瞳に、声を、掛かけてみる。

　この、真っ黒の本は……彼女にとって、何なんだろうか？

　この子は、何の為ために、これを読んでるんだろうか？

「………………」

「あの、さ」

「………………」

　もう、無言にも慣れた。

「何を、読んでるの？」

　今いま更さら聞く事でも、無いかもしれないが。

「…………」

「その、本」

「………………」

　物もの凄すごいマイペースなのか、意図的に無視しているのか、それともそれ以外の何かなのか、それは、まだ、分からないけど。

「………………………………歴史の、本」

　今回は、答えてくれた。

「歴史って？」

「……………………」

　時間がかかる。

「……………………人間、が……戦った………………歴史」

　大おお雑ざつ把ぱというか、何と言うか。説明する気が、あんまりないのか。

「…………」

「面白いの？　それ……」

「………………」

　蒼い瞳が、瞬まばたきした。

「…………………………本ほん棚だなに」

「に？」

「………………あったから……持って、きた」

　予想外の反応。『本棚にあった』から、持って来た？

「…………」

「あの……自分の趣しゆ味みとか、そういうのじゃ、ないの？」

「…………」

「読みたいから、読んでるわけじゃ、ないの？」

「…………」

　蒼い子は、微かすかに、頷うなずいた。

　頷きつつ、ページを捲る。また、新しい蟻ありの行列が、生命のない海を泳ぐ。

　あったから…………って。それは、やっぱり。透は思った。

『欠片かけら同盟』の職場か資料室か知らないが、そういう所に、『あった』んだろうか。

　誰かが読んで読み終わり、そして放り出してあった本、それを、拾って。

　別に読みたくもないけど、ただ、そこにあったから拾って、

　そんな本を…………九日も掛けて、ただ…………一人で、読んでるのか。

「…………」

「他には」

「………………」

「他には、本、持ってるの？」

「…………これ一冊しか……………………ない…………」

「あ、あの」

「………………」

「なんで？」

　なんで、この子は、そんな事を？

「………………」

　言いたくない？

「………………」

　……それとも……自分でも、分からない？

「………………」

　自分が、何をしたいのか……分からない？

「あ、ええと、別に、無理して、答えなくても」

「…………」

「あ、あのさ、えっと……あの、今日の、夕食だけどさ」

　なんか食事の事ばっかりだな。ちょっと、自じち嘲よう。由宇の事を笑えないぞこれは。

　でも、まあいいや。思い直し、心を立て直す。

『皆みなで生活』ってのは、そういう事だ。食事をしなければ、生きていけない。美お味いしい食事は、嬉うれしい。これは、数少ない『人間同士』の、共きよ通うつ項うこうの一つだ。

「…………」

「ねえ？」

「………………」

「あのさ……家にある材料はさ、とりあえず、すき焼きと、カレーが作れるんだけど」

「………………」

「どっちが、いい？」

「………………」

　蒼い瞳ひとみは、こっちを見ない。

　この子は、多分、どこも見ていない。

「………………………………どっちでも」

　そして、この返事。この子は、こればっかりだ。

「どっちでも、いいの？」

「…………」

　無言で、微かに頷く。本から、目を離はなさないまま。

　この子は……自分で選んだり、自分の意見を言ったり、そんな事を、したことが無い。

「…………」

　この子は、何も、選ばない。何も、望まない。何も、しない。

　言われたからここに来て、言われたから、ここに座っている。嫌いやがりも喜びもせず、出された『食物』を、ただ、口に突っ込んで。服は、いつも、同じ服。昔、渡わたされたらしいセーラー服を、未いまだに、ずっと、着ている。

　この子は、……こんな事を言ったら、失礼かもだけど……この子は、多分、

　食うなと言われたら、そのまま、黙だまって餓が死しする。

　着るなと言われたら、そのまま、ずっと裸はだかでいる。

　生きるなと言われたら、そのまま、死ぬ。

「………………………………」

　蒼い瞳が、ただ、文字の上を、移動している。

　…………この子は、

　透は、確信した。

　この子は……かつての自分と……そう。過去の、四ヶ月前の自分と、そっくりだ。

　全てを諦あきらめ、一人で絶望しきっていた、あの頃ころの自分に、そっくりだ。

　あの時、自分は、『ここ』に、いなかった。

　この子は、今、『ここ』に、いない。

「………………………………」

　この子は、氷の彫ちよ像うぞうみたいに見える。けど、そうじゃない。証明なんて出来ないけど、それは、断言できる。

「…………」

　この子は、何も思っていないように見える。けど、そうじゃない。

　この子は、『ここ』に、いないんだ。どこか、もっと、冷たい所に、いる。

「…………」

「ねえ」

　あの時……自分を助けてくれたのは、灯あか璃りと、由宇だった。

　この子は……この子は、

「…………」

　なんで、こんな事を、しているんだ？

「……………………」

「……………………ですよね……確かに」

「しかし…………まさか…………」

「いいえ、案外と、ああいうタイプが……」

「そうか…………そう言えば、以前も……」

「本当ですか。それは……」

「ん？」

　透は、頬ほお杖づえをやめた。

　ふと、我に返る。蒼い海から、ぷはっと顔を出す。

　……あ、そうか。おれは今、食堂の椅い子すに、座ってたんだっけ。そして、蒼い子の横顔を見ながら、つい、考え込んで……

「あ…………気付きましたよ……やっと…………」

「ふむ……十五分。顔色観察にしては、確かに、長すぎるな……」

「見とれてた…………？」

「…………まさかとは……が」

「でも…………あの子、結構……」

　前を見る。椅子に、由宇と愛華の姿がない。いつの間にか、英語講座が終わっている。

「意外と…………ポニーテールが……」

「いや…………セーラー服が好きとか、以前…………」

　二人は、部屋の隅すみでぼそぼそと喋しやべりあっていた。

「おい、お前ら」

「あ…………こっち、見ました」

「うむ……やはり、気のせい…………」

「いえ、油断は……結構、年上系に…………」

「それは…………言えるかもな」

　ぼそぼそぼそぼそぼそ

　なんか、女二人で、喋りあっている。

「お前ら」

　透は、口を開いた。

「な、何を……ええと、喋っておられるん…………ですか？」

　中ちゆ腰うごしで立ち上がり、横にいる蒼い子を、チラッと見る。

「チラ見した！　これは…………」

「うむ……やはり、少し……」

「あああああああああああ、ほら、ええと、英語、終わったよな。な。午前の部、終わったよな。うん！　じゃあ、はんこ受け取りに行こう。な！　はい立って立って！

　あああそうだついでに追加の参考書も買おう。な！　ほら！　別の視点とか、必要だし！

　あと三日もあるのに、もう三冊終しゆう了りよう、中学終了って、凄すごいよなー！　な！　本当！」





　彼の部屋には、カレンダーは無い。

　彼は、一日の午前と午後を、部屋の小さな窓のみで知る。

　部屋の中が真っ暗になったら夜、部屋の中が薄うす暗ぐらくなったら昼。ただ、それだけの違ちがい。

　今は、昼。小さな窓から差し込む薄暗い日の光で、部屋の埃ほこりが、静かに舞まっている。

　部屋の中には、大したものは無い。元々、人が過ごす為ための部屋ではない。

　彼が寝ね床どこに決めた古びたマットの横に、彼がこの一週間で食くい荒あらした、コンビニ弁当の残ざん骸がいが積み上げられている。

　彼は、この一週間、殆ほとんど、この部屋から、出ていない。

「どこへ……」

　彼は、薄暗い部屋の中で、軋きしむような声を出す。

「どこへ…………行きやがった！　ナオヤ！」

　薄暗い部屋の中、彼の瞳ひとみが、真っ黒に淀よどんでいる。

『奴ど隷れい』であるはずのナオヤが、命令を聞かず、どこかへ行ってしまった。今朝から、姿を見せない。命令を聞かずに、どこかへ行ってしまった。

　どうせ、自分勝手な、くだらない理由だろう。

　彼は、確信していた。ヤツに、全てを投げ出す根性や意思など、あるはずもない。どうせまた、場当たり的にくだらない事を考え、コソコソと動いているのだろう。

　見つけたら、殴なぐってやる。彼は、心に決めた。いつも通り。

　時が来たら、ここを出たら、まず、ヤツを、殴りに行く事にしよう。

　ヤツの母親を、祖母を、家族を、殴りに行くことにしよう。いつものように。

　自分は、『力持ち』だから、それが出来る。自分は、『力なし』を、自由に、殴れる。

　彼は、部屋の隅に積み上げられた残りの食料を見て、犬のように唸うなる。



　あと、六日。

　あと六日で、自分の『超ちよ越うえ的つてきな力』は、完成する。

　誰にも負けない、誰も逆らえない『力』を、手に入れる。

　彼は、ずっと、闇やみの部屋で、蠢うごめいている。





「お……これこれ」

　しっかり完成していた『紅』のはんこを確認し、透は頷うなずいた。一いつ緒しよにレジに持ってきた更さらに三冊の参考書と一緒に代金を支し払はらい、紙かみ袋ぶくろに入れてもらう。

「重いな」

　紙袋を提さげた由宇が、眉まゆをひそめた。

「そりゃまあ、三冊だからな」

　その姿に、透は、努めて何気なく声を掛かけた。

　声を掛けながら、こっそりと、思う。重たがっている。……たかが、あの程度の紙束を。

　どうやら、由宇の中の『制限回路』は、順調に馴な染じんできているようだ。密かに確認し、ほっと一息。

　最初の計算によると、彼女の中の『制限回路』は、あと二、三日で完成する筈はず。九月一日に向け、とりあえず一つの目め処どが立ったという所か。赤いノートの中身を思い出し、頭の中でチェック印。

「授業に使うノートは一教科に一冊だから、かなりの数、買っておかないとですねー」

　横を歩く愛華が、頭の後ろで両りよ腕ううでを組みつつ、呟つぶやいた。

「無む駄だにならなければ、いいんですけどー」

「無駄になど、ならん」

　由宇が、しっかりと言い返す。

「私は、高校一年生だ。ちゃんと、合格してみせる。あと三日だ」

「……まあ、合格しなくても、来年使えばいいんですから、無駄には…………

　…………………………ん？」

　愛華は突とつ如じよ怪け訝げんそうな顔で口を閉じ、両腕を下ろした。

「…………どうした？」

　振ふり返り、尋たずねてみる。

「いえ…………」

　幹線道路の横断歩道は、そのままグランドショップ十とつ葉はの駐ちゆう車しや場じようへと続いている。ラインの白線は半分ほど消え、しかもアスファルトが所々ひび割れているという、実に実用一点張りの駐車場。車が停められればそれでよし、形にはこだわらない。という事なのだろうか。実に男らしいコンセプトだ。

「あの……」

　そのアスファルトの真ん中で、グランドショップ十葉の入り口前で、愛華は足を止め、呟いた。

「ええと……」

　怪け訝げんな顔を真しん剣けんな顔に変え、微かすかに、頷く。

「今日は……その、ちょっと、調子が、悪いんですけど……」

　調子が悪い？　何が。口に出そうとして、透は、思い当たる。

　そうか。『アンテナ』だ。周囲の『宝石憑つき』を感知する、彼女の特技。仕組みは良く分からないが、彼女自身のコンディションによって、感度や有効射程に差が出るらしい。

で、今日は、その『アンテナ』の感度が悪い日……と。

「けど……」

　人差し指の先で眉み間けんを押おさえ、微びみ妙ような表情。

「……ひょっとしたら、」

「ひょっとしたら？」

　愛華の顔を、覗のぞき込む。

「近く…………に…………」

「ちか……」

「何でコイツら、四人も連れ立ってんの？　ウザってぇなぁもう」

　出し抜ぬけに、唐とう突とつに、前まえ触ぶれも無く、

　近くで、男の声がした。すぐ近く。手を伸のばせば、届くような距きよ離りで。

　手を伸ばされたら、届くような距離で。

「めんどくせーな……マジで。一人でいろよ。うぜぇ」

　あっさりとした、独り言のような、男の声。

　え……？　と思って、声の方を見ようとした、その瞬しゆ間んかん、

「死ねよマジ」

　

　腹に、内臓に、凶きよ悪うあくな衝しよ撃うげき。



「…………が……？」

　内臓から絞しぼり出された息が喉のどを通り、自分の口から、獣けもののような声が漏もれる。捩ねじ上げられた内臓から、粘ねん性せいの衝撃がじわじわと染み出し始める。じわじわとした苦しみが、衝しよう撃げき箇か所しよを発生源に、緩かん慢まんな波は紋もんのように全身へと広がってゆく。

「…………な？」

　胃に達した衝撃の波紋が、吐はき気に化けた。さっき息が通って行った場所を、今度は酸っぱい液体が駆かけ上がって行く。その重苦しい苦痛と時を同じに、頬ほおに、ざりざりという直接的な激痛。まるで、何か硬い、がりがりしたモノで激しく摩すり上げられたような。

　何だこれ。何でこんなに痛いんだ。何だこれは。さっきからおれの顔を摩り上げているのは何だ。ああ、アスファルトだ。アスファルトがおれの頬を擦り上げてるんだ。なんでこんな所にいきなりアスファルトが──。そう言えば、さっきから何だか女の子の悲鳴が──愛華の悲鳴が、遠くから、上のほうから聞こえるけど何か関係が──

「ああもううぜぇうぜえ。何その倒たおれ方。大げさなんだよクソが」

　上……自分を見下ろす位置から、声が聞こえる、何者かが、自分を見下ろしている。

「何それ？　何その『自分は傷つきましたー』みたいな倒れ方？」

　刺とげ々とげしい苛いら立だちを標準装備したような声が、上から降ってくる。

　何だ？　何で、こんな……声が……

　首を無理に動かし、上を、さっきまで自分が立っていた場所を、男の声がする場所を、見上げる。たったそれだけの動作で、吐き気が更さらに強くなった。

「ぐ……！」

「何？　そのわざとらしい呻うめき声ごえ？　何コイツ。ウザっ」

　男が、立っていた。高校生くらいのスキンヘッド、深海魚のような瞳ひとみ。

　あの男……写真の男。あの日、卑ひ口ぐちのアパートで、門番をしていた男だ。

　殴なぐられた。

　突とつ然ぜん、やっと、気付いた。自分は、さっき、突とつ然ぜん殴なぐられた。

　殴られて、吹ふっ飛とばされて、アスファルトにぶっ倒れた。

「きゃああああああああああ！」

　さっきから遠くに聞こえるこの悲鳴は、愛華のものだ。突とつ如じよの出来事に、愛華が、ただ悲鳴を上げている。

「ああはいはい」

　男は、悲鳴の方向に向けて顔をゆがめ、言葉を吐き捨すてる。

「はいはい悲鳴悲鳴。ウゼぇなあ。もう」

　音量を上げすぎたテレビを前にしたように舌打ちし、地面に唾つばを吐く。

　そして、再び、こちらを見下ろした。

　痛みと苦しみに立ち上がれないこちらを、虫を見る目で、見下ろした。

「き…………」

　由宇が、やっと、状じよう況きようを理解したらしい。

「貴様っ！」

「ダメですっ！」

　その身体を後ろから押おさえつつ、愛華が、もっと大きな声を出した。

「何をする愛華！」

　烈れつ火かの瞳で振ふり返る由宇に、愛華は断言する。

「今、『制限回路』を放り出しちゃったら、九月一日に、学校に、間に合わないっ！」

「はいはい。学校、学校と。平和でいいねぇ」

　二人から、男は、興味なさげに視線を外し……そして、

　ナイフを、取り出した。割わり箸ばしでも、取り出すかのように。

「ええと」

　刃は渡わたり二十センチくらいの、ごっついサバイバルナイフ。そう、まさに、ニュースなんかで『犯人の所持していた凶きよ器うき』として放送されそうな、まさに、そんな道具。人を殺す、道具。それを、何気なく右手で掴つかんで、

「『宝石』寄よ越こせ」

「お…………」

「あーもう。平和ボケの癖くせに、一人前に引きつった顔してんじゃねーよ」

　男はわざとのように顔をゆがめ、また、舌打ちをした。

「めんどくせーな。弱いくせによ。平和ボケの癖に、くだらねー事気にしてんじゃねーよ。いつもみてーに平和に、テストの点数とか数えてたら？　お友達と仲良く遊ぶ事、考えてたら？　そんで、薄うすら笑わらいしたままとっとと刺さされたら？　ウザってぇ」

　そして、上から、ナイフが、振り下ろされ、

　……なかった。

「……あぁ？」

　男は、掴まれた自分の右みぎ肩かたを、自分の右肩を後ろから掴んでいる白い腕うでを、白い腕の持ち主を、後ろに立つ人物の顔を、順番にまじまじと見て、意外そうに、口を開き、

「何してんの？　テメェ？」

　初めて、会話をした。

「離はなせよ。コラ」

　後ろから男の腕を掴み、ナイフを止めた人物……蒼と。



「何掴んでんだよ！　クソが！」

　苛いら立だったような動作と共に、右手を払はらい、男はそのまま、ゲームの余興のような動きで、三歩、後ずさる。そして、蒼に向けて、目を吊つり上げて、怒ど鳴なった。

「クソが！　邪じや魔ますんじゃねぇ！」

「……………………」

「消えろ！　クソが！　殺すぞ！」

「……………………」

　蒼は、怒鳴り声にも、全く、何の関心も払わない。

「……なーんちゃって。……あーあ」

　男は、へらっ、という感じに、表情を崩くずした。

「何？　威い嚇かく無効属性？　あーもう。めんどくせーな。

　…………あのさあ。アンタ」

　まるで棒切れのようにナイフを握にぎりつつ、男は、蒼に向けて、けだるそうに口を開く。

「オレの『宝石』って、特別製なんだってさ。あのデブ……『タクミ』のヤツなんだけど、『白い人』ってヤツに、なんか、特別製のを貰もらったらしくてさあ。で、」

　そして、何故か、追従のような、卑ひ屈くつな笑い。

「だからさ、オレ、強いんだわ。喧けん嘩かとか。ほら、アレだ。戦せん闘とうとか？　そういうの」

「……………………」

　蒼は、何の感想も、意見も無い。

「さっきの肩かた掴つかみ上げだけどさ……アレ、全力だろ？　全力、出してただろ？　な？」

「……………………」

　男は、左手を下ろした。

「まあ、そこそこ痛かったけどさあ、多分、オレの方が強いって。分かるよ。『破片』の、おかげかな？　ほら、アレだ。よくあるじゃん。『敵の強さを知るのも、強さのうち……』だっけか。ん、まあ、そんな感じな？　ははっ」

　また、笑う。何が、そんなにおかしいのか。

「な？　ほれ、オレ、今、アンタには、今んトコ、用は無いんだから」

　そして、ナイフの柄えで、倒たおれたままのこちらを指し示した。

「こんなヤツらさー。別に、いいじゃん？」

「……………………」

「ほら、どーせさ、現実も見ねーで、くだらねー点数とか学校とか友情とかやってる、平和ボケボケの、つまんねー連中だよ。自分が殺されるとか、自分が殴なぐられるとか、そんな事、考えもしねーんだ。馬ば鹿かなんだよ。世界の真の姿にも気付かない、鈍どん感かんどもさ。

　オレなんかさー。殴るとか殴られるとか、ずーっと日常茶飯事でさー。……お、何か、今の台詞せりふ、キマってたじゃん。ダーク主人公とか、クール悪役っぽい？　『殺し、殺される世界に、常に身をおいている』とか、ほら、そういうの？　あるじゃん？　ははっ」

「……………………」

　引きつったような、男の台詞。だが、蒼は、何の関心も、示さない。

「逃にげ遅おくれたブタは、目ぇつけられたブタは、食われるしかないのさ。食われたくねーなら、狼おおかみになって、食うしかないんだ。そんなモンだろ？　ええ？」

「……………………」

「な？　アンタもさ、こんなんに関わってねーで、他のブタ食いに行けよ。折角、狼なんだからさ。そんなモンだろ？　そんなモンだろ、この世なんて、さ」

「……………………」

　蒼は、対たい抗こうするでもなく、ただ、何となくのように、口を開いた。

「……………言われた……から…………」

「あ、そ」

　男は、あっさりと、投げ捨てた。全てを。

「ま、いーや。どうせ、オレの方が強いしさ。じゃあ、アンタ」

　ナイフを構え、そして…………

「死ねよ」

　アスファルトを、蹴けった。

「殺すから」

「……………………」

　蒼は、飛とび掛かかってくる男を、瞳ひとみに捉とらえて、足を、

「あー。やっぱ、遅おそいし、弱いわ。アンタ……」

　男のナイフが、蒼に迫せまろうとする、

　その、瞬しゆ間んかん、



　ベシャっ、と、音がした。

「なあっ！」

　男が、悲鳴──でもない、嘘うそっぽいリアクション芸人のような、声を出した。

　男の顔に、茶色の『何か』が、ぶっ掛かけられていた。

　からんからん……と音を立てて、男の足下に、空っぽになったぺットボトルが、転がる。

「何だ、これぇ？」

　それで、分かった。ウーロン茶。蓋ふたの開いた、ウーロン茶のペットボトル。それが、横合いから、飛来してきた。男の、顔面に向かって。

「あ」

　蒼は、ウーロン茶に虚きよをつかれた男の言葉に、何の関心も、払はらわなかった。

　ただ、ナイフも見ずに、男へと一歩、踏ふみ出し──

「おい、ちょっと待てよ、これ…………があッ!!」

　男の腹に、力の籠こもった一いち撃げきを、叩たたき込んだ。

「ぐ………………おッ!!」

　衝しよ撃うげきをまともに食らった男は、蹴り飛ばされたボールのように、吹ふっ飛んで──

「…………！」

　透は、その先を、見なかった。

　男の「ぐぼおぇ」という声を、後頭部で聞いた。

　車道まで吹っ飛んでいった男が、横合いから突っ込んできた車に、ピンボールの球みたいに吹っ飛ばされる、その場面を、見なかった。

　身を起こす、その背後で、運転手の怒ど声せいと、激しいブレーキの音が鳴り響ひびいてくる。

「あ」

　透は、グランドショップ十葉の入り口を、見ていた。グランドショップ十葉の入り口に、買かい物もの袋ぶくろを提さげて立っている、クラスメイトの姿を、見ていた。

　その少女……今、横からウーロン茶を投げつけ、一いつ瞬しゆんの隙すきを作った、その少女は、

「灯璃」

　灯璃は、いつも通り、笑って右手を上げ、挨あい拶さつをしてきた。



　夕焼けが西の空を染め始める頃ころ、やっと、警察と病院から解放された。

「ただいまー」

　口の中で言いながら、透は家の門を開け、後ろから付いて来ていた蒼を中へと誘ゆう導どうする。

「あ、透さん。お帰りなさい」

　台所の窓から顔を出した愛華が、オレンジ色に染まった中庭越ごしに声を掛けてくる。声と一いつ緒しよに、温かそうな湯気に乗って、香こう辛しん料りようの香かおりが外へと漂ただよう。今日の夕食はカレーだ。

「ご苦労さまでした。どうでしたか？」

　台所では、エプロンをつけた愛華が、お玉でカレーの鍋なべをかき混ぜていた。

「大だい丈じよ夫うぶ」

　勝手口の戸を開けて、靴くつを脱ぬぐ。

「薬を塗ぬって、終わりだよ」

　警察の方も、途とち中ゆうで、何やらあっさりと終わった。これは、口に出さず思う。多分、『対策室』の方から、連れん絡らくが行ったのだろう。

「それは良かった」

　食堂の椅い子すに座り、机の上のノートに英単語を記入しつつ、由宇は呟つぶやく。

「まあ、念ねんの為ためってのもあるし、ね」

　その隣となりに座っている灯璃が、参考書片手に言った。

「うん、良かった……」

　透は振ふり返り、蒼い子に声を掛けた。

「ねえ？」

「…………」

　蒼い子は、やはり、無言。無言で靴を脱ぎ、無言で勝手口の戸をくぐり、そして、無言のまま、食堂の一番奥おくの椅子に座った。

　このやりとりに、自分は関係ない。と、思っているのだろうか。

「……って、あ、由宇ちゃん、そこは違ちがう。『心配』は、ｗｏｒｒｙよ」

「む…………」

「……やっぱ、まだ、英単語足りないよねー」

　そりゃまあ、中学三年分を五日でやったんだから、当然だ。透は、心の中でフォローを入れる。中学で覚えるべき英単語が幾いくつあるのかは知らないが、流石さすがにその全部は無理。

「ちょっと特訓してあげよっか？」

「お前は変な事をするから嫌いやだ」

「変な事って何よー」

「いや、頼たのむよ、灯璃」

　由宇の声を遮さえぎり、透は口を挟はさんだ。

「勉強、見てやってくれ。やっぱり、一人より、二人の方が」

「透！　私は、別に……」

「やれる事は、全部やっておいた方がいい」

　由宇の顔を見て、言い聞かせるように、言う。

「む…………」

　由宇は、何となく面白くなさそうに、しかし、頷うなずいた。

「昼からは、愛華がやってくれてるからさ」

「じゃあ、私、早朝の部、担当って事で。ね。由宇ちゃん。

　……あ、だから、『楽しみ』は、ｐｌｅａｓｕｒｅで……うん。そう、その綴つづり」

　由宇のノートを指差しつつ、ついでに、と言う感じで、灯璃は声の調子を変えた。

「…………って、で、あのさ……あの男……ってさ」

　何気なく、を意識した調子で、言葉を続ける。

「何か、透に用、あったの？」

「いや……」

　言いたくないなら、流してもいい。という心こころ遣づかいだ。だが、透は、はっきり答えた。

「『宝石』を、奪うばいに来た」

　あの男は、多分、『力』が、欲しかったんだ。『宝石』の情報処理性能は、その体積に比例する。ヤツは自分の『宝石』の体積の低さに納得がいかず……他の者の『宝石』を奪い取とり、自分の『宝石』に、追加しようとしたんだ。

　なぜ、そんな事を考えたのか。そこまで推測してやる義理は、勿もち論ろん、無いんだけど。

「まあ、捕つかまったんだから、それも、もう終わりだ」

　由宇の向かいの椅子を引いて座りつつ、透は会話を終わらせた。

　あの後……車にはねられ、意識不明の重態となった『ナオヤ』は、そのまま、不自然なほど早く駆かけつけてきた救急車によって、どこかへと運ばれていった。どこへ運ばれていくのか、これからヤツがどうなるのか、そんな事は、それこそ、知った事じゃない。

　座ったまま身を反らし、冷蔵庫の上を……冷蔵庫の上のマガジンラックを、マガジンラックに差してある黄色い封ふう筒とうを、何となく、見る。その黄色い封筒は、一週間前、『対策室』から……栗くり林ばや浅しあ黄さぎさんから、『蒼あお』宛あてに送られてきた、追加の『敵』の情報だ。

　なんでも、『ユーイチ』を向こうで逮たい捕ほし、そして、その証言を纏まとめたものらしい。

　ともあれ……

　息をついて、姿勢を戻もどす。ともあれ、これで、『敵』は、残り一人、『タクミ』だけだ。

　あと一人、発見し、逮捕すれば、この事件は、蒼い子の仕事は、終しゆう了りようする。

（九月、一日……）

　封筒の情報によると、九月一日、『タクミ』は、『超ちよ越うえ的つてきな力』を手に入れる、という。

（それまでに……見つけられれば、いいけど）

　ちら、と、隣の蒼い子を、見てみる。

『タクミ』は、時間経過と共に、どんどん『宝石』に、馴な染じんでいっているらしい。

　そして、その『力』が完成するのが、九月一日。

『タクミ』は、その日、何モノに、なるんだろうか？

「……………………」

　蒼い子は、また、本を開いている。

　いつもの、あの、黒い表紙の本。既すでに、残りページは、片手で数えられるほど。

「出来ましたよー」

　愛華がガスの火を消し、鍋なべを持ち上げた。

「あ。ゴメン愛華」

　灯璃が、参考書を机の上からどける。

「今、机の上片付けるから。ほら由宇ちゃん、ノートも片して」

「うむ……」

「続きは、また、明日の朝に……ねっ」

「くれぐれも…………変な事は、するなよ」

「うふふふふふふふふふふふ」

「…………否定しろ」

　由宇は灯璃から一歩、椅い子すを遠ざけた。そして、鍋を持つ愛華を見上げる。

「おい愛華、カレーはちゃんと、多めに作っただろうな」

「作りましたよ。五人分」

「ゴメンね。由宇ちゃん……あ、透。お世話になります」

「あ、いや、気にしなくても」

　頭を下げる灯璃に向けて、透は、半はん端ぱな笑顔を浮うかべた。いや、全然気にしなくていいです。むしろ、この状じよう況きようは、素晴らしいです。心の中だけで思う。

　灯璃は、あの後、着き替がえを持って、その足で、この家に来た。

「万一の為ため、なんですから。仕方ないですよ。ねえ、透さん？」

「うん」

　そう、万一の為、だ。透は、あえて頷うなずき、確認。

　万一、残る一人、十葉市のどこかに……この近くにいる『タクミ』が、九月一日を前に、『そういえば、オレももっと「宝石」が欲しいな……』などと、発想したら。

『宝石憑つき』である灯璃が、十葉市に一人でいるのは、危ない。

　一番安全な場所は……そう、愛華と蒼がいる、この家だったりする。

　という訳で、事件解決までは、ここで宿しゆ泊くはくしよう、という流れになるのは、むしろ、必然の結論であって……

「何、ニヤニヤしてんの」

「いや、別に」

「食事当番は、蒼さん以外で、持ち回りです」

　愛華が、鍋を机の中央に置いた。

「着替えとかは、各自で洗せん濯たく機きを使って、各自で管理という事で……

　透さんが、何か、そうして欲しいって、初日に」

「あ、うん」

　曖あい昧まいに頷く。やっぱ。なあ。大量の女子下着に自分のが塗まみれてる、ってのは、やっぱり、その、色々と、個人的に、思う所が。

「あとで、洗濯機の使い方、教えてよね」

「いいですよー。ちょっと古いですけど、操作は……あ、すいません、透さん」

「いや、古いのは古いし。本当。なにしろ、じーさんが使ってたやつだし」

　つくづく……生活だなあ……

　立ち上がり、後ろの棚たなから皿を五枚取り出しつつ、透はしみじみと思う。

　……いや、事件解決するまでの、たった、数日の事なんだけど。これは。なかなか。

「布団、どうしましょうか？」

「あ、私、由宇ちゃんと同じ布団で」

「断る！」

　由宇が全力で叫さけんだ。

「何で即そく座ざに言うのよっ由宇ちゃんっ」

「嫌いやだっ！」

　必死だ。

「夜とか、楽しいよー？　色々するから」

「するなっ！」

「『制限回路』インストしてるんでしょ？　私もそれ持ってるし、引き継ついでも」

「あ、それは、いい案、かも」

　透は口を挟はさんだ。うん。それは、とても、いい案かも。

「私の『宝石箇か所しよ』は右手首だし、愛華ちゃんの背中よりは、楽な姿勢で」

　あ、そうか。

　灯璃の右手首を、くっつける形……に、なるわけね、うん。

「おい。何をガッカリしている。透」

「いや、別に」

「何か、また、要らん事を考えていただろう」

「いえ、何も、ありません」

　うん。そういえば、途とち中ゆうで複製元を変えていいのかどうかも不明だしな、うん。引き続き、愛華に抱だきつ……いや、物理接せつ触しよくする形、で、続行、と。

「おい。また、目が曇くもっているぞ。透」

「気のせいです」

「なぜ丁てい寧ねい語ご」

「あ、布団の件だけど」

「なぜ話を逸そらす」

　五人の前に、皿とスプーンを配る。

「おれの布団を貸すよ。……おれは、ここのソファで寝ねるし」

　母おも屋やのソファの上で、コタツ布団か何かを掛かけ布ぶ団とんにして。数日間の事だし、それで別にいいだろう。

「冬用の布団だけどさ……ほら、夏用の布団は、この子が使ってるんで」

「………………………………」

　蒼い子は、自らの前に置かれた皿とスプーンを見て、無言で、本を閉じた。

「あ、はじめまして」

　それに向けて、灯璃はにっこりと微笑ほほえむ。

「…………」

　蒼い子は顔を上げ、初めて、灯璃の方を見た。

「ゴメンね。何か、挨あい拶さつが遅れちゃって。ええと、私は、不ふ破わ灯璃」

「…………」

「透と同い年で、高校二年生……。その、暫しばらく、お世話に、なります。

　ここへは、お仕事で来たのよね？　……よろしく」

「……………………」

　蒼い子は、じっと、灯璃の顔を、見つめている。

「……あの？」

「あ、灯璃、その」

　怪け訝げんな顔になった灯璃に向けて、透は慌あわててフォローを入れた。

「この子は、その……」

　さて、何と紹しよ介うかいすべきなのか。『欠片かけら』とか『欠片同盟』とか、おれの口から言う訳にも、いかないし。ええと。

「まだ……日本に、慣れてなくて」

　我ながらナイス。嘘うそは言ってない。いや、むしろ全面的に正しい。

「あ、名前は、蒼あおい、美み空く……だって、さ」

「へー。美空さん」

　灯璃は、また、にっこりと笑い、頷うなずいた。

「いい名前ね。よろしくね。美空さん」

　そのまま椅い子すから立ち上がり、机越ごしに、右手を蒼い子の方へと伸のばす。

「……………………」

　蒼い子は、伸ばされた手を、ただ、真っ直すぐ、見上げた。

「………………………………」

　何の事なのか、よく、分からないのだろうか。

「蒼さん、あの」

　横から、透は声を掛けた。

「握あく手しゆ」

「………………………………？」

　蒼い瞳ひとみが、こちらを向いた。

「………………………………握手…………？」

「えっと、挨拶。手を、握にぎるの」

「………………………………なぜ？」

「なぜ、って」

「わたしは…………ここに、戦いに…………」

「あ、よいしょ、っと」

　灯璃は更さらに身を乗り出し、蒼い子の手を握った。

「よろしくっ」

「……………………」

「ね」

「おい……」

　灯璃に向けて、透は口を開いた。

「何？」

「いや……あの」

　本人を前にして、こんな事を言うのは、何だけど。

　なんで、灯璃は、この子と、こんなに自然に、

「ん？　まあ……」

　こちらの意図を、理解したらしい。灯璃は、握手したまま、振ふり返った。

　灯璃は、軽く笑って、頷いた。

「素直に話せば、いいんじゃない？」



「で」

　目の前のカレーにスプーンを突っ込みながら、灯璃は目を輝かがやかせた。

「由宇ちゃん、今、何点くらい取れてるの？　転入試験、合格できそうなの？」

　なんでこの人は、由宇の事にはこんなに熱心なんだ。何だか、複雑な心境。

「数学が91点、国語が58点、英語は39点です」

「今日は調子が良くなかった」

　愛華の報告に、多少照れたように反論し、由宇は空の皿を持って立ち上がった。もう、一杯ぱい目を食い終わったのか。相変わらず、早い。

「英語……39点？」

　台所の炊すい飯はん器きの方へと歩いていくその後ろ姿を見つつ、灯璃が呟つぶやいた。

「いえ、凄すごいですよ。六日前は、７点だったんですから」

　愛華がそれに向け、慎しん重ちような顔で言う。

「由宇さんは、頑がん張ばってます。物もの凄すごいペースです。ただ……」

　そう……そう。ただ……まだ、39点。だ。

「あと三日で……というと、ちょっと、難しいかも……です。せめて、あと一月あれば、80点か90点くらいは、行けそう……ですけど……」



    

  
    
      　そして、小さく、咳せき払ばらい。

「無理して今年入らなくても、いいと思うんですけどー」

「うん……」

　透は、生返事をした。確かに……それも、一つの選せん択たくかも、しれない。未知の教科は、何も英語だけじゃない。これから半年間、みっちり小中学校の授業内容を勉強して、そして、来年から、一年生。それも、確かに、正しいかもしれない一つの道では、ある。皆みなと同じ事をしなければいけない法なんて、どこにもない。あいつは、十五歳さいなんだから。

「でも……」

　皆と違ちがう事をするには、やはり、それなりの覚かく悟ごも必要。それも、一つの真実だ。

「私は、高校一年生になるぞ」

　由宇は、皿に山盛りのご飯を持って、席へと戻もどってきた。

「愛華とは、同じ学年だ」

「うん」

　その姿を見て、透は頷うなずく。

「そうだな」

　やっぱり、やるしかない。それなりのリスクと、多少の無茶は、あるかもしれないけど。

「へえ……」

　灯璃は、何故か、微びみ妙ような顔で、頷いた。

「何だよ」

「なんか……由宇ちゃんもそうだけど、透、さ」

「？」

「強くなってるね」

「え」

　……………………。

　灯璃の顔を見て、そして、思わず、目を逸そらす。何か、照れるというか。

「いや、その」

　目を逸らしたまま、つまらないことを、つい、口にする。

「今日……負けた、けど、な」

「え？」

　今日、グランドショップ十葉で、あの、チンピラに……

「殴なぐられただけじゃん」

　灯璃は、断言した。

「あ……」

　透は、逸らした目を、戻した。

「うん」

　良かった。

　何が『良かった』のか、自分でも分からないまま、心の奥おくで、確信。

　カレーは、うまかった。



　柱時計が、鐘かねを一つ、鳴らした。午前、一時。

「ふう」

　その鐘を聞いて、透は、息をついた。今日の由宇の勉強は終わり、愛華との『物理接せつ触しよく』も終わり、順番の風ふ呂ろも夕食の後片付けも終わって、由宇と灯璃と愛華は、三人姦かしましく、離はなれへと寝ねに行った。やっと、一息。

「さて」

　もう一度呟つぶやき、畳たたみの上に座り、コタツ机の上に、紙かみ袋ぶくろを置く。少し前、水着を買った時貰もらった紙袋の、再利用だ。中には、由宇の転入の書類が、纏まとめられている。

　紙袋から、赤いノートと『紅』のはんこ、そして、三色ボールペンを取り出す。ノートを開き、系統樹の『はんこ』に、青のボールペンで、チェック印。

「ええと……」

　系統樹の線を、確認しながら、辿たどってゆく。

「……………………」

　向かいから、本のページを捲めくる音が、響ひびいてきた。

　ノートを確認しながら顔を上げ、目の前の、蒼い瞳ひとみに、話しかける。

「これ、さ」

　言って、赤いノートの表紙を、示す。

「由宇の、学校の用意」

「………………………………」

　蒼い瞳は、本から、目を離した。

「………………………………」

　無言で、こちらの顔を、見つめてくる。

「えっと」

『はんこ』の線は、『授業料引き落とし設定』と、『紅名義の銀行口座』へと、伸のびている。

まず、紙袋の中から『口座振ふり替かえ依い頼らい書しよ』を取り出し、ボールペンの色を、黒へと変へん更こう。

「部長が、校長とかに話してくれて……だいぶ、無理を通してくれるんだけど……

　もう、明日か、最悪でも明後日までには、書類、揃そろえないと」

「……………………」

「ほら、おれの転校の時にはさ、叔お父じさんとか……あとは、父の同どう僚りようだった先生とかが……何とか、してくれたけど、今度は、そうも、いかないし」

「……………………」

　一番厄やつ介かいだと思っていた『在ざい籍せき私立高校の在籍証明書』は、先日、あっさり手に入った。『紅由宇』が在籍中の『東京の私立高校』は、連れん絡らく一つで書類を揃え、送ってくれた。始業式に顔も見せず行方不明になった女子生徒の存在を、どうやら持て余していたらしい。

「やっと……目め処ど、立ってきたんだ。明日は補習が終わったら市役所に行って戸こ籍せき謄とう本ほん貰もらって、それで、その足で銀行へ行って、このはんこで、口座を作る」

『口座振替依頼書』の、一枚目と三枚目に、『紅』のはんこを押おす。教えてもらった通り。

「……………………」

　そして、ボールペンで、学校名と、預金者名を記入。市立十葉高等学校、紅、由宇。

「口座作って、口座番号貰ったら、その場でこれにその番号書いて、完成」

「……………………」

「合格決定したら、その場で、手続きだから。用意、しておくんだよ」

「……………………」

「銀行とか市役所は、ここから結構遠いし、途とち中ゆうで、見つけられるかもしれないね。

　あと一人の『敵』……」

「……………………」

　蒼い子は、本に視線を戻もどさず、こちらの顔を、見つめている。

「……………………」

「どうしたの？」

　その手元の本は、最後の、一ページ。このページを読み終わったら、この本は、終わり。

「……………………透さん」

　この子の方から、おれに話し掛かけてくるのは、そういえば、これが初めてだ。

「何？」

「……………………」

　やっぱり、時間がかかる。

「……………………あなたが…………」

「？」

「…………あなた方が…………何を考えているのか…………」

「え」

「……………………わたしには…………分からない……」

　蒼い瞳が、初めて、揺ゆらめいた。

　命のない海に、初めて、波が立った。

　ような、気がした。

「あなた……………………どうして…………？」

　質問の意味が、分からない。

「……………………どうして……敵と……戦わない……………………の？」

「…………」

「どうして…………戦う力を……………………持とうと…………しないの？」

「そ…………」

　透は、唾つばを飲み込んだ。

　そう……これは。

　この質問は、この子が、この家に来た、あの夜と、同じ、質問だ。

　どうして、戦わないのか。

　敵が、『力』を振ふりかざす相手が、すぐ近くにいるのに、何を、しているのか。

　力任せに殴なぐろうとしてくる『敵』がいるのに、なぜ、殴り返かえす為ための力を、求めないのか。

　なぜ、学校とか生活とか、『そんな事』ばかり、考えているのか。

「それ、は」

　あの時は、まともな答えが、出来なかった。

　でも……今は、何となく、少しはマシな回答が、出来るような、気がする。

　愛華と、灯璃と、そして、由宇のおかげで。

「………………………………あなたは」

　蒼い子は、無表情に、言葉を吐はいた。

「昔……………………卑口という男に……………………」

「！」

「『力』で…………全てを…………奪うばわれた……………………筈はず…………」

　…………冷静に。透は、指を止めた。これから、おれは、決着をつける。

　卑口が……あの男が信じていたモノと、決着をつける。

「ええと……」

　心の中で、自問する。

「おれは……」

　自分は、自分と由宇は、『人間離ばなれした力』を、持っている。

　あの男と、同じに。あの時の、卑口と同じに。

　おれは、あの男の歩いた道を、そのまま、辿たどる事が出来る。

　おれは、その気になれば、あの男と同じ事が、出来る。

　おれは、あの男に、なれる。

　心の中で、自答する。

　そう……確かに。確かに……あの男は、『強かった』。

　どんな高潔な脳でも、棍こん棒ぼうでぶん殴られたら、それで、終わりだ。

　どんな立派な思想でも、火で焼かれたら、それで、終わりだ。

　どんな高等な社会でも、銃じゆうを持った侵しん略りや者くしやに蹂じゆ躙うりんされたら、それで、終わりだ。

　どんな……幸福な家族……でも、暴力でぶっ壊こわされたら、それで、終わりだ。

　それは、絶対だ。それは、もう、絶対に、逃のがれられない、動物としての、宿命だ。

　ヒトは……殺されたら、『終わり』だ。それは、絶対に、覆くつがえらない。

　だから、……『力』があれば、好き放題だ。

　卑口の歩いた道は、好き放題が、出来る道だ。

　だけど。

「おれは……おれ達は、人間として、ちゃんと、生きていきたいんだよ」

　だけど、やらない。

　人間は、ヒトで、そして、ヒトは、動物だ。殴られたら痛いし、殴るぞって言われたら従うしかないし、殺されたら、それで、終わり。それは、絶対に、変わらない。

　絶対に、変わらないけど、でも、それじゃあ、それだけじゃあ、あんまりなんだ。

　おれと、由宇は、人間だ。

　だから、あの男と同じ所へは、行かない。

　決着が、ついた。

　おれは、あの男には、ならない。

　だから、おれ達は今、戦えない。戦わない。

「ごめん」

　透は、蒼い瞳ひとみを、正面から、見つめた。

「……ごめん」

「………………………………なに？」

　蒼い子は、本を閉じた。最後のページが、終わった。

「本当に。ごめん。勝手な意見、発想で、おれのエゴで、君、一人に戦わせて、ごめん」

「……………………」

「おれは、『人間の生活』を、したい。だから、今は、戦えない。戦わない。

　……勝手な事言って、ごめん。君一人、危険な目にあわせて、ごめん」

「…………………なぜ、謝る……の？」

　蒼い瞳が、怪け訝げんな色を湛たたえた。

「わたしは…………灰はい人とさんに……言われたから……来た、だけ…………」

「えっと、だからさ」

　何と言うべきなんだろう。また、自問。

　いや。すぐに、思い正す。素直に、だ。そう、素直に。

「君の事、心配だけど、でも、……今は、加勢、出来ないんだ。君一人戦わせて、ごめん」

「……わたし………………心配？」

「ごめん。蒼さん」

「……………………あおい…………？」

「君の……名前、でしょ」

「あ……………………」

　瞬まばたきを数回。

「あおい……」

「美空さん…………で、いいの？」

「わたし…………あおい…………みく……」

「ごめん、蒼、美空さん。それと、ありがとう」

「………………………………？」

　蒼い子は、産まれたての子供のように、首を傾かたむけた。

「今日は、助けてくれて、ありがとう。君がいなかったら、危なかった」

「………………………………」

「君のおかげで、おれは、由宇の事を、学校の事を、考えていられる。

　君に、おれは、おれの自分勝手を、通してる。だから、ごめん。ありがとう」

「………………………………わ」

「ありがとう、蒼、美空さん」

　美空と名乗った少女は、黒い本を、また、手に取った。

「…………………………………わたし…………」

　そして、また、一ページ目を、開く。

「……………………別に……………………」

「うん」

「言われたから…………………………………………ここ……に……」

「言われて、そして、君が、ここに来てくれた。君が、戦ってくれてる。

　……君のおかげで、おれは、卑口にならずに、済んでるんだ」

「……………………」

「……ね」

「…………」

「お詫わびと……お礼に、さ、おれの本、いくつか、貸そうか」

「………………………………」

「ほら、蒼さん、本、好きみたいだし」

「………………………………」

「大した物は、持ってないんだけど。ほら、これなんか」

「…………」

　蒼い瞳ひとみが、黒いカバー越ごしに、こちらを見て、



    

  
    
      「あ…………………………あ、」

　無表情のまま、録音を再生したような声で、

「……ありが……と……………………」

　小さく、確かに、呟つぶやいた。





　なぜ、こんなに、何もかも、うまくいかないのだろう。

　夜の闇やみの中、死に絶えたような公園のベンチで、ナオヤは、蹲うずくまっている。

　なぜ、自分の人生は、こんなに、辛つらいのだろう。

　さっき……数時間前、得体の知れない救急車から逃にげた時に、足を怪け我がした。

　怪我をした箇か所しよは、青黒く、じくじくと、変色を始めている。

　昼間、車に撥はねられたせいだろう。全身が、酷ひどく、痛い。身体の中身が、苦しい。

　これから、どんな後こう遺いし症ようが残るのか、少し考えただけで、恐おそろしい。

　これから、どんな罪に問われる事になるのか、少し考えただけで、目の前が暗くなる。

　これから、どんな目に合わされるのか、少し考えただけで、頭が絶望に染まる。

　ナオヤは、頭を抱かかえ、蹲っている。



　公園の、誘ゆう蛾が灯とうのような時計が、午前一時半を、指し示した。

「…………？」

　気配を感じ、ナオヤは、頭を、上げた。



　目の前に、『白い人』が、立っていた。



　どこにでも売っていそうな白いパーカーを着て、どこででも手に入りそうな白いズボンを穿はいて、白く輝かがやく鉱物のような肌はだの色をフードに隠かくし、両りよ腕ううでをぼんやりと垂らして、

『白い人』が、立っていた。

「……………………あ」

　ナオヤは、思わず、腰こしを浮うかした。

　その足の傷きずが、猛もう烈れつな痛みで、持ち主に抗こう議ぎする。

（痛い…………？）

「え……？」

　ナオヤは、喉のどから、息を吐はいた。

（痛い…………？）

　声。ではない。音。静かな、鈴すずのような響ひびきが──頭の中に、響いてくる。

「なん…………」

（苦しい……………………？）

　目の前の、『白い人』から。

（何に……なりたい…………？）

「なに…………？」



　その、一いつし瞬ゆん後。

　突とつ然ぜん動いた『白い人』が、その右みぎ腕うでを伸のばし、直なお哉やの頭を、掴つかんだ。





　透は、完成した書類を、紙かみ袋ぶくろに突っ込んだ。今日の分の仕事、終しゆう了りよう。

「よし」

　そろそろ、寝ねよう。明日も、早朝から、ここで、由宇の勉強が、始まる。



    

  
    
      五章　八月　二十九日（あと三日）





　冷蔵庫に貼られたカレンダーには、既すでに、二十七個のバツ印が、書き込まれている。

　透とおるはボールペンを取り上げ、カレンダーの上に二十八個目のバツ印を、「28日」のマスの上を横断する新しいバツ印を、また一つ、追加した。

「28日」の翌日は、「29日」。『十とつ葉は高校、転入試験』と大きく記入された、そのマス。

　今日は、八月の、二十九日だ。

「さて」

　透は、ボールペンをカレンダーに差し、振ふり返った。

「用意、出来たか」

　試験の開始は、午前九時。愛あい華かの補習授業最終日開始と、ほぼ同時。

　現在時刻、午前六時、四十分。時間は、充じゆ分うぶんだ。

「うむ」

　由ゆ宇うは、心持ち硬い顔で、食堂の椅い子すから立ち上がった。

　顔にかけたメガネを、右の人差し指で、クイッと持ち上げる。

「……何やってんだ」

「メガネっ娘こだ」

　断言。ガラスレンズの、伊だ達てメガネだ。一体、どこでそんなものを。

「メガネっ娘は、頭がいい」

「…………そうか」

　もう、ツッコむのはやめとこう。

「メガネは好きか」

「はいはい」

　その服装は、茶色のＴシャツに紺こんのカット・ソーを羽織り、下は珍めずらしくモノトーンチェックのスカート。いつもに比べ、かなり地味めで大人しい服装。まさに、即そく席せきメガネっ娘。

「忘れ物は、無いよな」

「多分」

　言って、食堂の椅子の上に置いてあった鞄かばんを、持ち上げる。

　黒い革の、手提さげ鞄。十葉高校の、女子用通学鞄。他に適当なものが無かったので、昨日、灯あか璃りに借りて荷物を詰つめ込んだ。まさかリュックで試験受けに行く訳にもいかないし、今日の所は、これで代用だ。

「忘れ物なんて、無いよ」

　由宇の横で、鞄の持ち主が、断言した。

「全部、入ってる。受験票も、筆記用具も、あとは、参考書と、単語帳」

「よし」

　透は、由宇に向かって、頷うなずいた。

「休きゆう憩けい時間は、ちゃんとトイレに行くんですよ」

　制服を着て、同じ鞄を持った愛華が、声をかける。

「単語帳を個室に持っていって、座りながら復習するといいです」

「あの、愛華、出来れば、あまり、そういう、生々しい話は」

　女の子ってのは、何でこう集団になると羞しゆ恥うち心しんが薄うすれるんだ。

　いや。そんな事はいい。透は、気を取り直し、宣言した。

「じゃあ、行くか」

「そうね」

「うむ」

「行きましょう」

「…………」

「ほら、美み空くさんも」

「…………」

　奥おくにいた、無言の少女に、声をかける。

「…………」

　青い髪かみの少女は、無言のまま、微かすかに、頷いた。



　空は、雲ひとつ無く、清すが々すがしく晴はれ渡わたっている。

　東の山から顔を出した太陽が、家々に朝を告げ、朝あさ霧ぎりの中、街が目覚めてゆく。

　通学路の脇わき、所々で見かける田んぼの稲いねが青々と育ち、朝あさ露つゆが七色に輝かがやいている。

　あぜ道にある由ゆい緒しよ正しい柿かきの木きが、緑の葉をいっぱいに広げ、夏の光を浴びている。

「柿か」

　二つ三つ、気早く発生した小さな青い果実を目ざとく見つけ、由宇は呟つぶやいた。

「秋は、いいな」

　そう、夏休みも、終わりだ。

「食欲の秋だからな」

「勉学の秋よ」

　灯璃が、笑って言った。

「由宇ちゃん、これから、頑がん張ばらないと」

「英語以外にも、難しい科目は、いっぱいあるんですよー」

「お前が言うと、非常に説得力があるな。愛華」

「何ですかっどういう意味ですかっ」

　この二人の言い合いには、今いま更さら入っていく気にもならない。透は、一歩、離はなれた。

　秋……九月か。

「そろそろ……祭りがあるな」

　昔の記き憶おくを、引っ張り出す。この近くの神社で、もうすぐ、祭りがあったような。

　……一段落したら、行ってみても、いいかもしれない。試験の結果が、どうだろうと。

「…………」

　出来たら、この、蒼い子も一いつ緒しよに。セーラー服以外にも、似合う服は、あるはずだ。

「で、結局の所、」

　愛華が由宇に向け、冷静に言い放った。

「合格、出来そうなんですか？　昨日の模も擬ぎテストは、何点だったんですか？」

　この子は、由宇に対して、あんまり遠えん慮りよをしない。

「数学が93点、国語が68点、英語は、51点だ」

　由宇は、あっさりと答えた。

「……平均点、70超ごえじゃないですか」

「当然だ」

　由宇は、にやり、と笑って、その顔を見返す。

「勉強したら、点数は上がる。点数が上がると、学校へ行ける。当然だ」

「まあ……当然、ですよね」

「当然よ」

　灯璃が、後ろから断言し、そして、蒼あおいの方へ、笑いかけた。

「……そうでしょ？」

「……………………」

　美空は、戸と惑まどったように、二、三度、瞬まばたきをする。

「……………………」

　その顔に向けて、灯璃は、もう一度、頷いた。

「ね？」

「……………………」

　蒼い子は、口を、僅わずかに動かす。

「……………………わたし…………」

　そして、何故か、こちらを見た。蒼い瞳ひとみに見つめられ、思わず、緊きん張ちよう。

「……………………」

　この子は、何も言わないけど、時たま、何となく、分かる。

「でも、三日で、十点アップですかー」

　愛華が伸のびをしながら、しみじみと言う。

「……この三日間、どんな特訓をしてたんですか？」

「！」

　何故か、由宇が身を強張らせた。

「あっ！」

　あらぬ方を見たまま、焦あせったように叫さけぶ。

「へ、変な事なんか、してないっ！」

「……へ？　変な事、って？」

「ちょっと、ほら……」

　灯璃が、口くちの端はしを吊つり上げた。

「頑張ってたのよ。ね。由宇ちゃん」

「……………………？」

「『ｆｅａｔｈｅｒ』とか『ａｒｍｐｉｔ』とか『ｔｉｃｋｌｅ』とか……ね？」

「あ！　止めろ灯璃！　そ……それは、それ以上は、言うな！　

　……べ、勉強をしてたんだっ！　変な事なんか、してない！　してないっ！」

「…………おい、灯璃」

「や、やめろ！　聞くな！　透！」

　…………。

「うふふふふふふふふ。ふふふふふふふふ」

　学校が、近づいてきた。



　校門をくぐったその時点で、テストの開始時間まで、あと二時間。

　かなり余よ裕ゆうがあるので、まず、毎度おなじみ、学園行事実行部の、部室へと寄ることになった。いつもは正門から入ったらすぐに昇しよ降うこ口うぐちへと行ってしまうが、今日はそのままグラウンドの脇わきを通り抜ぬけ、体育倉庫の前を通って、旧校舎へ。部室は、その一階、使われていない教室の一部屋だ。透はキーホルダーを取り出し、部屋の扉とびらを開けた。

「由宇は、まだ、早いんだけど」

　部屋の後ろ、無む秩ちつ序じよに並べられた本ほん棚だなの一つに手を伸ばしつつ、呟つぶやく。

　その本棚には、ファイルが挟はさまっている。学園行事実行部の入部届けを綴とじたファイルだ。四ヶ月前に、自分も記入した書類。白紙のそれを、二通取り出す。愛華の分と、由宇の分。

「駄だ目めだったら、私が、責任もって破は棄きしておきますから」

　長机に座り、書類に名前を記入しながら、また愛華が軽口を叩たたいた。

「合格すると言っているだろうが！」

　由宇は言い返しながら、名前欄にボールペンで書いた『紅くれない　由宇』の文字の横に、はんこを押おした。数日前に出来たての、『紅』のはんこ。

「ほれ！」

　書きあがった書類を偉えらそうにこちらに差し出し、そして、はんこを鞄かばんにしまいこむ。

「やっと、一年生入部かー」

　灯璃が、後ろから呟いた。

「何とか、我が部の寿じゆ命みよう、延びたねー。三年生がごっそりいなくなって、どうなる事かと」

「私、一人だけ一年生とか、嫌いやですよ」

　同じく書類を差し出しながら、愛華が口を尖とがらせた。

「ちゃんと、入ってきてくださいよね」

「分かっている」

　由宇は椅い子すを引き、また、鞄を手に取った。

「よし」

　二通の入部届けをファイルにはさみ、本棚にしまいこみ、透は頷うなずいた。

　九月、一日。新学期に、部長に提出する事にしよう。

　旧校舎から、また、外に出る。校庭の木々のセミが、まさに持てる力の全てを振ふり絞しぼった最終決戦でもするかのように、また、今日も、鳴き叫び始める。日差しは、少しずつ、強くなり始めている。校舎のペンキが、じりじりと太陽を反射している。

　今日も、また、暑くなりそうで──

「……？」

　愛華が、眉まゆを、顰ひそめた。

「……」

　外に出て一歩、無言で、立ち止まった。

「……」

　真しん剣けんな顔で、立ち止まった。

「…………どうした？」

「……」

　愛華は重苦しい顔で、唾つばを飲み込み、そして、口を、開いた。

「……います」

「え」

「います」

　もう一度、はっきりと、断言。

　太陽が、翳かげった。

「いる、って……」

　透は、立ち止まった。

　世界を照らしていた太陽が、黒い雲に、かき消される。

「何」

　金色の校舎が、灰色に、染まった。

「……が？」

　いる、って、何が？　今、自分が吐はいた言葉を、頭の中で反はん芻すう。

「近くに」

　感知能力を持った少女は、もう一度、断言した。

「『宝石憑つき』が」

　断言して、決意の瞳ひとみで、こちらに、向き直る。

「近く、に」

「…………」

　そりゃあ、いるよな。いるに決まってる。頭の片かた隅すみから、能天気な意見が上がる。

　いるに、決まってるよ。近くに、宝石憑きが、いる。当然じゃ、ないか。

　そうだよ。何しろ、この五人は、揃そろって、『宝石憑き』……で……

　いや。

　透は、唇くちびるを舐なめた。いや。やめよう。しらばっくれるのは、やめよう。

　近くに、『宝石憑き』が、いる。

　近くに、『おれ達じゃない、他のモノ』が、いる。

　近くに、『タクミ』が、いる。

『敵』は、学校に、いた。

「…………」

　美空が、その蒼い瞳に、こちらの姿を、映した。

「…………」

　その瞳に後あと押おしされるように、透は、愛華に、声を掛かける。

「…………どきょ」

　台詞せりふを噛かんだ。もう一回。

「どこに……『タクミ』は……どこに？」

「はい……」

　愛華は、静かに、頷き、

　そして、右手を動かし、指し示した。

「あそこ……」

　その指先が、指し示すのは、

「に、」

　旧校舎の、正面。運動場の、隅すみ。

　普ふ段だんの通学路では気付けなかった、部室近くの、その場所。

「……います」

　忘れ去られていた、体育倉庫。



　転入試験は、教室を一つ、丸ごと使って、行われる。

　一年生の、愛華の補習授業の教室の隣となりが、由宇の、転入試験の、会場だ。

　受験者は、紅、由宇、ただ一人。全ては、九時から、スタートだ。

「この、部屋……」

　透は、その教室の戸を開けた。中は、そう、平均的な、珍めずらしくも無い、どこにでもある、普ふ通つうの、高校の教室。教きよ壇うだんと黒板。並べられた、数十の生徒用の机と椅い子す。

「あの、席が」

　その机のうち一つ、前列右の机には、『紅　由宇』と、ワープロ文字で書かれた、小さな紙切れが、貼ってある。

「お前の、席だ」

　この学校に用意された、この少女の、初めての、正式な、居場所。

「……由宇ちゃん」

　灯璃は、呟つぶやいた。

「頑がん張ばって。ね」

　その言葉を聞きつつ、透は、由宇に、断言する。

「愛華は隣の教室で、最後の補習を受けてる。そして、お前は、ここで、テストを受ける」

「……分かっている」

「勉強の成果を、見せろよ」

「当然だ」

「おれは、少し、野暮用で、出かける」

「透」

　机に鞄かばんを置き、椅子に座った由宇が、小さく、呟いた。

「気を、つけろよ」



　廊ろう下かで、蒼が待っていた。

「何かあったら、電話するから……灯璃は、ここを頼たのむ」

　透は、携けい帯たい電話を掲げ、灯璃に言う。

「もし、…………万が一、その……」

　こんな事を、言う必要なんか、ないんだけど。万が一、その、万が一。

「ここが………………に、……なったら」

　ここが、危険な状じよう況きように、なったら。

「先生と、愛華と、由宇に、知らせてくれ。教室の中に、飛び込んで」

「分かった」

　灯璃は、真面目な顔で、携帯電話を開いた。

「早く、帰ってきてね」

「当然だろ」

　その顔に向けて、透は、口くちの端はしを吊つり上げる。

「休み時間までには、帰る。……二時間目の、プレッシャーになるから、な」

　やせ我が慢まんダイエットって、流行るかなあ。場ば違ちがいに、思う。



　セーラー服の子と一いつ緒しよに、校舎の外へと出る。

　影かげは、大きくなっている。校舎の全体が、灰色に、覆おおわれてゆく。

「…………」

　蒼い瞳ひとみが、こちらの顔を見た。

「わたし………………最後まで……戦うから」

　蒼い瞳に、こちらの姿が、映った。

「あなたは…………ここで、見て……いて」

「いや」

　透は、首を振ふった。

「あなたは……………………『制限回路』……が」

　透は右みぎ腕うでを伸のばし、蒼い子の華きや奢しやな腕うでを、掴つかんだ。

「……………………え…………」

　掴んだその手に、ぐっと、力を込める。

「あ……………………」

　力を込める。『宝石の力』で。

「ね」

　手を、離す。

「……あなた…………」

　蒼い瞳が、微びみ妙ような、意外そうな色を湛たたえた。

「……『破片』の……力が」

「そう。もう、馴な染じんでる」

　透は、その瞳に向けて、大きく頷うなずいた。

「昨晩辺りから、出来るように、なった」

　自分の『破片』は、既すでに、『制限回路』を、完かん璧ぺきに取り入れている。自分は、既に、『人間離ばなれした力』と、『人間並みの力』を、自由に、切り替かえられるように、なっている。

「…………」

「普ふ通つうは、一ヶ月くらい、かかるんだって。愛華は、言ってたけど」

「…………」

「おれの『破片』は、何か知らないけど、気が早い、みたい。

　……だからさ、おれも、協力する。『一いつ般ぱん市民として、協力』するよ」

　うわ。言っちまった。

「おれも、一緒に、戦う。君を、一人で戦わせたりなんか、しないよ」

　ああ言った言った。もう取り返しはつかないぞ。畜ちく生しよう。

「…………」

　まあ、いいや。どうにでもなれ、だ。

　やけくその果てに吹ふっ切きって、爽さわやかな確信。

　もう、卑ひ口ぐちの幻げん影えいは、自分の中には、いない。

　おれは、学校に巣食った犯罪者を、追おい払はらう。

　由宇が、学校へ、行くんだから。

「おれも……一緒に戦う……から、さ」

「…………」

「君は、『最後まで戦う』なんて、言わなくても、平気だって」

「…………」

「こんな事、さっさと済ませてさ、明日は、由宇の合格発表、一緒に見に行こう」

「……………………」

「君の『最後』は、それだ。君の仕事の『最後』は、それだよ。きっと」

「……わたし……最後まで……死ぬまで…………戦う……………って、」

「いや、死んだら……困るよ」

「…………わたし…………………………………………死を」

「蒼あおいさんが、死んだら、由宇も愛華も灯璃も、悲しむよ。絶対に」

「…………」

「三人とも、君には、感謝してる。絶対に。由宇は勿もち論ろんだけど、愛華と、灯璃も」

「…………」

「勿論、おれも、感謝してる」

「…………」

「そして、だから、君が死んだら、おれ達は、悲しい」

「…………」

「人間同士、折角、知り合えたのに」

「……にんげ…………………………」

「同じ釜かまの飯を食ったし」

「……カマ？」

「食堂の椅い子すが、突とつ然ぜん空いたら、凄すごく寂さびしいし」

「………………椅子？」

「すき焼きだって、まだ残ってるし」

「……………………すき焼き？」

　なんで食い物の話してんだよ。本当、由宇の事を笑えないぞ。

「だから……さ」

　笑って、話しかける。

「死ぬまで戦う……とか…………そんな事は、言わなくても、大だい丈じよ夫うぶ」

　蒼い瞳ひとみが、瞬まばたきをした。

「…………透…………さん……………………」

「何？」

「……………………………………別に…………」

　美空は何故か目を逸そらし、体育倉庫を見て、そして、静かに、呟つぶやいた。

「…………行………………行きましょう」



　グラウンドの隅すみ、イチョウの木の横に、体育倉庫は、ある。

　ガレージにも使われるような鉄骨作りの物置で、大きさは平均的な教室の三分の一くらい。窓は、鉄格子が嵌はまった小さい明り取りが一つだけ。扉とびらはシャッターのような引き戸でかなりガタが来ており、開けようとすると引っかかってやたらと大きな音が鳴り響ひびく。

　中は、そう広くは無いはずだ。透は、そっと扉の取っ手に手を触ふれつつ、思い出した。一学期、学園祭準備の時に、数回中に入ったことがある。捨てようにも捨てられないガラクタに交じって、マットやら平行棒やら跳とび箱ばこやら障害物競走用のネットやら、そんな感じの体育用具が、所ところ狭せましと並べられていた……筈はず。

「おれが」

　扉に手をかけたまま、息に微かすかに声を乗せ、美空に声をかける。

「扉、開くから」

「……………………」

　扉の前に立つ美空は、微かに、頷うなずいた。

「一気に飛び込んで、さっと制圧。あとは『対策室』に電話して、それで終わり」

　まるっきり、なんかの特とく殊しゆ部隊だな。冷静にツッコむ自分がいる。

「……準備は？」

「……………………」

　蒼い瞳が、微かにこちらを見た。

「……じゃあ」

「……………………」

　透は、足を踏ふん張ばり、大きく息を吸い込んで、

「行け！」

　声と共に、一気に、扉を引いた。

　金属製の扉が、主に危険を知らせる警報装置のように盛大な音を立てる。音と共に空気が動き、中の世界と外の世界が繋つながる。外の光が、中の闇やみへと侵しん入にゆうする。蒼が、引き絞しぼったゴムのような勢いでその空間に、四角く切り取られた世界の境界へと飛び込み──

　そして、

「…………いない！」

　珍めずらしく、大きな声を出した。中から、四角い境界から、声が響いてきた。

　いない？

　透は自動的のように、扉の取っ手から手を離した。

　いない。

　その三文字の言葉が耳から入り、そして脳に達するまで、実に数秒を要した。

　いない、って……何が？

　なんで。確かに。愛華は、さっき、

「テメェら」

　声は、確かに、すぐ近くから、聞こえた。

　すぐ近く。

　真後ろ、から。



「余計な事、してんじゃねぇ！」

　腹の底から暗黒をぶちまけたようなヒトの声が、鼓こ膜まくを劈つんざく。

「何、ウロウロしてやがる！」

　怒ど声せい、まさに、真っ黒に煮に凝こごった怒いかりそのものを具現化したような、声。声の主は、

「クソどもが！」

　透は、声の主を確認しようとして、振ふり返ろうとして、そして、体勢を崩くずした。

　だから、その一いち撃げきを、後ろから怒声と共に繰くり出されてきたその一撃を避さけられたのは、単なる偶ぐう然ぜんだ。突とつ然ぜんの事に驚おどろき慌あわてて、無理な姿勢から振り返ろうとして足の位置をミスり、転てん倒とうしかけた。そしたらたまたま、頭が、安全な所へと移動した。ただ、それだけだ。

　ごうっ、と空気を切きり裂さいて、致ち命めい的てきな破は壊かい鎚づちのような右みぎ腕うでが、敵意を持った攻こう撃げきが、耳のすぐ脇わきをかする。透は、その風にあおられるようにわたわたと二、三歩そのまま進み、そして、やっと、何とか、振り返った。

　男が、立っていた。

　中年のようにも見える落おち窪くぼんだ瞳ひとみと、無精ひげに塗まみれたゴリラのような顔、そして、外国のプロレスラーみたいに異常な太さになった両りよ腕ううでと、尋じん常じようなく伸のびた身長。鎖くさりのついた灰色のズボンはまるで道化のようにパンパンになり、Ｔシャツに印刷されている悪あく趣しゆ味みな髑髏されこうべの形相が丸く大きく歪ゆがんでいる。

「う……」

　怖こわい。本能的に、そう思った。身長二メートルを超す大男。それが、憎ぞう悪おをむき出しにして、目の前に立っている。

「あと……三日なんだよ！」

　憎悪と苛いら立だちを歪み固めたような声で、大男は、有り余る力を溢あふれさせるように叫さけんだ。

「ちょろちょろと……」

　その髭ひげだらけの、原始人のようになった顔を、更さらにゆがめて、

「邪じや魔ましてんじゃ……」

　体育倉庫から、ポニーテールの少女が、蒼い閃せん光こうのように飛び出してくる。

　大男は、そのまま、それに向けて、右みぎ拳こぶしを、人を殴なぐる為ための腕うでを振り上げ、

「……ねえッ！」

　そのまま、真っ直すぐ、淀よどみなく、躊躇ためらいなく、殴った。蒼を、出会い頭に、殴った。

「………………!!」

　バキッ、と、籠こもったような破は壊かい音と共に、その華きや奢しやな身体が、まるでトラックに撥はねられたダミー人形みたいに、体育倉庫の中へ、吹ふっ飛とんでいく。中から、闇の中から、饗きよう宴えんのような炸さく裂れつ音おんが響ひびき、もくもくと土つち煙けむりが舞まい上がる。

「あぁ？」

　その土煙を誇ほこりのように身に纏まとい、大男は、また、顔をゆがめ、

「……何、今の？　ハハ！」

　笑った。吹っ飛んでいった蒼を、笑った。

「何だ……こんなんかよ……」

　右拳を振り上げ、血走った瞳で、原始人のような大男は、笑った。

「相手にも……ならねーじゃねぇか……」

　自分が今成なし遂とげた事が、嬉うれしくて誇らしくてたまらない。そんな感じで、大男は笑い、

「…………なァ！　テメェも、そう、思うよな！　な！」

　そして、こちらを、見下ろした。遥はるかな高さから、虫を見下ろすように

「で！」

　その顔を、歓かん喜きに歪ませる。

「テメェ、どーすんの？　ん？　どうすんだよ、あぁ！」

　ふざけた様に怒ど鳴なりながら、まさに、楽しそうに、一歩、こちらに、近づいてくる。

「え？　オレ、怒おこってるんだぜ？　どうすんの？　テメーより遥かに強いオレが、怒ってるんだぜ？　どーすんの？　どうすればいいと思う？　えぇ？　こんな所で追い出されて、あと三日、どうすりゃいいんだ？　おい、考えろよ！　テメェ！」

　わざとらしく、右腕をぽきぽきと鳴らして見せる。『人間離ばなれ』した、丸太のような腕。

「責任、取ってくれるんだよな？　あと三日、世話してくれるよな？　テメェの家で」

　そして、確定のように、宣言。

「三日間、オレの奴ど隷れいに、なってくれるんだよな？　な？

　せいぜい、接待してくれるんだよな？　じゃねーと、オレ、殴るぜ？

　……まず、挨あい拶さつ代わりに、あの女、オレを見下してるあの女貰もらうけど、いいよな？」

　覚えて、やがった。透は、戦せん慄りつした。

　この大男は、かつて卑口のアパートで灯璃を襲おそい、そして、返り討ちにされた。

　それを、執しゆう念ねん深ぶかく、覚えていやがった。

「もう、オレ、強いしさ。あの時の怨うらみ、晴らしていいよな？」

　透は、大男の目の前に、立った。

「何してんの？　ん？　何、その愉ゆ快かいなポーズ？」

　大男は、それを見下ろし、子供を前にした大人のように、笑った。

「何？　戦いの決意、ってヤツ？　ん？　なんで？　弱いくせに、戦ってどうすんの？

　ハ！　何それ？　何の遊び？　ハハハハハハハ！」

　余よ裕ゆうそのものの笑顔で、天を向いて笑う。あの時の、卑口のように。

「じゃあ！」

　笑いを止め、遊ぶように怒鳴って、血走った目を見開く。

「テメェに、あの女、世話してもらう事にする！　決定な！」

　こいつは、卑口の後こう継けい者しやだ。透は、確信した。ヤツの傍そばにいて、ヤツに憧あこがれ、そして、ヤツが信じていたモノを引き継ついだ、ヒトだ。

「まず、五発殴る。これ、決定だからさ！」

　大男が、宣言して、こちらに一歩……

　踏ふみ出した、と思った、その瞬しゆ間んかん、

　顔面に衝しよ撃うげき。素直に吹っ飛ばされなかったら、頭ず蓋がい骨こつが砕くだけていたかもしれない。うまく着地しなかったら、墜つい落らくでどこかの骨が折れていたかもしれない。がりがりがり、と右みぎ腕うでがグラウンドの土に摩すり下ろされる感覚を自覚しつつ、何とか足の位置をキープし、立ち上がろうとした、それを、

「ハハ」

　大男は、見下ろしていた。遊び半分、おどけたような表情で。

「一発な、今ので。……二発目からは、本番だぜ？」

　わざとらしく拳こぶしを握にぎり、卑口の後継者は言う。

「五発ごとに、聞いてやるよ。気が向いたら、参ったって言いな！　指をボキボキにして、顔をグズグスにしてやる！　どこまで耐たえられるか、見ものだよ！　どこまでだろうと、オレには関係ねぇけどな！　あ、いいって。そうやってカクゴとかケツイとか決めたって、無む駄だだから！　その分、上乗せして殴なぐるだけだから！　ハハハハ！　ハハハハハハ!!」

　自分の声に酔ようように、大男の声が、どんどん大きくなってゆく。

「オレは、最強になったんだ！　テメェが何者だろうと、オレには関係ねぇ！　何だろうが、オレが最強なんだよ！　オレは、これから、最強になるんだよ！　カッコつけてんじゃねぇ！　グダグダ抜ぬかしてんじゃねぇ！　力が強ければ、何でも出来るんだ！　オレは最強だ！　オレの力が、最強なんだよ！　オレは」

「そう」

　冷たい、声がした。

　狂きよ乱うらんの炎ほのおを一いつ瞬しゆんで凍こおりつかせるような、青い氷のような声。

「…………はぁ？」

　大男は、気を削そがれたように、吐はき捨すてた。

　そして、顔を動かし、声の主を、見る。

「あなた、」

　体育倉庫の入り口を、見る。体育倉庫から、静かに出てきた、蒼を見る。

「テメェ！　何、調子に乗って、立ち上がってんだ！」

　そして、その瞳ひとみがまた、灼しや熱くねつに燃え上がった。

「何？　何それ？　また殴られたいの？　じゃあ殴ってやるよ！　倒たおれるまで、立てなくなるまで、歩けなくなるまで、な！　一生病院のベッドに縛しばり付けられて、そこからご立派な教訓なり人生論なり垂れてりゃいいさ！　オレは、外で好き勝手やっとくからさ！

オレの力はな、最強なんだよ！　いいか、この世はな、弱肉強食で、」

「そう」

　冷たく声を出す、蒼い少女、

「じゃあ、あなた、」

　その額の、蒼い宝石が、

「肉に、なりなさい」

　静かに、割れた。



「あがあっ！」

　透は、動けなかった。ただ、呆ぼう然ぜんと見ていた。

　大男が繰くり出した全力の、粉ふん砕さいハンマーのような右腕、それを、蒼い子が左手で掴つかみ、たったそれだけで、その力を、その暴力を、完全に封ふうじている、その情景を。

「が……！」

　華きや奢しやな左手で右手首を掴まれた大男の口から、苦く悶もんの呻うめきが漏もれる。

　それを静かに、冷たく見つめる蒼い瞳、その上の、

　その、額の宝石が、ひし形だった『宝石』が、三つに割れ、輝かがやいている。鳥の足あし跡あとのように、旗印の紋もん章しようのように、細く三方向に分かれた、蒼い宝石。亀き裂れつのようなそれぞれが、それぞれ、輝いている。光ひかり輝く海のように。澄すみ渡わたった青空のように。良質のブルーサファイヤのように。その、蒼い輝きに照らされ、

「が……あああああああ！」

　大男の呻き声が、切せつ羽ぱ詰つまったものになってゆく。その額に、苦痛の脂あぶ汗らあせが浮うかぶ。

「……………………」

「あ……ああ……ぎ！　ぎゃ！」

　こき。

　その右腕の内部で、軽い音が響ひびく。その音を合図に、蒼の少女は、手を離した。音が鳴った場所を押おさえて蹲うずくまろうとする大男、それに向けて、そのまま、流れるような動作で身体の位置を変え、そして目の前の、ゴリラのような巨きよ体たいに向けて、

「弱い」

　右みぎ拳こぶしで、一いち撃げき。

　大男の身体が、飛んだ。ダンプに撥はねられた、サンドバックのように。

「わたし…………」

　蒼い瞳でそれを見て、少女は呟つぶやく。

　その、セーラー服から伸のびる白い腕うでと足に、精密機械回路のような幾き何か学がく模様が、青く、薄うすく、浮かんで、輝いている。

「み……美空、さん…………」

「これが……………」

　蒼い精密機械の回路のように、生命の外の存在のように、静かに、青白く、輝く身体。

「…………わたし…………」

　輝きの集合地、まるで冷たく蒼いくま取りのようになった顔を静かに動かし、少女は、呟いた。

「テ……テメェ！」

　男は、それでも立ちあがる。吠ほえるように立ち上がり、怒おこったケモノそのままの動きで、蒼い精密機械の少女に向けて、吠える。



    

  
    
      「調子に……乗ってんじゃねえ！　いいか、オレは狼おおかみで、テメェらはァ！」

「ちがう………………………………」

　蒼い少女は、すいっ、と体を沈しずめ、

「…………あなたは…………狼じゃ、ない」

　そして、消失し、

「なぁッ！」

　出現した。

「棍こん棒ぼうを持った、サル…………よ」

　大男の、『真上』に。

「ぐがあっ！」

　上空からの容よう赦しやのない膝ひざの一撃を食らって、大男が無様に膝を突つく、その目の前に、

「そして……………………わたしは、」

　蒼は、静かに着地し、

「……狩かり人ゆうどに、なります」

「お…………」

「逆さに吊つるして……」

　一撃。足を踏ふみ込み、大男の喉のど仏ぼとけに向かって、全力の一撃。

　大男の体内で、ごぶっ、と、液体系の、不ふ吉きつな音が響き、

「血を………………………………抜ぬいてあげる」

　ずしん…………と、山が崩くずれるような音を立てて、

　大男は、倒たおれた。仰あお向むけに。



「あ……」

　透は、我に返った。

「あの…………」

　倒れた大男と、その前に立つ、蒼い少女を、見比べる。

「……………………」

「え……と」

「……………………」

　蒼は、美空と名の付いた少女は、静かに、振ふり返った。額の宝石を異形に輝かせて、全身に人外の蒼い輝きを点ともす、超ちよ人うじんの少女。

　透は、その姿に向けて、

「ありがと」

　笑って、礼を言った。

「ありがと、美空さん」

「……………………」

　それを、確認して、

「……………………どう、いたしまして」

　蒼、美空は、嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ…………ような、気がした。



「…………まだ」

　そして、美空は、蒼い少女は、元の場所に、視線を戻もどす。

「…………まだ、終わって……………………ない」

「え？　終わって、ない、って」

「が……」

　まるで、火山の噴ふん火かのように、

「ハハハハハハハあああああハハハハハハ！」

　倒れていた大男が、叫さけびと共に、立ち上がった。

「なんだ、てめえ、あんなモンかよ！　あの程度の、力なのかよ！　ハハハハ！

　それで終わりか！　テメェの切り札は、それで終わりかよ！　ハハハハハハハ！」

　その顔が、歪ゆがんでゆく。文字通り。口が裂さけ、牙きばのような歯がむき出しになる。

「おお…………スゲェ、すげぇ、来たよ、来たよ第一波、来たよ！　ハハハハは！」

　丸太の腕うでが更さらに太くなり、ざわざわと原始人の剛ごう毛もうが生える。その身体が更に膨ふくれ上がり、髑髏されこうべのＴシャツを布切れに変える。額の『白い宝石』が、静かに、輝かがやき出す。

「あはハハハハハハハ！　ハハハハハハハは！」

　ヒトの形を失ったモノは、ヒトのものではなくなった声で、笑った。

「………………………………バケモノ」

「取とり澄すましてんじゃねぇ、このクソアマがぁ！」

　ヒトのものではなくなった声で、大男であったモノは、吠ほえた。

「馬ば鹿かが……勝かったつもりか？　勝ったつもりなのか？　笑っちまうね……あんなものはなあ、あんなのはなあ、まだまだ、二割程度の、力なんだよ……

　テメーの力は、それで、終わりだろ！　生あい憎にくだ！　こっちは、まだまだ、あるんだぜ！まだまだ、強くなるんだぜ！　これから、どんどん強くなるんだぜ！　あと三日！　あと三日で、どんどん、強く、なるんだ！　まだまだ強くなる、更に更に強くなるんだ！」

「………………………………」

　その鋼鉄のような大だい腿たい筋きんがさらに膨れ上がる。まるで中身を詰つめ込みすぎたハムのようにズボンが裂け、針金に変化した剛毛が露あらわになる。

「ハはハ……」

　更に高く、三メートルに届かんばかりになった身長の高みから、大男であったモノは、蒼の少女を、見下ろした。

「さァ、こレデ、四割がた、完成だ！　第二形態ってヤツか！　分かるぜ、この状態で、オレは、テメェより強い！　強くなった！　ハハハハハハ！　テメェは、オレに、勝てなくなった！　確定したよ！　ハハハハハハハはハハハハハハハ!!」

「…………」

「更に、強くなルぜ！　まだマだ、強くなるぜ！　もうすぐ、強くなるぜ、もうすぐ、もうすぐ、次のが来るゼ！　サラに、第三形態が、来るぜ！　強くなるぜ！　どんどん強くなって、どンドん強クナッて、そして、最強になルンダ！　オレは、世界で一番強くなって、王に、金も、女も、手ニイレ放題、ナンデも、シ放題デ、誰モ、オレを、オレヲ」

「………………………………」

　目の前の敵を、はっきりと、瞳ひとみに映し、蒼は、

「わたし…………」

　はっきりと、

「戦うから、」

　断言した。

「大だい丈じよ夫うぶ」



「がァァア……アアアアアアアアああああああァアアアアアア！」

　チャイムが、鳴った。



    

  
    
      エピローグ・紅　九月一日（当日）





　チャイムが、鳴り響ひびいた。



「ん……」

　透とおるは部室の戸を開け、そのまま、壁かべに掛かけられた柱時計を見上げる。正午。

　今のは、九月一日、正午を告げるチャイムだ。

　始業式は午前中で終わり、今日のところは、それで解散。新学期だし、とりあえず部室に顔を出しておくか……という事で、ここへ来たのだが、

「なんだ……」

　戸を閉めつつ、透は言った。

「お前、いたのかよ」

　部屋の中には、一人の少女がいた。

　今日、この日から、正式にこの部の一員になった、赤あか髪がみの少女。

「ああ」

　十とつ葉は高校一年生、

「私は、ここにいる」

　紅くれない、由ゆ宇う。

　高校生になった少女は、窓から差し込む光の中で、静かに振ふり返った。

「あ……」

　その服装は……当然、制服。十葉高校の、夏服。

　制服を着た赤髪の少女が、学校の中、教室の中に、立っている。

「何だ？」

　立ち上がった少女は、えらそうに腕うで組ぐみをし、鼻を鳴らした。

「いや……」

　頭を掻かきながら、透は、思わず目を逸そらした。

「その」

　口に出すのは、ちょっと、照れるが。

「似合うな。意外と」

　似合ってる。うん。

「そうか」

　由宇は、当然のように、満足げに頷うなずいた。

「……もうすぐ、部長とか、来るからさ、その」

　言いつつ、後ろを振り返って戸の方を向いた、その瞬しゆ間んかん、

　少女の、小さな身体が、まるで猪いのししみたいに突っ込んできた。

「ぐふっ」

　不意の突とつ撃げきを食らって、思わずよろける。相撲すもうの力士みたいな按あん配ばいで何とかその場に踏ふみとどまり、そして、目の前、胸の中に飛び込んできた少女に向けて、慌あわてて口を開く。

「な、何をっ」

「……透」

　顔を埋うめたまま、少女は、ぼそり、と、呟つぶやいた。

「な、何」

「…………高校生に、なった」

「よ、良かったな」

　もっとマシな台詞せりふを言えんのか。

「…………だから、私は」

「は、はい」

　至近距きよ離りから見上げてくる、少女の顔……こんなに近いのは、久しぶり……だ。

「え、え、あの」

「お前に、」

　真っ直すぐ見つめてくる、少女の視線に、心臓が、また、動き出す。

「……礼を言うぞ。ありがとう」

「…………あ」

　ふわっ…………と。心が、軽くなる感かん触しよく。

　良かった。

　この道を選んで、よかった。

「…………もっと、嬉うれしがれ。折角、礼を言ってやったのだ」

「なんで偉えらそうなんだ」

「…………」

「…………」

　教室の中、静かに見つめあい、

　そして、

「はいはいはいはいーッ！　時間切れ、でーす！」

　ガラッ、と戸が開いた。

「わああああああああああああああああああああああああああああ！」

　心臓を掴つかみ出された様に声を上げ、断だん末まつ魔まの様にそっちを見る。

　愛あい華かが、部屋に乱入していた。

「時間切れでーす。以上で『合格おめでとうタイム』終しゆう了りようでーす」

「え、ちょっと。あ、愛華、何時の間に、って言うか、いつからっ」

　こちらの質問には勿もち論ろん答えず、入ってきた由宇のクラスメイトは、静かに、命令。

「時間です。離はなれなさい。由宇ちゃん」

「…………延長で」

「何が、延長ですかっ！」

　その手に持っていた丸めた雑誌で、手近な長机を、映画監かん督とくのようにばしばしと叩たたく。

「もう、夏休みは終わりですっ！　月曜から、また学校が始まるんですっ！

　これから、体育祭の用意があるんですよー遊んでる暇ひまなんて無いですっ！」

「面めん倒どうだぞ」

「なんて事を言ってるんですかっ由宇さんっ！　はいはいこっちこっちこっち来て！

　まず、プログラムの作成から、ですね……だからさっさと離れなさい！

　……あ、部長！　ほら、部長からも、一言っ！」



    

  
    
      　いつの間にか、愛華の右横に出現していた部長は、ただ、呟いた。

「透」

「何ですか」

「頑がん張ばれよ」

「勿論です」

　ところで、何を。



    

  
    
      エピローグ・灰　九月一日（当日）





「はいはい……んじゃあ、まあ」

　灰はい人とは、『診しん察さつ室しつ』の前、分厚いアクリル板の前のマイク前の椅い子すに、座った。

　マイクの脇わきに、書類を挟はさんだクリップボードを置き、面倒くさそうに、言葉を吐はく。

「一応、説明しとくけどさ」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

　横のスピーカーから、アクリル板の向こうにいる『患かん者じや』の声が響ひびく。

「えーと。君は、『発はつ症しよ者うしや』。つまり、病人です。よろしく。病名？　まあ適当に」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「という訳で、君は三日前、十とつ葉は市ってトコで、緊きんき急ゆう保護されました。発見したのは、ウチの職員ね。で、失神状態の君は、そのまま、ここへ、搬はん送そうされてきました。ＯＫ？」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！

　来た……来たぞ、最終形態……!!　オレは、オレは、今、最強に…………最強に!!

　最強だ…………オレは、最強だ、最強……!!」

「はい私語は控ひかえて。ちゃんと聞いてねー。君の病状判断の為ため、いくつか、質問しまーす」

「な、何デモ、手ニ、入る！　何でも……マず、カ、金…………金を、いくラデも、

　がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「成程、金が欲しいです……っと」

　呟つぶやいて、クリップボードの用紙に、記入。

「で、金で、何…………買うの？」

「か、金……そう、金……車でも……家でも……女でもぉおおおお！」

「車……免めん許きよ証しようの写真、どうすんのさ。規格に入らない」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「カーショップ入ったら、店員逃にげるだろ」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「第一、そのでっかい身体じゃあ、運転席に入れないよ」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「家…………どうやって、住むの？」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「門、くぐれないじゃん」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「で……女……と」

「お……女！　女！　アイツも……ヤツでも……あの女でも……力ずくで……ハハハハ

がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「ヒトの生せい殖しよ器くき、なくなったじゃん」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「じゃあ…………最後の、質問だけど」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「君、誰だっけ？」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「君の名前、何だっけ？」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」

「はいはい」

　灰人は、マイクのスイッチを、切った。

「以上、手続き、終しゆう了りよう」

『診察室』の入り口、鉄格子の脇にクリップボードを引ひっ掛かける。

「じゃ、十二番献けん体たいと、あの化ばけ猫ねこと、同室って事で」

　言い残して、『診察室』を、出る。

「似たモノ同士、気が合うよ。きっと」

「がアアアアアアァ……アアアアアア！」



「もしもし？　紫し暮ぐれ？　どこ行ってんのさ。ここ、君の持ち場だろ。一応医者なんだから、ちゃんとやれよ。代わりにやっちゃったよ、もう」

　受付窓口すらない、のっぺりとした『待合室』で、灰人は携けい帯たい電話に向けて、喋しやべる。

「……ああ、あの件？　ダメダメ。てんで役に立たなかったよ、あの三人。

　……愛あい華かか由ゆ宇うちゃんが取り返しのつかない事になったら、透とおるくんもこっちに来てくれるかなーとか、思ってたんだけど……蒼が、何故か、やたらやる気出したみたいで。

　誤算だよ。適当な所でやる気なくなって、投げ出すと思ってたのに、さ。

　ま、いいや。透くんの件は残念だけど、結果オーライ、解決って事で……え？」

　片手で、部屋の電気を消す。『待合室』が、闇やみに包まれた。

「……『ナオヤ』が？　…………へえ……」



    

  
    
      エピローグ・蒼　九月一日（当日）





　浅あさ黄ぎは、本部事務所の扉とびらを、開けた。

「あら」

　部屋の中を覗のぞき込み、声を出す。蒼い少女が、一人、座っている。

　蒼の少女は、光の中、静かに、本を読んでいる。

「帰ってきてたん、ですか。ええ、私も、今、帰ったところです」

　浅黄はそのまま鞄かばんを床ゆかに置き、蒼い少女の隣となりに、座った。

「確か、十とつ葉はに出張でしたよね。どうでした？　片付きましたか？」

「……………………」

「私は、関西に行ってまして。昨日、終わったです」

「……………………」

「『発はつ症しよ者うしや』が、何やら、組織を作ってましたのでね。始末してきました。部下は逃がしましたけど、まあ、それは、またその時で、いいですよね。ええ」

「……………………」

「あら」

　その青いポニーテールを縛しばっている物に気付き、浅黄は、呟つぶやいた。以前は輪ゴムであったそれが、変わっている。きらきらと輝かがやく、青い正八面体の髪かみ飾かざり。

「どうしたんですか？　それ」

「……………………もらった」

　蒼い少女は、本のページを捲めくりつつ、静かに、呟いた。

「一昨日……あの人の家、出る時に……灯あか璃りさんと、由ゆ宇うさんと、愛あい華かさんに…………」

「そうですか」

「ありがとう、ご苦労様…………って、もらった……」

「良かったですね」

　また、ページを捲る。その本は、以前の、黒い本では無い。

「あのですね。そうして、仕事もこなしたわけですし」

「……………………」

「よかったら、この機会に、あなたも、正式な立場、戸こ籍せきを」

「……………………」

「名前は、何がいいですか？」

「……………………みく」

　蒼の少女は、本の文字を追いつつ、口を動かした。

「は？」

「蒼あおい……美み空く…………」

「妙みような名、ですね」

「……綺き麗れいな、名前………………って、あの人…………」

「気に入っているなら、いいですけど。じゃあ、さっそく、手続きをしましょう。

　今すぐだと、十六歳さいのと、二十一歳の戸籍が、用意できるんですが、」

「………………………………十六歳…………」

「二十一歳の方は、ソコソコの履り歴れきですし、やはり、」

「……………………十六歳……」

「え？」

　浅黄は、蒼の方を見た。

「……いえ、でもですね、十六歳だと、未成年ですし、色々と不便が」

　蒼は、本から、顔を上げた。

「わたし…………十六歳が……いい」

「二十一歳がいいと思いますけど」

「……十六歳」

　蒼い視線を受け、浅黄は、微びし笑ようを返した。

「……………………十六」

「だから、そっちだと、ですね、色々と、問題が。やはり、二十一歳が」

「十六歳……」

「二十……いえ、分かりました」

　蒼は本に視線を戻もどし、口の中で、呟く。

「……………………転入」

「へ？」

「………………………………転入、したい…………」

「転入……って、高校とかの、アレですか？　なんで？」

「………………………………」

「どこ、へ？」

「……………………」



    

  
    
      あとがき





　こんにちは冬樹です。「たま◇なま」も四巻です。ありがとうございます。



　以下の話は一巻～三巻のネタバレを少々含ふくんでいます。未読の方はご注意下さいませ。

　さてここだけの話ですが、（こんな所で書いておいて「ここだけの話」もないモンですが。まあそこはアレがアレで）「たま◇なま」一巻の物語終しゆう了りよう日程は、第一稿こうの時点、投とう稿こうの時点では、実は秋の終わり、十一月の三日でありました。

　あの物語は投稿の時点ではあのように「さあ頑がん張ばるぞ」という事で一応の決着を見ていたのですが、受賞、出版、そして続刊の機会をいただくに際し、その日程は当初の十一月の三日から、現行の八月の一日へと変へん更こうされた次第であります。私自身、主人公自身が十とつ葉は高校にお願いして行事日程を変更して貰もらったという事で、どうか一つご認識下さいませ。



　それについては勿もち論ろん、その後の夏イベントなどを意識したモノではありましたが、それとは別にもう一つ、主人公たちの「さあ頑張るぞ」その実じつ践せんに際し、社会に対しても世界に対しても比ひ較かく的てき相そう互ご無むか干んし渉ようでいられる長期休きゆ暇うか期間、いわば一ヶ月の『猶ゆう予よ期間』を用意しようという意図でもありました。

　

　一ヶ月、決して長い期間というわけでもありませんが、しかしそう短い期間というわけでもありません。でも何しろ片や未成年、片や人間の常識や生き方の基本もない、勿もち論ろん戸こ籍せきすらない宇宙人。そして両者揃そろって『人間離ばなれ』という、なんともはや、かなり『特とく殊しゆな状じよう況きよう』の二人でしたので、まあそのくらいあってもいいかな、と。



　さてそういう事で、その猶予期間も、必然としてそろそろ終了したりする訳であります。

　その結果としてどうなったのかは本文を参照していただくとして、そしてそれがどういう結論であったのかは読者様のご判断にお任せすると致いたしまして、とりあえず後は個人的な趣しゆ味みの話などで残りスペースを埋うめていく事にします。



　私、旅行先などで夜とかにウロウロするのが好きでして、いや夜にウロウロすると言っても別に変な店に行くとかそういう訳ではなく、本当に「ただウロウロ」するだけです。

　そしてこれはあまり大きな声では言えないのですが「道から何気なく見上げた時にふと見える民家の明かり」というのモノが、結構好きだったりします。流石に部屋の中を覗のぞき込んだりはしませんが、道から見上げてみると何となく「そこに部屋があるのだな」くらいは確認できる訳です。別に覗いたりはしてませんって。



　勿論それらは人の住む部屋な訳ですから、中には色々な物があるわけです。壁かべとか天てんじ井ようとか床ゆかとか電灯とか本ほん棚だなとかテレビとかそれに繋つなげられたゲーム機とかその他諸もろ々もろいっぱい。私にとってはただ旅行先の通りすがりの一つの民家に過ぎないその部屋ですがこの部屋の主にとっては毎日当然のように目にする自分の生活の空間なのだなあとかそういう事をブツブツ呟つぶやきながら徘はい徊かいしている訳です。幸いまだ職務質問の経験はありません。



　この本も、出来たら、その一角に入れたらいいなあ。とか、思ってます。



　２００８年　２月　７日

冬樹　忍



　学校が始まりまして、そして物語はもうちょい続きます。次は五巻です。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

冬樹 忍 先生／魚 先生
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